




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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口絵・本文イラスト／サマミヤアカザ







　漆しつ黒こくの空に浮うかぶ冴さえ冴ざえとした冬の月が、久く住ずみの山々に濃こい影かげを落としている。

　月光の蒼あおと闇やみの黒に包まれて、全すべてのものが眠ねむりについた静せい寂じやくの世界。

　その中で一人、彷徨さまよい歩く小さな影があった。この山に住む薬売り、左さ衛え門もんの弟で子しの弥や一いちだ。

　歳の頃は八歳ぐらい。小こ柄がらで華きや奢しやな体は、月明かりだけを頼たよりに山を歩いているため、何度も転んで着物はぼろぼろ、手足は傷だらけだ。

　あどけなさを残しながらもきりっとした目鼻立ちの利発そうな顔も、今にも泣き出しそうなほどに歪ゆがんでいる。

（今度、こそ……こっちで、間ま違ちがいないはず……あ）

　ふと触ふれた木の幹についた刃は物もの傷を見て、へなへなとその場に崩くずれ落ちる。

　この傷を見るのはこれで四回目。何度歩いても、ここに帰ってきてしまう。

　どうしよう。一刻も早く家に戻もどらなければならないのに！　と、傷だらけの手を懐ふところに入れ、あるものを取り出した。左衛門のために探し当てた薬草だ。

「……じいさま」

　左衛門が病に倒たおれて五日。左衛門の指示の許もと、懸けん命めいに薬を煎せんじ看病したが、自分のやり方が悪いのか何なのか、容態はいっこうに回復しなかった。

　風か邪ぜなんて、じいさまならたちどころに治せるのに！　と、涙なみだを必死に堪こらえていると、

　──……くそっ。こんな、時に……解げ熱ねつ草を切らしておるとは、ついてない……。

　その独り言に、居ても立っても居られなくなった。

　解熱草さえあれば、じいさまを助けることができる！

　その一いち縷るの望みに突つき動かされて、「お前はまだ山の道が分かっていないのだから、決して一人で山に入らないように」という左衛門との約束を破り、山へと走った。

　木に目印をつけながら進めば大だい丈じよう夫ぶだと思って。

　でも、ようやく解熱草を見つけて目印を頼りに帰ろうとしても全然帰れない。

　歩き過ぎてもうくたくただ。腹も減った。体は芯しんまで冷え切って、先ほどから痛みも感じなくなってきた。それに、何だかとても眠い……いや！

　眠いとか、この状じよう況きようで何暢のん気きなこと考えてるっ！　己おのれを𠮟しつ咤たし、立ち上がろうとした……が、なぜだろう。足が動かない。

　……どうして？　さっきまで、ちゃんと動いていたのに！

　あまりにも儘ならぬ状況に、鼻の奥がつんと痛くなってきた。

「ううう……じいさま。死なないで……」

　自分はまだ、何もしていない。戦いくさでみなしごになった、独りぼっちの自分を引き取って良くしてくれた左衛門に、何の恩返しもできていない。それに……。

　──に…ちゃん……た、すけて。い…いたい……よ。

　嫌いやだ。あんな思いは二度としたくない！　そう思って足を揺ゆすったが、相変わらず動かない。

　堪えていた涙が溢あふれ出てきた。途と端たん、涙と一いつ緒しよに堪えていた色んなものも溢れ出て──。

「……たす、けて。誰だれか……じいさまを、助けて！」

　そんな弱音が、口を衝ついて出た。

　その時だ。黒と蒼だけの世界に、違ちがう色が入り込んできた。白？　いや……違う。

　雪よりも清らかで、満月よりも柔やわらかくて優やさしいその色は、闇やみ夜よに塗ぬり潰つぶされることもなく、仄ほのかに光りながら、こちらに近づいてくる。

　その現実離ばなれした光景を、弥一は呆ぼう然ぜんと見つめ続ける。

「……はあ」と、声が漏もれる。こんなに綺き麗れいなもの、今まで見たことがない。

　寒さも飢うえも……左衛門のことさえも忘れて魅み入いってしまう。

　光が、ゆっくりと近づいてくる。そして、その光はだんだん形を変えていった。

　翡ひ翠すい色の瞳ひとみをした、世にも美しい白色の狼おおかみへと……狼？　まさか！

「……や、山やま神がみさま？」

　左衛門からよく聞いている。昔、天より遣つかわされた神しん狼ろうが山神となって、この久住の地を守っている。山神の教えを守り、毎日山神の祠ほこらを掃そう除じして、感謝の祈いのりを捧ささげろと。

　だが、弥一はその言いつけを守ったことがない。というのも、弥一は山神が嫌きらいだった。

　目に見えないものなんて信じられないし、何より……左衛門が懸命に治ち療りようし、患かん者じやを治しても、「山神様に祈りが通じた！」と言われることが不ふ愉ゆ快かいだったのだ。

　自分はそばで見ていたから分かる。患者が治ったのは、左衛門の尽じん力りよくによるものだ。

　山神は何もしていない。それなのに、皆みんな山神のおかげだと言う。訳が分からない。理り不ふ尽じんだ！

　……やっぱり、神様なんてろくなものじゃない。

　だから、弥一は山神が嫌いだった。今日だって……左衛門が病で苦しんでいても助けてくれない。嫌なやつ！　役立たず！　と、泥どろ団子を作って、祠にぶつけまくってやった。それなのに。

「山、神さま……あ、あの……ど…して……っ！」

　体が震ふるえる。狼……山神が舌で弥一の鼻先を舐なめてきたのだ。

「ばあか」

　喋しやべったっ！　しかも、やたらと愛らしい童わらべの声で……と、思っていると、

「少しは自分の心配しろよ。死にかけてるんだぞ？　お前」

　続けて言われた言葉に弥一は「ええ？」と声を上げた。死にかけてる？　自分が？

「何だ、気づいてもいなかったのか。はは！　暢気なやつだな。けど、俺が来たからにはもう大丈夫だ。お前もじいさまも助けてやるぞ！」

　山神が行ぎよう儀ぎよくお座りして胸を張る。弥一は目を白黒させながらもこくこく頷うなずいて頭を下げた。いまだに状況が飲み込めないが、左衛門を助けてくれるというのなら何でもいい。

「は、はい。よろしくお願いします！」

「おう！　任せておけ。じゃあまず、お前俺に抱だきつけ！」

「はい。こうですか？」と、弥一は恐おそる恐る山神に抱きついた。

　小柄な犬くらいの大きさしかない山神の体は、小さな弥一の腕うででもすっぽりと納めることができた。

　山神の体は、すごく気持ちがよかった。ふかふかでもふもふな毛並みは勿もち論ろんのこと、その毛を通して伝わってくる温ぬくもりは、芯まで冷えた体にはどこまでも優しく沁しみた。

「……よし。だいぶ体が温かくなったな。ちょっと立ってみろ」

　弥一は目を見開いた。ぎこちなくだけど立てる！　さっきまで立てなかったのに！

「すごい！　山神さま、立てました！」

「よし！　じゃあ、歩いて帰れ」

「はい！　歩いて……ええ？」

　頷きかけて、弥一はぎょっと目を剝むいた。

「あの、連れてってもらえないんですか？　神さまなんだから、空を飛んだりとか、俺を背中に乗せて走ってくとか」

　祖父は、山神は全知全能、完全無欠！　と、言っていた気がするのだが……と、おずおず尋たずねると、山神は愛らしい仕草で小首を傾かしげた。

「ああ？　お前を背中に？　やだ。俺は箸はしより重いものを持たない主義……なんだ、その顔。心配するな。お前を一人にはしない。家に帰れるまで付き合ってやるぞ！」

「は、はあ……まあ、家まで案内してもらえれば……」

「ああ？　案内？　お前の家なんて知らん」

「そうですか……って、ええっ？　知らんっ？　じゃ、じゃあ、ついて来て何する……」

「うん？　頑がん張ばれって、心を込めて応おう援えんしてやる」

　応援！　わあ、尻しりの毛ほども役に立たない！　という言葉が、喉のど元もとまで出かかったが、

「ほら！　さっさと行くぞ。寒い！」

　山神が偉えらそうにそう言って急せかすから……納なつ得とくいかないところが多々ありながらも、弥一は渋しぶ々しぶ歩き出した。まあ、歩けるようになったから、それだけでもよしと思うことにしよう。

　しかし、しばらくして……それまで元気よく前を歩いていた山神が、大きな耳をぺたんと下げて、座り込んだ。どうしたのかと尋ねると、

「疲つかれた。おんぶぅ」

　瞳をうるうるさせ、甘え腐くさった声でそんなことを言い出すものだから、ついに弥一は切れた。

「もう！　何なんだ、お前っ。それでも神さまかっ」

　敬語も忘れて怒ど鳴なると、山神はだらしなく寝ねそべって尻しつ尾ぽをぱたぱた揺らした。

「ふふん。教えてやろう。実は神さまでも疲れる、繊せん細さいでしとやかなやつもいるんだ。どうだ？　一つ偉くなったろう！」

「繊細とかしとやかとか、何気に良さそうな言い方するな！　しかも偉そうに！　というか、俺だって疲れてるんだぞ。それなのに」

「はは！　じゃあ、自分を恨うらめ。日ひ頃ごろの行いが悪いから、俺みたいなはずれが来るんだ」

　鷹おう揚ように返された言葉に、弥一はきょとんとした。

「は、はずれ？　……なら、当たりもいるのか？」

「おう。実は、山神っていっぱいいるんだ。その中で、お前は一番の大はずれを引いたんだ。ちゃんといい子にしていたら、家まで一気に飛んで行ける山神が来たのに」

　弥一は「うう！」と唸うなり声を上げた。

　彼の言うとおりだ。自分は決していい子ではなかった。むしろ、祠に泥団子をぶつけるような罰ばち当あたりで……と、そこまで考えて弥一ははっとした。

（……そうだ。俺……山神さまに、ひどいことした。罰が当たるような、ひどいこと）

　普ふ通つうの神様ならきっと、こんなやつ助けない。いい気味だとばかりに見殺しにしている。

　けれど、この山神は来てくれた。恐ろしく役に立たない……どころか、面めん倒どう事を増やしているが、とにかく来てくれた。

「ちゃんと反省したか？　今度からいい子にするか？　よし！　なら、俺を置いていけ」

「……え」

　思ってもみなかった言葉に声を漏らすと、「心配するな」と前足でぽんぽん手を叩たたかれた。

「大当たりの山神さまに、来てくれるよう頼たのんできてやる。お前も、こんな大はずれよりそっちほうがいいだろう？」

　あっけらかんとした声で、そんなことを言う。

　確かに、助けてもらうなら、すぐさま助けてくれる強い神様のほうがいい。でも。

「……。……ほら。背中に乗れ」

　弥一は背中を見せてしゃがみ込む。途端、山神の耳が驚おどろいたようにぴんっと立った。

「え？　あの……何、してる」

「おんぶしてやる。……お前が、おんぶって言ったんだろ？」

「……う、うん。そうだけど、でも俺は……」

「お前でいいよ」

　先ほどのふてぶてしさが噓うそのようなぎこちない口調で口ごもる山神に、そっと言ってやる。

　なんでこんなことを言っているのか、自分でも分からない。こんな貧弱狼おおかみと一緒じゃ、助かるものも助からない。でも、言わずにはいられなかった。

「俺……前に一回、『神さま助けて』って、言ったことがある。今にも死にそうな家族を助けてくださいって。けど、来てもくれなかった」

「……っ」

「お前は、来てくれた。それだけで……お前、『大はずれ』じゃないよ」

　そうだ。来てくれた。こんな、罰当たりな自分のところに。

　もしこのまま帰してしまったら、この山神を「大はずれ」と認めたことになる。それが、何だかすごく嫌だった。

「本当に……俺で、いいのか？」

「いいよ。しつこいな。早く乗れよ」

「……そ、そっか。じゃあ……おんぶは、いい。ちょっと休きゆう憩けいして、自分で歩く！」

　もじもじと体を揺ゆすりながら、狼はぽつりとそんなことを言った。

「？　何だよ、おんぶしてやるって言ってるのに……」

「いいんだ！　絶対、自分で歩く！」

　伏ふせをして、柔やわらかな毛をふるふる震わせて、頭を下げて頑かたくなに言い張る。

　自分で言い出したくせに、変な奴やつ。そう思いながら、山神の隣となりに腰こしを下ろすと、山神が身を寄せてきた。

「このほうがあったかいから……ほら。お前、寒くなり過ぎたら、体動かなくなるだろ」

　なるほど。確かに。それなら……と、弥一はもう一度山神に抱きついた。

　山神の体は、やっぱり温かい。心の中までぽかぽかしてくるようだ。

　毛の触さわり心ごこ地ちもすごくいい。まるで産うぶ毛げのように柔らかい毛は、とってもふわふわしていて……待てよ？　産毛？

「お前……もしかして子どもか？」

　訊きくと、腕の中の小さな体がびくりと震えた。図星らしい。

　そうか。子どもか。だから、何もできないのか。というか。

　──医術は命に関かかわる行こう為い。お前が一人前になるまで絶対患者は診みせんからな。

　左衛門はいつも、口を酸すっぱくしてそう言っている。で、今山神がしようとしているこの人助けも、自分の命がかかっている。それなら。

「こういうことって、一人前にならなきゃしちゃいけないんじゃないのか？」

　重ねて尋ねてみる。すると、

「一人前に、なる……」

　俯うつむいたまま、山神が呟つぶやく。何だか、声がひどく掠かすれているような？

　どうかしたのか尋ねようとすると、それより早く山神が顔を上げ、こちらを覗のぞき込んできた。

「ふん！　お前に言われたくないぞ。道をちゃんと知らない未熟者のくせに、山に入って迷子になっといてさ。そんなんじゃ、一人前になる前に死んじまうぞ」

「！　う、煩うるさいな。俺は一人前の薬売りになってみせる！　で、人間や獣けものの患かん者じやをたくさん助けるんだ！」

　図星を指された苦し紛まぎれに宣言すると、山神は目をぱちくりさせた。

「人間や……獣？　お前、人間だけじゃなくて獣たちも診たいのか？」

　弥一は深く頷うなずく。

　左衛門は、人と獣は違ちがう、一いつ緒しよにするなと言うが、自分はそう思わない。

「獣だって人と同じように、怪け我がしたり病になって痛い、苦しいってなるだろ？　だから、人の患者と同じように、何とかしてやりたいって思うんだ」

　そう答えると、山神は翡ひ翠すい色の瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせた。

「ふうん！　いいな、それ。俺も手伝う！」

「手伝う？　お前が？」

「おう。お前、獣と話せないからな。俺が代わりに獣の皆みんなに教えてやる。獣を診てくれるお前みたいな薬売りがいるとか色々。じゃなきゃ、お前が獣も診てくれるって、あいつらには分からないだろう？」

「……あーそうか」

　そこまで考えていなかった。そう言うと、山神はからからとおかしそうに笑った。

「お前、やっぱり暢のん気きなやつだな。というか、抜ぬけてる」

「！　お前に言われたくない。俺はちゃんと考えてるぞっ」

「本当かなあ？　じゃあ、もっと聞かせてくれよ。お前の将来の夢」

　口をへの字に曲げて怒おこる弥一に山神は優やさしく……でも、ちょっとからかうように促うながしてきた。

　なので半分むきになって、弥一は山神にどんな薬売りになりたいか話して聞かせた。すると。

「わあ！　すげえな。そういう薬売りがいたら、とってもいいな！」

　山神が大層興きよう味み津しん々しん、感かん嘆たんしきりに聞き入ってくれるものだから、何だかだんだん話すのが楽しくなってきて、気がつくと夢中になって話していた。

　二人で山の中を彷徨さまよっている間ずっと。だから……全然怖こわくなかったし、寂さびしくもなかった。むしろ──。




　　　　＊＊＊




　最近の寒さが噓のように和やわらぎ、久しぶりに暖かな日差しが降り注いだ霜しも月つきのとある昼下がり。人里離はなれた山奥にぽつんと立つ古びた庵いおりから、歌声が聞こえてきた。




　人の子歯痛で泣いている　いたいよいたいよ　助けておくれ

　　かぜ引きくまの子泣いている　せきがとまらぬ　助けておくれ




　歌っているのは、庵の濡ぬれ縁えんに行ぎよう儀ぎよく座した、直ひた垂たれ姿の若い男だ。

　竹たけ林ばやし義よし親ちか。ここ久住の地を代々治めている竹林家の次じ男なん坊ぼうである彼は、武士にしては柔にゆう和わ過ぎるその顔に少々物もの憂うげな表情を浮うかべて、わらべ歌を口ずさむ。




　山神さま山神さま　助けておくれ


ではではおくすりさまをあげましょう　みんなで仲良くお使いなさい






「何です？　その歌」

　歌い終わって程ほどなく、庵の奥からそんな声がした。低いがよく通る男の声だ。義親は、小さく溜ため息いきを吐つく。

「……そちの歌だ。『久住の薬売りは、人間だけでなく山の獣でさえも、怪我や病から救いたいと、この地に降り立った山神様の仮のお姿。決して、独り占じめしたいと喧けん嘩かしてはならない。さもなくば、山神様の天てん罰ばつが下る』とな」

　義親が歌の意味を説明すると、湯気の立つ湯ゆ吞のみを持った男が奥から出てきた。

　歳の頃は二十代前半。後ろに結ゆわえられた硬こう質しつな黒くろ髪かみ。細身の体たい軀くに深い藍あい色いろの作さ務む衣えを纏まとい、きりっとした目鼻立ちの、凜り々りしい面つら構がまえの若い男。

　この庵の主人にして、久住唯ゆい一いつの薬売りである弥一だ。

「前にもありましたね。そういうやつ」

　不ぶ愛あい想そな仏ぶつ頂ちよう面づらで、弥一は淡たん々たんと答える。

　あれは二年前、弥一が流行はやり病やまいの特効薬を作った時。

　左衛門が死んでも一人山に籠こもっているのも、術のようにたちまち病を治してしまえる薬を作れるのも全部、山神の世話を焼く代わりに薬を作ってもらっているからだの何だの。で、今度は弥一自身が山神？　ずいぶん出世したものだと、義親に茶を出しつつ考えていると、

「……この歌を聞いて、何か思うところはないか？」

　義親がやたらと低い声で尋たずねてくる。心なしか、目元もつり上がっているような？

「……『おくすりさま』って言い方が可愛かわい過ぎてこっ恥ぱずかしい…」

「数日前、名主がここに来たであろう？」

　率そつ直ちよくに意見を述べるも、ばっさりと切り捨てられる。やはり怒っている。それも相当。

　まあ、重い表情の義親を迎むかえ入れた時から、嫌いやな予感はしていた。義親がこの家に来たのは初めてだ。よほどのことがあったのだろう。

　しかし、「名主」という言葉を出されても、何をやらかしたのか分からない。

　確かに、名主なら来た。ちゃんと迎え入れてやり、茶も出してやった。

　左衛門も三年前に死んだことだし、山を下りて、うちのお抱かかえになってくれ。薬草はこちらで用意してやるし、好きなだけ医学書も買ってやる。不愛想で商才のないお前に代わって、薬も売ってやるだの何だの……本当は、弥一の作る薬を独どく占せんし高値で売りさばきたいという下心が透すけて見えながらも、話を聞いてやった。

　悪いことなど何もしていない。そう言うと、義親はすかさず「噓うそを吐け」と切り返してきた。

「名主に熊くまをけしかけたのだろう？」

「けしかけた？　人聞きの悪い。話してる最中に、あいつが偶たま々たま来ただけ……あ」

「？　どうかした……っ！」

　弥一の視線の先に目を向けた義親が息を吞のむ。

　突とつ如じよ庭先に、大きなツキノワグマが入ってきたのだ。思わずといったように太た刀ちに手をかける義親を、弥一は真顔で制する。

「待ってください。こいつは俺の患者です」

「か、患者？　何を言って……あ」

　再度熊を見た義親は目を瞠みはる。熊は右前まえ脚あしを上げた、何とも不自然な歩き方でこちらに歩いてくる。口には、実のついた草花が咥くわえられている。

「女じよ貞てい子しか。いい薬木を持ってきたな。ありがとう。それで？　今日はどうしたんだ。この前右耳を治してやったばっかり……ああ。棘とげが刺ささってるな」

　咥えていた薬木を濡れ縁に置き、ぺたんと座って、大きな右前脚を突つき出した熊が、丸い耳をしゅんと下げ「きゅーん」とか細い声で鳴く。

「熊のくせに情けない声を出すんじゃねえよ。……待ってな。すぐ抜いてやるから……」

「い、いつも……そのように、診みておるのか？」

　太刀を握にぎりしめたまま固まっている義親に、弥一は棘を抜くための器具を用意しつつ頷く。

「はい。よく来るんです。友だち連れて」

　友だち？　と、義親が言うより早く、熊の後頭部から何かがにょきっと顔を出した。

　南天を咥えた、小さな栗鼠りすだ。

「今日はお前か。待ってな。すぐお前も診てやるから」

　栗鼠は熊の額の上でくるりと回って、ちょんと座った。それと同時に、庵の奥のほうから、「ぶう！」だの「こん！」だの鳴き声が聞こえてきた。

「あーありがとう。裏手に水を張った盥たらいを置いているから使ってくれ。ご苦労さん」

「……な、何の話だ」

「薬草園の手入れをしてくれた猪いのししと狐きつねにね。顔と前足が泥どろだらけになってるだろうから」

「手入れっ？　猪と狐がかっ？」

　義親が素すっ頓とん狂きような声を上げるので、弥一は首を傾かしげる。そんなに驚おどろくようなことか？

「はい。鼻先や前足で土を耕して、雑草を咥えて引っこ抜いて……」

「左衛門が、そう……手て懐なずけて、おったのか……？」

「じい様は獣けもの肉にくが好きで猟りようをたくさんしていましたから、皆みんな怖こわがってました。じい様が生きているうちはこっそり俺に会いに来ていたんですが、死んでからはこのありさまで」

「で、では……どうやって、ここまで手懐けた？」

「手懐ける？　別に？　そんなことしてません」

　自分は何もしていない。ただ……。

　──そうだ！　診てもらう時の決まりごとがあるなら教えてくれ。それを言っとかないと、お前が大変だからな。

「……俺は、何もしていません。ただ……？」

　弥一は瞬まばたきした。義親が頭を抱えて項うな垂だれてしまったからだ。

「……弥一。私とそちは、かれこれ何年の付き合いだ」

「？　そうですね。俺が七つの時だから……十五年くらいかな？」

「そうだ。独りぼっちだったそちを連れ帰って以来、私なりにそちを見てきたつもりだ」

　その言葉に頷うなずき、弥一は当時を思い返す。

　十五年前、住んでいた家も家族も戦火に焼かれ、独り道みち端ばたで野垂れ死にしそうだったところに偶々、当時九つだった義親と出くわした。

　──私は、将来領主になられる兄上のために、少しでも里をよいものにしたい。力を貸しておくれ。

　義親は弥一を連れ帰り、手厚く看病してくれた上、自分の家来にしてやるとまで言ってくれたが、自分はそれを断った。

　刀で斬きられた家族たちは、苦しみ抜ぬいて死んでいった。あんな惨むごいこと、絶対にしたくない。

　──おっとうもおっかあも、妹も皆みんな、痛い、助けてって、何度も何度も……っ。

　おれに、薬くす師しの先生みたいな力があれば、こんなふうに治してあげられたのに。

　手当てをされた自分の体を見て涙なみだを流す弥一の頭を、義親は優やさしく撫なでた。

　そして、月に一度久住の里に薬を卸おろしに来る、薬売りの左衛門の許もとへ連れて行った。

　医術の腕うではとてもよかったが、立身出世を望まず、貧しい里人にも買える安値で薬を提供できるよう、日夜山に籠って薬草採り、薬草作りに勤いそしむ奇き特とくな老人だ。

　薬師の力を望む弥一には申し分のない里親だし、左衛門の後こう継けい者しやができれば里人も助かる。とてもよいことだ。義親はそう言って周囲を説得し、弥一は晴れて左衛門の弟で子しになった。

　その後も、義親は色々弥一を気き遣づかってくれた。

　会うのは月に一度、行商で里に下りてくる日だけだったが、そのつど声をかけてくれ、珍めずらしい医学書などが手に入ると、惜おしげもなく弥一にくれた。

　弥一を拾った者として、または、この地を統すべる一族の者として、当然のことをしているだけだから気にするなと言って。

　確かに、義親は弥一の他ほかにも色々な人間の面めん倒どうを見て、里の繁はん栄えいに尽じん力りよくしていると知ってはいるが、それでも感謝に堪たえない。

　少しずつでもこの恩を返していけたらと、常々思っている。けれど今。

「左衛門が死んでも山を下りぬとそちが言うた時、私は深く言げん及きゆうしなかった。私としては、山に一人きりでいるより里で暮らすほうがよいと思うたが、そちにも色々思うところがあるのだろうと思うて。だが、まさか……かようなことになっておろうとは」

　弥一に群がる獣けものたちを見る横顔は、非常に険しい。

「そちは無口な上に変わり者ゆえ、分からぬことが多いが、本当のところは分かっておるつもりだった。しかし……左衛門がな、申しておった。弥一は天才だ。必ず偉い大だいな薬師になる。だが、この世が受け入れるにあまりある才気にならぬか心配だと。言われた時は意味が分からなかったが今、ようやく分かった気がする。獣さえここまで従わせる才気。全く……途と方ほうもない」

　この時ふと、熊を手当てする弥一を見た時の名主の絶ぜつ叫きようを思い返した。

　──こ、こんなことありえぬ。ば、化け物！

　あの時は、筋金入りの動物嫌ぎらいなんだなと思う程度だったが、義親の反応を見る限りどうも違ちがうらしい。一体何がおかしい？　何がいけない？

　何も間ま違ちがったことはしていないし、誰だれにも迷めい惑わくはかけていないのに。

　──ふうん！　いいな、それ。

　あの山神はそう言って、はち切れんばかりに尻しつ尾ぽを振ふってくれたのに。訳が分からない。

　いつもなら……誰がどう思おうと、自分は間違っていないのだから知ったことかと開き直る。しかし、恩人の義親を困らせるとなると話は別だ。

「何か、まずいことでも」

「……いや」

　前脚の棘を抜いてもらい、ご機き嫌げんな様子で弥一の膝ひざに頰ほおずりしてくる熊の頭を撫でつつ尋たずねる弥一の声を、義親は重々しい声で遮さえぎる。

「里は問題ない。獣がさようなことをするのは、山神様のご意志。ならば、獣たちとともに、皆で仲良くそちの世話になるべきと、わらべ歌を作って……彼奴きやつらめ、存外したたかよ。このネタを逆手にとって、そちを独占せぬよう名主たちに釘くぎを刺した……が」

　義親の顔がますます曇くもった。

「話す前に、はっきりさせておきたい。そちは……山神様を、どう思うておる？」

　不意の問いに、弥一が目を見開くと、義親は真しん剣けんな顔で見つめてきた。

「昔言うたな。左衛門の手て柄がらを横取る山神様など嫌きらいだと。で、私はそちに言うた。山神様を崇あがめよとは言わぬ。だが、この地の者は皆、山神様を厚く信しん仰こうしておる。努ゆめ々ゆめ、山神様を悪く申すなと。以来、そちは何も言わなくなったし、私も何も聞かなかった」

　確かに、ここ十数年山神について、弥一は言及していない。十四年前、山で迷子になった際、山神と遭そう遇ぐうしたことさえ、頑がんとして口にしなかった。でも。

「頼たのむ。話してくれぬか。今でも嫌いなら、それで構わぬ。ただ……っ」

　義親が口を閉とざす。突とつ如じよ、それまでのんびりとくつろいでいた獣たちが跳はね起き、一目散に山へと駆かけていってしまったのだ。

　弥一が目を丸くしていると、今度は馬の嘶いななきが聞こえてきた。義親の顔が、一気に青ざめる。

「あの馬の声……まさかっ」

　言い終わらないうちに、庭に大きな影かげが映り込んだ。顔を上げると、馬に乗った直ひた垂たれ姿の侍さむらいが庭に入ってきた。眦まなじりが異様につり上がった、細ほそ面おもての男だ。

「兄上！」

　義親がそう叫さけんで、男に駆け寄る。……兄上？

（もしかして、この人が……頼より義よし様か？）

　直接会ったことはないが、義親から何度も話は聞いている。自分には、同い年だが、自分など足元にも及およばぬほど優ゆう秀しゆうな兄がいると。また、去年先代領主の父親が病で急死してしまったため、急きゆう遽きよ兄が家か督とくを継つぐことになった。兄は優秀なので心配してはいないが、出来る限り支えていきたいと話していたが……なぜここに？

「いかがいたしました。かようなところに」

「人間に大人しく治ち療りようされる熊くまとやらを見物に参った。だが……ふん。いないではないか」

　あたりを見回し、頼義がつまらなそうに鼻を鳴らした。

「やはり、伝聞などというものは当てにならん。信じるだけ馬ば鹿かというものだ」

「……はあ。しかし……はは。さようなことでかようなところまで足を運ばれるとは、兄上にもなかなか愛らしいところがおありで……」

「さようなわけがなかろう。わしは、その男に会いに来たのだ」

　義親の言葉を冷ややかに一いつ蹴しゆうし、頼義は弥一へと視線を移した。

「義親より、話は聞いておる。類い稀まれなる医術の天才と」

「……いえ」　>>>♥

　弥一は居住まいを正して、馬上の頼義を真っ直すぐと見上げた。

「俺のこの腕は、じい様……師し匠しようの左衛門の教えと、義親様よりいただいた医術書で得た知識の賜たま物ものです。最初から俺の中にあったものじゃない」

「ほう？　……山神より授さずかった力ではないと？」

「はい」と、即そく答とうすると、頼義の目が面おも白しろいものを見つけた猫ねこのように光った。

「それではさぞかし、不快に思うておるのではないか？　山に住んでおるというだけで、そちの手柄は皆、山神のものになってしまう。誰もそちの力を見ぬし、認めぬ。そちがどれほど精しよう進じんを重ね、血を吐はく想おもいでことを成したとしてもだ」

　内心どきりとした。過去の己おのれの言動を見み透すかされた気がして。

「……考えてみたことはないか？　山神などこの世にいなければいい。殺してやりたいと」

「兄上！」と、義親が鋭するどい声を上げ、頼義ににじり寄った。

「さようなお言葉を、ここでおっしゃってはなりませぬ。山神様に聞かれたら」

「よい。大いに聞いて、好きなだけ怒おこって、ここに現れればいい。……義親。わしはやはり、山神を崇めることはできぬ」

　吐き捨てるように言い、頼義は視線を遠く、久住の山々へと向けた。

「わしは話だけで畜ちく生しようを敬い、畜生の定めた戒いましめを守る気になどなれん。父上は、領主となってこの地を治めておれば、山神の偉大さ、存在を感じることができると申しておったが、とんでもない。政まつりごとはわし一人の力でなしておる。あやつの助けなど一つもない。ただ何もせず、わしの手柄を掠かすめ取るだけよっ」

　その言葉に、弥一は思わず両の目を細めた。

　……そうか。見透かされたのではない。この男は、自分と一いつ緒しよなのだ。

「それは……兄上が身を粉にして務めておられるのは承知しております。されどっ」

「山神はいると？　なら、なぜ今ここに現れてわしを罰ばつしようとせぬ？　罵ば詈り雑ぞう言ごんの限りを尽つくすわしを、なにゆえにっ？　……なんじゃ、その顔は。……よかろう。では、山神が現れぬのはわしの信心が足りぬゆえということにしてやる。だが、実在していたとしても、彼奴は……彼奴の戒めは我が竹林家にとって、邪じや魔ま物以外の何物でもないっ」

　この地には、山神が定めたという約定がいくつか存在する。

　我の定めた地で狩かりをしてはならない。我の定めた地の木を切ってはならない。狼おおかみを殺してはならない……と、いったようなものだ。

　この決まりは絶対で、たとえ領主であっても破ることは許されない。

　破れば罰を下す。守っていれば、山の幸さちを与あたえ、山の脅きよう威いから守ってやろう。

　それが、山神の教えだ。竹林家はじめ里人たちは代々この教えを守って、つつがなく暮らしてきたのだが──。

「この山を見よ。資源も獲え物ものも、まだまだいくらでも採れる。里をますます栄えさせ……領地拡大の、天下取りの足あし掛がかりが作れるのだっ。それだというに、あの約定のせいで指を咥くわえて放置せねばならぬ。そしてそちたちは、それを当然のことと思い込んでおる。このようなくだらぬことがあってたまるか」

　吐き捨てると、頼義は再び弥一に目を向けてきた。

「いるにしろいないにしろ、この里をより栄えさせるためには、山神という存在は邪魔だ。排はい除じよせねばならん」

「……」

「そちもそうであろう？　彼奴がいる限り、そち自身が認められることはない。ゆえに、手を貸せ。そうさな。まずは手始めに、そちのとっておきの毒を水場にでも流して、狼どもを殺していくというのはどうだ。さすれば山神との決別を示せるし、あわよくば山神自身を殺せる。勿もち論ろん、誰だれもそちを山神の化け身しんとは言わなくなる……」

「恐おそれながら」

　頼義の言葉を遮るようにして、弥一は口を開いた。瞬しゆん間かん、頼義は持っていた馬用の鞭むちで弥一の頰を打った。義親が「弥一！」と声を上げる。

「なんだ。そちも他ほかの連中と同じく、古いしきたりに凝こり固まった愚ぐ物ぶつか。がっかり……」

「……いえっ」

　弥一はすぐさま身を起こし、射い貫ぬくように頼義を睨にらんだ。

「俺は、治すために医術を学んだのです。自分の力を見せつけるためだけに、何の罪もない命を殺すなんてできないし……山神様が作ったと思って吞のむほうが、効き目があって早く治るなら……俺はそれでいい。いくらでも利用してやります」

　弥一はずいっと、頼義ににじり寄った。

「あなた様も、天下なんてもんを目指す前に、まずは、山神様の威い光こうを利用する才覚くらい身につけられたらいかがです」

　ぞんざいに言い捨ててやった。

　頼義は動かない。目を見開いたまま固まっている。まさか、弥一からこんな言葉をぶつけられるとは夢にも思っていなかったらしく、呆あつ気けに取られているらしい。

　だがふと瞬まばたきしたかと思うと、眦をこれ以上ないほどつり上げ、腰こしに差していた太た刀ちに手をかけた。それでも、弥一は微び動どうだにせず頼義を睨み続ける。一歩だって引く気はない。

「この下げ郎ろうっ。言わせておけば……っ」

「兄上っ！」

　義親が慌あわてて、両手を広げて立ちはだかった。

「どけ、義親っ。邪魔をするな」

「いえ、どきませぬ！　兄上、この者は里唯ゆい一いつの薬売り。そのような者を殺あやめてしまえば、いたずらに里人の反感を作るばかり。それに……今この者を斬きってしまったら、この者の暴言を、兄上は認めてしまったことになりまするぞっ」

「……っ」

「お願いです。この者が申すような輩やからに成り下がらないでください」

　義親が憧あこがれてやまぬ、兄上でいてくださいませ。

　悲痛な声で懇こん願がんする。頼義は太刀を握にぎりしめたまま義親を睨んでいたが、不意に苛いら立だたしげに舌打ちしたかと思うと、太刀から手を離はなし、鐙あぶみを蹴けった。

　頼義が庭を出て行っても、二人は何も言えず固まっていた。

　しばらくして、弥一は息を吐いて立ち上がると、立ち尽くしている義親へと歩み寄った。

「……弥一。すまぬ。怪け我がは、ないか？」

「俺は大だい丈じよう夫ぶです。でも……すみません。ついかっとなって、あんな」

　頭を下げると、義親は苦く笑しようした。

「全く。そちは相変わらず、医術のこととなると、相手が誰だれであろうと決して引かぬのう。まこと、ハラハラしたぞ」

　弥一は普ふ段だん、目上の者には礼を持って接するし、何を言われても受け流し怒ったりしない。だが、仕事のことになると駄だ目めなのだ。早く治ってほしくて、患かん者じやに強く出てしまうこともあるし、命を何よりも重んじる身としては、いたずらに弄もてあそぶ輩など我が慢まんならない。

　いつもはこの癖くせを大して悪く思うことはないのだが、こういう場合は話が別。下手をしたら自分だけでなく、義親にも害が及およぶところだったのだ。

「本当に、すみません」

「……いや。すまぬ。そちのその癖を差し引いたとしても、兄上が悪い。色々と儘ままならぬことに苛立っておるとはいえ、山神様に毒を盛るなどと！　神に毒など効くわけがないのに、何を血迷うたことをっ」

「……っ」

　この時、弥一は小さく息を吞んだ……が、義親はそれに気づかず、弥一へと頭を下げる。

「……すまぬな。今日ここへ来た目的は、このことを伝えるためだった。兄上は今、山神様を討うつ同志を探すことに躍やつ起きになっておられる。誘さそいに乗れば、神殺しに加担させられる上に、政のいざこざにも巻き込まれる。決して誘いには乗ってくれるなと……それなのに、かようなことになってしもうて」

「……そうだったんですか。ありがとうございます。気を遣つかっていただいて。それから……すみません。何もお役に立てなくて」

　頭を下げ返すと、義親は「とんでもない」と微笑した。

「兄上の誘いを毅き然ぜんと断るそちを見て、胸のつかえが取れた。ずっと不安だったのだ。そちは兄上と考え方が似ておるゆえ、そちも兄上と同じように山神様を憎にくみ、荒すさんではいないかと」

　弥一は言葉に窮きゆうした。義親の言うとおり、自分は頼義と同種の人間だ。この目で見たものしか信じられない。周りにいくら反対されても、自分が正しいと思ったことは曲げられない。

　山神への憤いきどおりを忌いま々いましげに吐と露ろする姿など、まさにかつての自分。

　もし、山神と出会うことがなかったら、自分も頼義のようになっていたかもしれない。

　けれど、自分は出会った。言葉を交かわし、この手に触ふれた。だから……と、思った時。

「それに……そちに大人しく治ち療りようされる獣けものたちを見て、改めて確信できた。やはり、山神様はいらっしゃる。私が思っていた以上に慈じ悲ひ深く、人も獣も愛いとしんでおられる」

「……っ」

　小さく息を吞む弥一に、義親は笑えみを深くした。

「もう怖こわくない。……安心いたせ。山神様討とう伐ばつなど誰も賛同せぬし……必ずや、兄上を説き伏ふせてみせる」

　力強く言い切る。山神を信じていれば、何も怖いことなんてないと言わんばかりに。

　その揺ゆるがない瞳ひとみを見て、弥一は内心ひどく動どう揺ようした。

　そして、思い返す。十四年前に山で出会った、へんてこな白はく狼ろうのことを。

　──……おんぶは、いい。ちょっと休きゆう憩けいして、自分で歩く！

　そう宣言した後、山神は一度も「おんぶ」と強請ねだらなかった。

　弱音も一いつ切さい吐はかず、能天気なほど明るい調子で弥一の話を聞き、時折、「大丈夫、大丈夫」と何の根こん拠きよもなく口ずさみながら、弥一の後をついてきて……弥一の家の前にたどり着くと、挨あい拶さつもなしにいなくなってしまった。

　変な奴やつだった。左衛門にだけこっそりそのことを話すと、左衛門は死んだ祖父から聞いた話だがと前置きして、教えてくれた。

　神様は信しん仰こう心を糧かてに強い神様へと成長する。信仰心がなければ無力なままで、最後には消えてしまう。また、悪い感情を向けられれば力を奪うばわれ、下手をすれば祟たたり神になってしまうと。

　──神様が人間の信心ごときで変わるわけがないと、信じちゃいなかったが……もしかして、その山神様はあの祠ほこらに住んでいらっしゃる神様で、お前に泥どろ団子をぶつけられ過ぎて弱ってしまったんじゃないか？

　──……！

　──そんな人間でも助けなきゃならないなんて、神様も大変だな。

　左衛門のその言葉に、がつんと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

（……俺の、せい？）

　確かに、自分は山神を信じないどころか、何もしていないくせに左衛門の手て柄がらを横取る嫌いやな奴！　と、祠に泥団子をぶつけまくった。

　だから、左衛門がいくら拝んでも、山神はどんどん力を奪われて、あんな……何もできない、無力な子どもの姿になってしまったと？

　それなのに、あの山神は弥一の許もとに来てくれた。

　お前のせいでこんなに弱くなったと責めもしなければ、そのことを一言だって追つい及きゆうしない。「何もできないやつだな」「子どものくせに」と弥一に言われても笑って受け流し、最後まで寄り添そってくれた。

　そのことに思い至った時、弥一は駆かけ出していた。

　転がらんばかりの勢いでたどり着いたのは、泥団子をぶつけ続けてきた山神の祠。

　──ごめんなさい……ごめんなさい、ごめんなさいっ。

　泥団子の汚よごれを拭ふきながら必死に謝り、「もう一度出て来てください」と呼びかけた。ちゃんと顔を見て直接謝りたかったから。

　しかし、何度呼びかけても、山神は姿を見せてはくれなかった。左衛門曰いわく、神様は本来、人と直接関かかわらないものなのだとか。

　そんなそんな！　もう二度と逢あえないなんて！

　ちゃんと謝りたいのに。もっとたくさん話したいことがあるのに。

　諦あきらめ切れなくて、その場を動くことができなかった。

　その時だ。突とつ如じよ、曇くもり空から一筋の光が差したかと思うと、弥一を照らした。

　その木こ漏もれ日が、弥一にはあの山神が微笑わらったように見えた。「気にするなよ」という笑い声も、聞こえた気がして……ああ。

（……そこに、いたんだ）

　あのふわふわした、綺き麗れいな白色の狼おおかみの姿は見えない。それでも、確かにここにいる。

　そう、馬ば鹿かみたいに信じられた。

　以来、生活の端はし々ばしで山神の存在を感じるようになった。

　他ほかの人間の許もとにも通っているのか、毎日というわけではなかったが……薬草採りをしていたら、陽ひの光で薬草を照らして探すのを手伝い、うっかり足を踏ふみ外はずして崖がけから落ちた時は、抱だき留とめてくれた。

　月明かりを頼たよりに夜遅おそくまで医学書を読んでいたら、「もういい加減に寝ねろ」と雲で月を隠かくして、擦すりむいて怪我をしたら、「大丈夫か」と傷口にふーふー息を吹ふきかけて……姿が見えないだけで、かなり過保護に……どうして今まで気づかなかったんだろうと不思議に思うくらい、せっせと見守っていてくれた。

　弥一が左衛門に認められ、一人前の薬売りになると、怪我をした獣がやって来るようになった。弥一が一人前の薬売りになったら、獣たちに宣伝してやるという約束を守ってくれたのだ。

　おまけに、獣たちは診しん療りよう代の薬草や木の実を咥くわえてやってきて、弥一の言うことをよく聞いてくれた。これもきっと、山神が獣たちに言い聞かせてくれたに違ちがいない。

　──診みてもらう時の決まりごとがあるなら教えてくれ。それを言っとかないと、お前が大変だからな。

　山神がそう言って、からからと笑っていたから。

　今、自分は……子どもの頃ころ夢見た暮らしを送れている。人間だけではなくて、獣も診させてもらえる暮らしを。

　全部、山神のおかげだ。だから、弥一は毎日欠かさず祠の掃そう除じをして、心を込めて拝む。それが人間にできる、山神への恩返しだと左衛門に教えられたから。

　拝みながら考えるのは、感謝の気持ちと……当時、何の気なしに聞いていた、山神の言動の数々。

　──……おんぶは、いい。ちょっと休憩して、自分で歩く！

　おんぶしろと自分で言い出したくせに変な奴。あの時はそう思うばかりだったが、今にして思えば……山神には最初から、おんぶしてもらうつもりなどなかったのではないか。弥一に、他の山神に替かえてほしいと言わせるために言っただけなのでは？

　けれど、弥一に「お前でいい」と言われたから、「じゃあ、おんぶはいい」と言った。助けてやると言った相手に負おぶわれては、格好がつかない……なんて。

　もしそうなら、山神は強い矜きよう持じの持ち主ということになる。

　……どんな気持ちだったろう。自分のことを「大はずれ」と言い、「それでも神さまか」と弥一に言われても笑っていたあの時……いや、そもそも弥一の前に姿を見せることさえ、相当勇気がいったに違いない。

　それでも、彼はそんなことおくびにも出さず、能天気極きわまりない声で笑い、熱心に弥一の話を聞いてくれた。あれだって、焦しよう燥そうと不安で押しつぶされそうな弥一の心を、少しでも軽くしてやろうという思いだったのかも。

　その証しよう拠こに、山神と一いつ緒しよにいる間、怖くも心細くもなかったから。

　と、毎日毎日考えた。すると、山神がどんどん格好よく思えてきて……。

　今では、誰だれよりも感謝し、誰よりも尊敬している。それなのに。

（昨日あんなに掃除したのに、もう落ち葉がこんなに……って）

　日課である祠の掃除をしていると、暖かくて柔やわらかな風が、先ほど殴られた頰ほおを労いたわるように撫なでてきた。「大だい丈じよう夫ぶか？　痛くないか？」と言わんばかりに、何度も何度も。

　その感かん触しよくに、弥一は不ぶ愛あい想そ顔をかすかに緩ゆるめた。

（……別に。こんなの、何でもありませんよ）

　心の中で呟つぶやく。いつの間にか、山神の気配を感じると、心の中で山神に語りかける癖くせがついてしまっていた。

（全く。このくらいで、大げさな……っ）

　頰に感じる優やさしい感触に、ちくりと胸が痛んだ。先ほどの義親を思い出したのだ。

　あの目。山神のことを完全に信じ切っていた。山神は偉い大だいで強大なお方。信じていれば、何も怖いことはないと。

　──神に毒など効くわけがないのに、何を血迷うたことをっ。

　……そうだ。本当に信仰しているなら、義親のように思わなければならない。

　だが、自分は思ってしまった。

　十四年前、この腕うでで包み込んだ小さな体。その時この身に感じた温ぬくもりも鼓こ動どうも、いつも触ふれている獣けものたちと同じ、生き物特有のものだった。

　あれなら、毒でも殺せる。そう、ほぼ無意識、瞬しゆん間かん的に……っ。

　自分の抱いだく信心など、所しよ詮せんその程度のものなのだ。

　頭ではどれだけ、左衛門や義親たちのように山神を崇あがめようとしても……この目で見た山神の姿、この掌てのひらで感じた山神の感触に引きずられて、自分と同じ生き物のように考えてしまう。

　先ほどのように平気で……「毒でも殺せる」などと、罰ばち当あたりなことを考えてしまう。

　結局、自分の五感で感じたものしか信じられない、そういう人間なのだ。

　どんなにちゃんと信じたくても……どんなに自分の信心で強い神様になってもらいたくても。

　そんな自分が、ひどく嫌だった。こんな人間だから、

　──に…ちゃん。……いたい、よ……た、すけて……あか、ねを……たすけて……。

　あんなことになる……っ。

　目の前で苦しみ抜ぬいて死んでいった妹……茜あかねの姿が脳のう裏りを過よぎり、吐き気がした。







　数日後。その日の朝は、気持ちいいくらいの快晴だった。この快晴、天日干しにはもってこいだ。

「さて、どれを干すか……そうだ。ついでにお前も日向ひなたぼっこするか？」

　二日ほど前にやって来て家で養生している、足に怪け我がをした狸たぬきにそう声をかけると、狸は顔を上げ、丸い耳をぴこぴこ動かした。

「よし。じゃあ、お前用の茣ご蓙ざも用意しておこうか」

　狸の頭を撫でて、また天日干しの準備に戻もどる。胸に去来するのは頼義のこと。

　あの日以来、頼義は勿もち論ろん義親からも、何の接せつ触しよくもない。山の様子も、平へい穏おんそのもの。

　今日も、何事も起こらなければいい。いや、今日だけじゃなくて、

（明日あしたも明後日あさつても、ずっとこのまま……っ）

　弥一は手に持っていた薬草を取り零こぼした。突如、耳をつんざくような雷らい鳴めいが轟とどろいたのだ。

　庭先に遊びに来ていた動物たちは慌あわてふためきながら、家の中に逃にげ込んでくる。

「お前たち、大丈夫か？　……っ」

　動物たちから空に目を向け、弥一は目を見開いた。

　いつの間にか空一面を覆おおった分厚い雲の中で、電いかずちが幾いく重えにも走る。

　その様はまるで、激痛にのたうつ龍りゆうのようにも見え……こんな空、今まで見たことがない。

　いやに胸がざわつく。その時、かすかな物音が耳に届いた。この音は──。

「薬売りっ！」

　何かの足音。と、思うと同時に声がかかる。直ひた垂たれ姿の男が庭に転がり込んできた。この男、義親の従者だ。

「どうしたんです？　そんなに慌てて……っ」

「よ、義親様が、これをっ」

　懐ふところから何かを取り出し、差し出してくる。それは、文ふみと硝子ガラスの小こ瓶びんだった。

　小瓶には、無色の液体が入っている。これは何だろう？　文に書いてあるのだろうか。

　すぐ文を開き、読み始める。何事にも丁てい寧ねいで、達筆な義親の字にしては、ひどく乱れているような……と、訝いぶかしみつつ読み進めたが、弥一の顔はみるみる強こわ張ばっていった。

　頼義が、弥一とは別の人間に依い頼らいし作らせた毒を所持していた。まだ使っていないと本人は言っているが、念のため解げ毒どく薬を急ぎ作ってほしいというのだ。

　──そちのとっておきの毒を水場にでも流して、狼どもを殺していくというのはどうだ。

　あれはただの思いつきだと思っていたが、まさか本当に毒を入手するなんて！

　呆あきれつつ、瓶の蓋ふたを開いて臭においを嗅かぐ。臭いはない。次は……。

「げ、解毒薬は作れそうかっ？」

　震ふるえる声で尋たずねる相手に、弥一はてきぱきと毒の成分を調べつつ頷うなずいた。

「……はい。何とか。ただ……本当に、まだ使っていないんですねっ？」

「それは……義親様は、使っていないと言った頼義様の……兄上のお言葉を、信じたいとおっしゃっている」

「信じたいって……そんな」

　その言い方ではまるで……。従者も弥一と同じことを考えたのか、表情を強張らせ、目を逸そらした。

「……念のため、真まことか否いなか調べておる。解毒薬も念のためで……」

「……」

「それから……これも、念のためだが……解毒薬をたくさん、作っておいてはくれぬか？」

　しきりに、雷鳴轟く暗い空に目をやりつつ、震えた声で言う。

　弥一は「分かりました」の一言だけを返した。

　本当はたくさん言いたいことがあったが、今は一刻も早く薬を義親に届けるのが先決だ。

　手早く作った解毒薬と作り方を記した紙を渡わたして、従者を帰した後、弥一はすぐ新たな解毒薬を作り始めた。

　兄の言葉を信じたいという義親の辛つらい気持ちは分かるが、それ以上に山の獣たちが……山神が心配だ。毒でも殺せると思ってしまっただけに、無む性しように胸むな騒さわぎがするのだ。

　ある程度の量を作ったら、知っている水場をいくつか回ってみよう。そう思いつつ、解毒薬を手て際ぎわよく作っていた時だ。庭先から獣の鳴き声が聞こえてきた。

　見ると、常連の熊くまと最近来るようになったウリ坊ぼうが前まえ脚あしを振ふり上げて、大声で鳴いている。

「どうしたんだ？　お前たち。怪我は、ないようだが……もしかして、誰か苦しんでるやつが」

　訊きくと、熊たちはいよいよ声を上げて鳴き、今度は急せかすように後ろ脚を蹴けり上げてみせる。

　全身の血の気が引いた。まさか……！

　とっさに、山神の気配を探す。……いない。あの心ここ地ちよい気配は、どこにも感じられない。

　焦燥が、一気に膨ふくれ上がる。

「待ってろっ。すぐ行くから！」

　作ったばかりの薬と、できるだけたくさんの薬草を薬箱に詰つめ込んで背負うと、弥一は家から飛び出した。熊たちも駆かけ出す。

　山の奥へと駆けていく熊たちの後を追いかける。慌てているのか、前だけ見て全力で駆けていく。そんな彼らについて行くのは大変で、どこを走っているのか確かく認にんする余よ裕ゆうもなかった。

　決して入ってはならないとされる禁域に足を踏ふみ入れていることにも気づかず、ひたすらに。







　どれほど走ったことだろう。しばらくして、鬱うつ蒼そうとした木々が突とつ然ぜん開けた。

　その先に見えたのは、山の中にぽつんと存在する小さな池だったのだが、視界に捉とらえた瞬間、弥一は息を吞のんだ。

　蒼あおく光っている。吸い込まれそうなほどに深く、澄すみ切った蒼を水底に湛たたえ、曇くもり空の薄うす闇やみの中でも仄ほのかに光を零して……この世のものとは思えないほどに美しい。

　この山に、こんな場所があるなんて知らなかった。

　あまりの美しさに立ち尽つくす。けれど、熊に袖そでを引っ張られてようやく我に返る。そうだ。こんなことをしている暇ひまはなかった。

「悪い。それで、患かん者じやは……っ！」

　目を瞠みはる。池のそばに倒たおれているたくさんの背中が見えた。狼おおかみをはじめ、狐きつね、狸……多くの獣たちが苦しんでいる。

　急いで、一番近くに倒れている小さな子どもの狼へと駆け寄る。

　子狼は苦しげに嘔おう吐とし続けている。明らかに、毒を吞んだ時の症しよう状じようだ。すぐに助けてやらなければ。

「すまない。少し、診みせてくれ」

　解毒薬を作って来てはいる……が、先ほど見せられた毒と同じものとは限らない。薬を吞ませる前に、症状をしっかり確認しておかないと。

「触さわるなっ！」

　背負っていた薬箱を下ろし、倒れている子狼に手を伸のばした時、鋭するどい男の怒ど声せいがした。顔を上げ、弥一ははっとした。

　武装した数人の男たちが、こちらに刃やいばを向けている……が、それよりも気になるのは、男たちの頭と尻しりの部分。

　灰色の獣の耳と尻しつ尾ぽがついている。しかも、それらは毛を逆立て、興奮気味に動いてさえいる。

　この男たち、人間ではないのか？

「人間め、性しよう懲こりもなくまた来おって。こやつらにとどめを刺さしにきたかっ」

「あ……違ちがいます！　俺は……っ」

「ぶぅっ！」

　小さな影かげと大きな影が、男たちの前に転がり込む。弥一をここまで案内してきた、熊とウリ坊だ。

「何じゃ、貴様ら。……何？　貴様らがこの人間を連れてきただと？」

　どうやら、彼らには熊たちの言葉が分かるらしい。

　それでも、熊とウリ坊は、前脚を振り回したり、お尻を振ったり……勢いあまって途と中ちゆう尻しり餅もちをつきながら、ぶうぶうぐおぐお鳴きまくる。

　弥一のことを一いつ生しよう懸けん命めい説明してくれているようだ。けれど。

「何？　人間が貴様ら獣けものを？　さような話、聞いたことがない」

　獣の耳が生えた男たちは顔を見合わせる。義親や名主たちと同じ反応だ。

　そんなに変わったことか？　と、再度思いながらも、弥一は彼らににじり寄る。

「本当です。このものたちは俺の患者で、獣を診ることには慣れております。だから」

「騙だまされてはならんっ！」

　別の男の声がした。

　振り返ると、男が立っていた。歳の頃は二十代後半。上等な直垂を身に纏まとった、長身で頑がん強きような体たい軀く。癖くせのある、灰色の長ちよう髪はつ。頭頂部に見える、大きな獣の耳。

　彫ほりの深い精せい悍かんな顔は、色いろ濃こい怒ど気きで満ちている。

「そやつの申すことは一いつ切さい信じるな。そやつは我ら山神の仇かたきぞ」

「山、神……あなた様方は山神様なのですかっ？」

　思わず訊き返す弥一を、男は鼻で嗤わらった。

「ふん、白々しく惚とぼけおって。分かっておるのだぞ。貴様が頼義の手先で、この池に毒を流した一味であると」

「！　誤解ですっ。どうして俺が……っ」

　予想だにしていなかった言葉に声を上げると、男はぐいっと顔を近づけてきた。

「俺はずっと頼義めを見張っておったゆえ、知っておるのだ。数日前、頼義が貴様の家を訪おとずれたこと。きっとあの時に、此度の算段をしたに違いない」

「違いますっ。確かに、頼義は家に来ました。山神様に毒を盛れとも言われました。でも、きっぱりと断りましたし、こうして解毒薬も作って……」

「解毒薬だあ？」

　薬箱から薬を出して説明する弥一に、男はいよいよ牙きばを剝むき出した。

「なにゆえ、貴様が解げ毒どく薬を持っておる？　頼義の誘さそいを断ったのなら、此度使われた毒が何か知るわけがなかろうにっ」

「！　それは……がっ」

　義親から聞いて……とまでは、言葉にならなかった。男に蹴り飛ばされたのだ。

　弥一の体は鞠まりのように飛び、近くに生えていた木の幹に叩たたきつけられた。

　全身をばらばらにされたような衝しよう撃げきが走る。立つのはおろか、息さえできない。これは……確実に、骨が何本か折れた。

　そんな弥一に熊たちが駆け寄ってきたが、その熊たちを押しのけて獣耳の男たちが詰め寄ってきた。

「解毒薬を寄よ越こせっ。薬箱の中にもあるのか……」

「そやつは捨て置けっ」

　弥一から解毒薬を奪うばおうとする男たちを、灰色髪がみの男が一いつ喝かつした。

「頼義の手先が持っている薬など吞ませられるか。どうせ毒に決まっておる」

「！　し、しかし、蒼そう夜や様！　……は、はい」

　灰色髪の男……蒼夜に睨にらまれて、皆みんなおずおずと黙だまり込んだ。その光景に、弥一は唇くちびるを嚙かんだ。

（な…に、考えて……るんだっ）

　どうしてだ……どうして、仲間を助けようとしないっ？

　自分ならば、大事な人が今にも死にそうな局面に立たされていたら、助かる可能性が少しでもあるなら何でも試ためしたいと思う。

　死んでしまえば、何もかも終わりだ。それなのに！　と、思った時だ。

「あ、にさま……」

　鈴すずを転がすような女の子の声が耳に届いた。瞬しゆん間かん、蒼夜が子狼の許もとへ飛んで行った。

「朱あか音ね！」

　叫さけばれた名前に、弥一は目を瞠った。……あ、かね？

「あに、さま……いたい。くる、し……たすけ、て……ごほごほっ」

　──にい、ちゃん。あか、ねを……たす、けて……くるしい、よ。

　弥一の脳のう裏りに、小さな女の子の姿が過よぎる。泣きながら、血まみれの手を伸ばしてくる……。

「朱音、喋しやべるな。大だい丈じよう夫ぶだ。すぐ……すぐに良くなるからな！　さあ！　早く、朱音を診しん療りよう所じよへ連れていけっ」

　震ふるえる子狼を男たちに託たくしながら放たれた蒼夜の言葉に、息を吞む。連れて行くだと？

「ま、て……待てっ！」

　小狼を連れて行く男たちに、弥一は叫んだ。

「行く、な。薬……薬なら、ここに……ぃっ」

「黙れ。誰だれがさようなものを吞ませるか……っ」

　蒼夜に踏みつけられる。また激痛が走り、意識が遠のいたが、弥一は必死に手を伸ばした。　>>>♥

「い、くな。今度、こそ……治して、やる……治して、やれるからっ！」

　茜……と、切なる声でその名を呼んだ。

　その時、視界が翳かげった。同時に、弥一を足あし蹴げにする蒼夜に、何かが体当たりした。

　蒼夜の長身が軽々と吹ふき飛ぶ。代わりに視界上に飛び込んできたのは、熊くまのように大きな狼。

　細身ながら強きよう靭じんで引き締しまった体に、雪よりも清らかで、満月よりも柔やわらかくて優やさしい白色の毛。この色は……！

「や、山神さ……っ」

　息を吞のむ。白はく狼ろうが鼻先を弥一の体に押しつけてきたのだ。

「ばか」

　鼻先で弥一の体をなぞりそう毒づいたかと思うと、今度は額に、大きな額を押しつけられた。

　視界が、あの白色でいっぱいになる。

「本当……自分の心配しろよ。こういう時くらいっ」

　苦しげな男の低い声に、目を見開く。この低く深みのある男の声に聴きき覚えはない。けれど、額に感じる、この感覚。間ま違ちがいない。

「や、まがみさ……」

「月つき白しろっ！」

　弥一の掠かすれた声が、蒼夜の怒ど号ごうで搔かき消される。と、同時に、白狼……月白の体が震えた。

「貴様っ、自分が何をしているのか、分かっておるのか」

「……。……ええ。短たん慮りよな愚ぐ兄けいをぶっ飛ばしただけですが、何か？」

　月白が押し殺した声で言い返す。蒼夜は「御ご託たくはいいっ」と尻尾の毛を逆立てた。

「寝しん所じよに戻もどって寝ねろっ。人型にもなれぬほど毒で弱っておるくせに、出歩くやつがあるか！」

「……っ！」

　毒で弱って……では、月白もこの池の水を飲んだのか？　そして、月白も獣たち同様毒が有害となるか？　と、混乱する弥一をよそに、月白は深く重い……何かを決意するような息を吐つくと、弥一からさっと身を離はなし、蒼夜に対たい峙じした。

「……兄上。なぜこの者の薬を試そうとなさらぬ。今にも死にそうな朱音を……皆の家族を救えるかもしれぬのですぞ」

　弥一が先ほど思っていたのと全く同じことを月白が進言すると、蒼夜は唸うなった。

「さように得体の知れぬものを吞ませられるかっ。ただでさえ弱っておるのに、何かあったらいかがいたす」

「……そうですか。では、これならいかが」

「……あ」

　弥一は間の抜ぬけた声を漏もらした。月白がこちらに顔を向けてきたかと思うと、弥一が持っていた薬をパクリと食べてしまったのだ。

「……うっ。やっぱり、薬なんて吞むもんじゃねえな。まずくっていけねえ」

「な……」

「うん？」

「何……吞んでるんだっ。馬ば鹿かか、お前！」

　首を傾かしげる月白に、弥一は痛みも忘れて声を荒あらげた。

「まだ、この薬がちゃんと効くのか、診しん察さつしてない。それなのに……もし違ちがっていたらっ」

「だったらすぐ次を作れ。また吞んでやる」

　事も無げに返された言葉に、弥一は目を瞠みはった。この男は、何を言っている。

「何、言って……そんな、体で……」

「朱音を助けたい」

「……っ！」

「他ほかのやつらも助けたい。そうして、これが最善の手だ。そうだろう？」

　月白の言うとおりだ。薬を試すなら、朱音たちと同じ毒に冒おかされた月白の体を使うのが一番早くて確実。それに、毒の治ち療りようは一刻を争う。

　分かっている。皆も分かっている。だから、誰も何も言えない。けれど……っ。

　弥一が何も言えずにいると、手の甲こうに何かが触ふれてきた。それは、白く大きな前まえ脚あしで。

「心配するな。俺は丈じよう夫ぶだ。この程度で死なねえよ」

　先ほどまでの硬かたく張り詰つめたそれとはうって変わった、柔らかな声こわ音ねとともに、ぽんぽんと手の甲を叩かれる。

　この十四年間、感じ続けてきた温かくて優しい感覚と同じ。けれど、今まで感じてきたそれらよりずっと鮮せん明めいだったものだから、面めん食くらっていると、

「おまけに、運もいい」

「……え」

「効いてきた。この薬で当たりだ」

　得意げに髭ひげをひくひく動かすと、男たちに朱音をここに連れてくるよう命令した。そしてもう一度、こちらに顔を近づけてきて、こつんと額に額をくっつけてきた。

「やったな。朱音も、皆も助かるぞ。……大丈夫。大丈夫だ、弥一」

　……助かる。あかね……今度こそ、助けられる。

　その言葉を頭が咀そ嚼しやくできた途と端たん、強きよう烈れつな安あん堵ど感かんが襲おそってきた。それと同時に、それまで張り詰めていた糸がぷつんと切れて、目の前が……真っ暗になった。







『……どうしてかなあ』

　どこからか、声が聞こえる。ほとんど吐と息いきだけで呟つぶやかれる、どこに向けられているのか分からない、虚うつろな声。

『どうして……ここで、こんな……いや』

　虚ろな声に、かすかな生気が籠こもる。

『きっと……いいことだ。……いいことに、しちまえばいい』

　してみせる。強い決意を感じさせるその言葉とともに、頰ほおに何かが触れてきた。

　この、どこまでも優しい感かん触しよく。これは……山神……月白？

　そう思っていると、頰から感触が消えて──。

「……あ」

　目を開くと、月明かりに照らされる、見知らぬ天てん井じようが見えた。

　視線を彷徨さまよわせてみる。上等な造りの広い和室と、その部屋の半分以上を占しめる、天井にまで届きそうなほどの本の山。

「こ、こは……っ」

　弥一は目を瞠った。弥一が寝かされている布ふ団とんの枕まくら元もとに、大きな影かげと小さな影が蹲うずくまっている。

　自分をあの池へと導いてくれた熊とウリ坊ぼうだ。

「お前たち、どうして……っ」

　ぎょっとする。両の目をうるうるさせた二匹ひきが飛びついてこようとしたのだ。

「くぅおら！　金きん時とき！　ふう子こ！　ぬしら何を考えておるっ」

　熊……金時と、ウリ坊……ふう子は誰だれかに軽々と放ほうり投げられ、尻しり餅もちをついた。

「飛びつこうとするやつがあるかっ。こやつは今、肋あばらが折れておるのだ。熊と猪いのししが体当たりしてみろ。一発で死ぬぞ！」

　いや。肋が折れていなくても、熊と猪に体当たりされたら死ぬだろう。という突っ込みが頭に浮うかんだが、二匹を放り投げた人物を見た途端、吹き飛んだ。

　仙せん人にんのような、白く長い眉まゆ毛げと髭を蓄たくわえた狼が、薬くす師しの服を着て、人間のように二本足で立っていたのだから。

「あなたは……」

「うん？　わしか？　えへん！　玄げん達たつと申す。この山神の里で、山神専門の薬師をしておる」

　山神の里？　弥一が訝いぶかしげに繰くり返すと、老狼の薬師……玄達はこくりと頷うなずいた。

「そう。読んで字のごとく、山神が住まう里じゃ。獣けものの耳と尻しつ尾ぽを持つ人間を見たかの？　あれが神しん狼ろう……ぬしら人間が山神と呼ぶ者たちじゃ。病や怪け我がで弱ったり、わしのように年老いてしもうたら、本来の狼の姿に戻ってしまうがな。で、この里はぬしらが暮らしておる世界とは別の場所にある」

「……別？」

「詳くわしく話すと面めん倒どうゆえ、神の眷けん属ぞくだけが住むことを許された世界とでも思うてくれ。ここで、山の様子を窺うかがい、天候を操あやつって草木を潤うるおしたり、厄やく災さいと戦い打ち払はろうたりして山を護まもっておる。それと……先ほどのことで分かったと思うが、神狼は生き物と同じように病や毒に冒されるし、それを治す術も使えぬ。が！　腕わん力りよく、運動神経は人間の数十倍じゃ。ゆえに、決して馬鹿にして喧けん嘩かを売らぬよう。命がいくつあっても足りぬぞ」

「……はい。山神様が住む里……では、こいつらも」

　神の眷属？　と、弥一の腕うでを鼻先でつんつんする金時とふう子を一いち瞥べつすると、玄達はもふもふの白はく眉びを重たそうにつり上げた。

「さようなわけがなかろう。このものたちはただの獣。されど特別じゃ。朱音のよき遊び相手ゆえな」

「！　あかねと、言うと……」

　弱々しく兄に助けを求める子狼の姿が脳のう裏りに蘇よみがえり、鈍にぶっていた思考が一気に覚かく醒せいする。

「里さと長おさの末娘むすめよ。あの家では初めて生まれた女の子ゆえ、それはもう家族全員で溺でき愛あいしておってな。この地に獣を入れてはならぬという決まりがあっても、朱音が気に入っておるならしかたないと長が申して……まことに甘い。そのせいで、此度のような……人間をこの里に招き入れることになってしもうて。全く！　人間の薬売りを呼んでくるとは心外な！　わしの立場はどうなる……」

「あの！　朱音、様……山神……月白様、皆みな様さまの容態はっ」

　我が慢まんできず、前のめりになって尋たずねると、玄達は胸のあたりまで伸のびた長い髭を鷹おう揚ように撫なでた。

「皆無事じゃ。しばらく療りよう養ようが必要ではあるが……わしという名医のおかげよ！　えへん！　まあ、ぬしが持参した薬がちいとばかり役に立ったが」

　その言葉に、弥一は深い安あん堵どの息を吐ついた。

（よかった。山神様、あかね……皆みんな助かって、本当に良かった。……けど、しばらく療養、か）

　やはり、処置が遅おそかったか。

　療養の程度はどれほどなのだろう。それに、頼義のことも気にかかる。

「あの……？」

　言いかけ、瞬まばたきする。こちらをじっと見つめる玄達と目が合ったのだ。

「ぬしは、あの薬をどう作った？　あの毒と一いつ緒しよに誂あつらえたと思われてもおかしくないほどの出で来き栄ばえだったが」

「いえ？　即そく席せきで作りました」

「そうか。即席……はっ？　即席となっ？」

　訊きき返してくる玄達に頷いてみせると、玄達の尻尾と耳がわなわなと震ふるえ始めた。

「即席……あれ、を……人の身で……しかも、かような若さで！　……！　いや、ごほん！」

　訝しげに見つめる弥一の視線に気がついた玄達は慌あわてて咳せき払ばらいした。

「と、とにかくじゃ。ぬしのおかげでぼちぼち助かった。でだ。ぬしが回復したら、薬作りなど手伝うてくれると助かる」

「はい。それはもう。何なら、今からでも……ぃっ」

　胸を軽く、前脚で小こ突づかれただけなのに鋭するどい痛みが走り、弥一は肩かたを震わせた。それを見て、金時とふう子も己おのれのことのように自身の体を震わせる。

「回復したらと申したであろう！　気になることが多かろうが、今はここで養生することだけ考えい。怪我のこともあるが……最近、頼義めの横暴のせいで人間を快く思わぬものが多いでな」

「！　それは……頼義は、今回のことだけじゃなくて他にも何か」

　さらに前のめりになると、玄達は白髭で覆おおわれた口元をもごもごさせた。

「それは、まあ……色々な。で、あのような罰ばち当あたりを領主に据すえるとは何事じゃと、腹を立てるものが増えてきた矢先に此度の件じゃ。ぬしの薬が役に立ったとはいえ、人間のぬしを受け入れられぬものも多い」

　一気に血が冷える。頼義が長年に渡わたって、山神に対して悪感情を抱いだいていたことは知っていたが、ずっと前から山神の怒いかりを買う行こう為いを続けていたとは、思うはずもなくて。

　蒼夜があそこまで怒おこっていたのはこういう事情もあったのか……。

「ぬしを頼義の手先と思うておる蒼夜などは……ああ。蒼夜は長の嫡ちやく子しで、今は長に代わってこの里を治めておる」

「！　長は、どうされておられるのですか？」

　まさか毒で？　と、息を吞のむと、玄達は肩を竦すくめた。

「旅行じゃ。夫ふう婦ふで高たか天まが原はらに一年ほどの予定でな。今、使いの者を出しておったが、帰ってくるには数カ月かかろうなあ。なんと間の悪い」

　旅行……いや、無事なら何よりだ。と、胸むねを撫で下ろしていると、

「というわけでな。里を任されておることもあって、いささか神経過か敏びんになっておる。ゆえに、ぬしから薬だけ奪うぼうてそのまま捨ておけばよいと言うたのだが、月白が連れ帰って養生させると言い張って……ああ、月白は長の次じ男なん坊ぼうで、恐おそろしいほどの本の虫で……」

「月白様っ？」

　続けて言われたその言葉に、弥一は声を上げた。

「？　何じゃ。月白のことは知っておるのか」

「！　はい……いえ」

　慌てて訂てい正せいする。月白を知って十四年も経たつが……考えてみれば、言葉を交かわしたのは十四年前の一度きりだし、その後は一方的に世話を焼かれるばかり。

　こんなの、知っているとは言わない。おこがましい。

「はあ？　どっちなのじゃ。……まあよい。でな？　月白のやつ、蒼夜に、患かん者じやの容態が急変する可能性もあるのだから、解げ毒どく薬を作れるぬしをそばに置いておいたほうがよい、責任は全部自分が持つと押し切ってな。で、こうして月白の自室にぬしを運んだわけじゃ」

「！　ここは、月白様の部屋なんですかっ？」

「うむ。本の虫の部屋らしい、何ともかび臭くさい部屋で申し訳ないが」

「駄だ目めですっ。そんな、神様の部屋を人間の俺が使うなんて……」

「ここより他ほかに、安心してぬしを置いておける場所がない。……つまりだ。ぬしが勝手にここを抜ぬけ出すと、月白を困らせることになる。分かるな？」

「それは……はい。でも……っ」

　後ろから袖そでを引っ張られる。ふう子だ。弥一の袖を咥くわえ、後方に引っ張っている。

　何をしているのか。と、口を開く前に、今度は布団をかけられる。見ると、布団を咥えた金時が弥一の体に布団をかけようとしている。それから、ぐおぐおぶうぶうしきりに鳴いて……何と言っているのだろうと思っていると、

「ぬしをかような目に遭あわせたのは、ここまでぬしを連れてきた自分たちのせいだ。どうかここで看病させてくれと申しておる」

　玄達が翻ほん訳やくしている間も、二匹は黒目をうるうるさせて……こいつらのこの目に弥一は弱い。

「分かった。けど……看病は、俺じゃなくて月白様にしてくれ。じゃないと、心苦しくて養生できない……ああ。それと、俺の庵いおりで養生している狸たぬきたちがいるんだが、そいつらに……」

「分かった分かった」

　止まらない弥一を、玄達が宥なだめるように制した。

「月白もぬしの家におる患者たちもわしらがこれよりしっかり診みてくるゆえ、今はもう休め」

　いいか、大人しゅうしておれよ？　もう一度強く念を押すと、玄達は金時たちを連れて、部屋を出て行った。

　彼らを見送った後、弥一は小さく唇くちびるを嚙かんだ。こんな時に、寝ねることしか求められない自分が歯がゆかったのだ。

　だが、怪我を負わせてきた蒼夜を恨うらむ気にはならない。自分だって、可愛かわいい妹に毒を盛られれば、相手に何をするか分かったものではない。いや、そもそも……。

　──あのような罰当たりを領主に据えるとは何事じゃと、腹を立てるものが増えて……。

　頼義は一体、何をしてきたのだろう。長年人間を慈いつくしんできた山神たちがそのように怒るほどのことなど、考えただけでぞっとする。

　蒼夜の怒りは当然のこと。しかたがない。

　それは、月白だって同じはずだ。きっと腸はらわたが煮にえくり返っていたに違ちがいない。あんなにも慈じ悲ひ深く、日々里人を愛いとしんでいるというのに、こんな仕打ちがあるかと。

　それなのに、弥一を助けてくれただけでなく、患者たちに一刻も早く、弥一の薬が使えるよう自分の体で試ためしてみせた。周囲の反対を押し切り、弥一を連れ帰り治ち療りようまでしてくれて……ああ。

　今回も、たくさん助けてもらった。

　いつものように拝んで礼を言うだけでは全然足りない。直接会って礼が言いたい！

　感謝の気持ちが沸わき上がる……が、それ以上に感じたのは安堵。

　月白は雄お々おしく、逞たくましくなっていた。あの頃ころとは比べ物にならないくらい。

　心配していた。自分の信心なんかで、元の姿に戻もどれるのか。力なんてつくのだろうかと。

　けれど、あんなにも立派な姿になって……少しでも、月白の役に立てていたようでよかった。自分ばかりよくしてもらっていては悪い。とはいえ。

（月白様……本当に、格好良かった）

　自分の体を実験台に使ったことは、あまりいい気がしないが、それでも……冷静かつ正確に状じよう況きようを把は握あくする判断力。最善の策を見み抜ぬき、即そく実行に移す決断力と実行力。慈じ愛あいに満ちた優やさしい眼まな差ざし。清せい冽れつで毅き然ぜんと美しいあの容姿と相まって、すごく格好良かった。

　何度思い返してもうっとりしてしまう。

　やっぱり、本来はすごい神様だったのだ。あんなに立派な神様を、無知な子どもだったとはいえ、ため口で怒ど鳴なりつけていたなんて信じられな……あ。

　──何……吞んでるんだっ。馬ば鹿かか、お前！

（……ああああ！）

　不用心に解毒薬を吞んだ月白に、思わず怒ってしまったことを思い出し、声にならない悲鳴を上げる。しまった！　無意識にとはいえ、自分はまた月白にため口で怒鳴りつけるという無礼を働いてしまった。

（馬鹿！　馬鹿！　十四年間ずっと反省してきたのに、何考えてるんだ、俺は！）

　診しん察さつとなると、誰だれであろうと強く出てしまう、この職業病が憎にくい！

　真っ赤になった顔を両手で覆い、唸うなっていた時だ。

「どうしたっ？」

　耳にひどく慌てた声が届く。この声は！

　顔を上げると、月明かりが零こぼれる開け放たれていた障子から猛もう然ぜんと、白はく狼ろうが部屋の中に飛び込んできた。

「どこか痛むのか？　待ってろ。すぐに玄達を……」

「な……」

「？　……な？」

「何ほっつき歩いてるんだっ！　馬鹿か、お前！」

　怒鳴り散らすと、白狼……月白は大きな耳をぴんっと立てた。

「へ？　いや……別に、ほっつき歩いてなんて……っ」

「じゃあ、この前まえ脚あしについた泥どろはなんだ。まだついて新しい。それに……体もこんなに冷えて。ちゃんと養生していたなら、こんなふうにならない」

　泥のついた前脚を持ち、冷えた体を擦こすりながら追求すると、月白の耳が忙せわしなく動いた。

「それは……はは！　お前、目の付け所がいいな。頭いい……わっ」

「煽おだてて誤ご魔ま化かそうとするな。ほら、早く寝ろ。それから、腹を見せろ。診てやるから」

　月白の首元を無造作に摑つかんで、布ふ団とんの上に押し倒たおす。その拍ひよう子しに肋あばらのあたりがずきりと痛んだが、今はそれどころではない。月白の容態を確かめたい！

「ここは？　痛いか？」

「……いや？　別に……おふっ！」

「噓うそを吐つくな。こんなに張ってるんだ。痛くないわけがない」

　これは……相当臓ぞう腑ふが弱っている。毒が、まだ体内に残っているのだ。

　これでは、歩くのも辛つらいはずだ。しばらくは安静にしていないと。

　触しよく診しんを続けながら、つらつらそんなことを考えていると、「うー」という唸り声がした。

「……分かるなら訊きくなよ」

　不服そうに、尻しつ尾ぽで畳たたみをぱんぱん叩たたく。そんな月白に、弥一は澄すまし顔で答える。

「いや。これで、お前が噓つきな患者だってのが分かった」

　触診を終え、月白の体に布団をかけてやりながらそう返すと、月白は耳をぱたぱたさせた。

「ああ、なるほど。本当頭いいな、お前」

「世辞はいい。ほら。大人しく寝てろ。お前はまだ動き回っていい体じゃ……？」

　ぶっきらぼうに返していた弥一は瞬まばたきした。月白が喉のどの奥で、おかしそうに笑い出したのだ。

「心配で来てみたら、蹲うずくまって悶もだえてるから焦あせったが、結構元気そうで何よりだ」

　不意に、声の調子を落として言われたその言葉とともに、頰ほおを舌で舐なめられどきりとした。

「それは……そんな、別に気にしなくても……っ！」

　言いかけ、弥一は青ざめた。しまった！　またやった！

　今度こそ、ちゃんと神様に対して相応ふさわしい態度を取ろうと思っていたのに。つくづくこの職業病が憎い……いや！　今はそんなことどうでもいい。早く謝って訂てい正せいしなければ！　だが……今いま更さらどう言って？

　真顔であれこれ考えあぐねていると、目の前が突とつ然ぜん白くなった。

　月白が、顔を近づけてきたのだ。

「……うん。思ったよりは元気だが、やっぱり……駄目だな」

「……え？　……っ」

　弥一は息を詰つめた。月白がいきなり起き上がったかと思うと、前脚で弥一の体を器用に巻き込み、そっと布団の上に寝かせてきたのだ。

「暴れるなよ。傷に障さわるから、大人しく……そう」

「おいっ。な、に……っ」

　今度は、額を鼻先で突つつかれた。

「たくさん話したいことはあるが、今はとにかく休んでくれ。そんなに顔色が悪いお前を見てられねえ……大だい丈じよう夫ぶ。俺も隣となりで寝てやるから」

　思わぬ言葉に「えっ」と声を漏もらすと、月白は弥一に咥えた布団をかけつつ、尻尾を振ふった。

「俺が信用ならねえ患者だってばれちまったからな。お前、俺がこれから別の部屋で寝るって言っても信じないだろ？」

　図星だ。確かに、今そんなことを言われても信じられない。

　月白が隣に寝てくれると安心だ。でも、自分がそばにいたのでは、月白がゆっくり休めないんじゃ……と、言うより早く、月白は弥一の横に寝そべり、「おやすみ」と言ってさっさと目を瞑つむってしまった。そんな月白に目を白黒させていると、

「朱音……妹を、皆みんなを、助けてくれてありがとうな」

　不意に聞こえてきた、先ほどとはうって変わった低い囁ささやき声。

「蒼夜兄上のことは悪かった。お前をこんな目に遭あわせて。けど……もう二度と、こんなことさせない。お前は俺が守る。絶対、元の暮らしに戻してやる」

　小さいが、揺ゆるぎないその声こわ音ねに、心臓がどきりと跳はねた。その上。

「それと……昔と同じ調子で、話しかけてくれてありがとう。すげえ嬉うれしかった」

「あ……」

「じゃ。今度こそ……本当におやすみ、弥一」

　月白は寝ね返がえりを打って、弥一に背を向けた。それから程ほどなく、穏おだやかな寝ね息いきが聞こえてきて……寝てしまった。そう思い至った途と端たん、胸のあたりがぎゅっと痛んだ。

　色んな感情が込み上げてくる。

　礼も謝罪も何一つ言えなかった上に、またも無礼な態度を取ってしまった自己嫌けん悪お。人型になるまでの元気はなく、まだ狼の姿のままだが、無事でいてくれてよかった安あん堵ど感かん。

　けれど、一番胸の内を占しめたのは困こん惑わく。

　ずっと、あの日のことを後こう悔かいしていたはずだ。神様に暴言を吐はいて、無礼な態度を取ったことを。

　だから、今度からはちゃんとしなくてはと反省してこの十四年間、敬ってきたし、心の中で敬語で語りかけ続けてきた。

　それなのに、つい前と同じ調子で話しかけてしまった弥一に、月白が自然と応こたえ、あの頃のように屈くつ託たくもなく笑って、

　──昔と同じ調子で、話しかけてくれてありがとう。すげえ嬉しかった。

　こんなことを言われて……なぜだろう。ひどく、嬉しいと……思ってしまった。

　思い返すだけで、胸が苦しくなるくらいに。

　本当に、どうして？　意味が分からない。しかし、よくないことだということは分かる。

　月白は神様で、自分は人間。いいはずがない。月白は「嬉しい」と言ってくれたが……いや！

（駄だ目めだ……やっぱり駄目だ！）

　そんなことをしたら、月白への信心が薄うすれる。

　月白は自分の信心を糧かてに生きている。だから駄目だ。嬉しいからこそ、駄目だ。

　明日あしたこそはちゃんと、敬語で話そう。

　月明かりに照らされる……この十四年間ずっと忘れられなかった、美しい白を見つめて思ったのだ……が。







　──そっかあ！　お前の師し匠しようのじいさまは、本当にすごい薬売りなんだな！

　小さな白狼の山神と身を寄せ合って、何度目かの休きゆう憩けいを取った時のこと。弥一が左衛門がいかにすごい薬売りであるかを力説すると、山神は目を輝かがやかせてそう言った。

　その反応を内心自分のことのように誇ほこらしく思いつつ、弥一は大きく頷うなずいた。

　──うん！　じいさまは、どんな病や怪け我がでも治せちゃう薬が作れるんだ。それって、この世で一番すごいことだろう？

　──……この世で、一番？

　首を傾かしげる山神に、弥一は再度頷く。

　──生き物が一番辛い時って、病気や怪我で苦しんでいる時だって思うんだ。

　故郷の村が武装した侍さむらいたちに蹂じゆう躙りんされる地じ獄ごく絵え図ずを思い返しつつ答える。

　あの時、侍たちに斬きられた家族はじめ、村人たちは皆声の限りに叫さけんでいた。見ただけで、無力な子どもだと分かる自分に、必死になって……。

　──……そうだ。すごく、苦しい。誰でもいいから……助けてほしいって、思うくらい。

　いまだに、耳の奥にこびりついて離はなれない叫びと同じ言葉を、山神が呟つぶやくものだから、弥一は目を見開いた。

　──……どうして。

　──……よく、見るんだ。……ほら。俺、神様だから。はは。でも……うん。

　小さく笑った後、山神はこくこく頷いた。

　──お前、きっといい薬売りになるよ。そのこと知ってるなら……きっと。

　弥一の掌てのひらに小さな前脚を重ねて言い切る。

　その柔やわらかな肉球の感かん触しよくに目を白黒させたが、ようやく言葉の意味が理解できた途端、弥一は目を逸そらし、口をむにむにさせた。何だか、無む性しように恥はずかしい。

　──と、突然変なこと言うな。ばか……。

　──……そうかなあ？

　早口にまくし立てていた言葉を、山神ではない別の声がやんわりと遮さえぎる。この声は……と、顔を向けると、

　──なれるの？　あかねをたすけてくれなかったにいちゃんが。

　感情の色が抜ぬけ落ちた血まみれの少女が、無む邪じや気きに小首を傾げていて──。







「！　あか、ね……ぃっ」

　飛び起きようとして、弥一は身を竦すくませた。全身に激痛が走ったせいだ。

　呼吸もままならない痛みが去るまで、歯を食いしばって耐たえる。

　ようやく痛みが引いて、人ひと心ごこ地ちついたところで、あたりを見回してみる。

　狭せまくて粗そ末まつな自室とは似ても似つかない立派な部屋に積まれた、おびただしい本の山脈。

　それらを見つめ、思い出す。そうだった。自分は今怪我をしていて、山神の里で厄やつ介かいになっているのだった。それで、ここは月白の部屋で……と、そこまで考えたところで、はっとした。

　月白……月白の姿が見えない！

　障子を開いて外を見てみる。まだ薄うす闇やみに包まれた、広い枯かれ山さん水すいの庭には人っ子一人見えない……が、よく見ると、戸口に消えていく白い尻しつ尾ぽが見えたものだから、

「おいっ！　お前、どこへ行く気だっ？」

　思わず怒ど鳴なると、ふさふさの尻尾が跳ね上がり、戸口の陰かげに引っ込んだ。

　それから少々間が合って、白はく狼ろうの大きな顔がひょっこり覗のぞいた。

「なんだ、弥一。もう起きたのか。まだ寝ねてろよ。傷に障る……」

「患かん者じやのお前に言われたくない。全く、何度言えば分かる？　病人は病人らしく養生して」

「もう大丈夫だって。お前の薬を吞のんで……ほら、このとおり」

　大きな体でぴょんぴょん跳ねてみせる。そんな月白に、弥一はますます顔を顰しかめる。

「じゃあ、人型になってみろ」

「……人型？　うーん？　何のこと」

「玄達様が言っていた。神狼は体が弱ると狼に、回復すると人型に戻もどるって」

　ぴょんぴょん跳ね続ける月白に言うと、月白は跳ねるのをやめ、行ぎよう儀ぎよくお座りした。

「黙だまっていたが、実はもう人型になれるんだ。けど、やむにやまれぬ事情ってやつがあって」

「なんだ」

　速そつ攻こうで追求すると、月白は思わせぶりに視線を逸らして俯うつむいた。

「実は俺、絶世の美男子なんだ。男でも惚ほれちまうぐらいのさ」

「……。……で？」

「お前を男色に目覚めさせたら可か哀わい想そうだろ？　だから……やっぱ、今のなしで！」

「言い出しっぺのくせに、先に居たたまれなくなってどうす……おい、逃にげるな！　……てっ！　ああ！」

　月白が脱だつ兎とのごとく逃げて行った後、弥一は両手で顔を覆おおって、その場に座り込んだ。

　今度こそ、月白に礼を尽つくした態度を取ろう。いや、取りたい！　そう熱望しているというのに、ここに世話になって三日経たった今も、その願いは叶かなえられていない。

　というのも、月白が弥一や玄達の言うことを全く聞かないのだ。

　いまだに毒の害が抜け切っていないのだから、無理をしてはいけない。安静にしていろと、いくら口を酸すっぱくして言っても、その時は清すが々すがしいほど気持ちの良い返事をするくせに、気がつくといなくなってしまう。そして、夜遅おそくまで帰って来ない。

　そんなものだから、服毒患者の大半が人型になれるほど回復したというのに、月白はいまだに狼姿のまま。ほんの数日我が慢まんしてくれれば治るのに！

　そんな苛いら立だちから、顔を合わせるとつい怒鳴ってしまう。おまけに、先ほどのような、恐おそろしくくだらない言い訳をしてくる上に、

　──お前、怪我人のくせに夜よ更ふかししちゃ駄目じゃないか。

　自分の所業を棚たな上あげして、弥一に説教して寝かしつけてくるものだから、「お前にだけは言われたくない！」と、また敬語を忘れて怒鳴ってしまい……と、そういう諸もろ々もろの理由から、顔を合わせると怒おこってばかりで……ああ。

（どうしてこう……すぐ、月白様の軽口に引っかかるかな）

　本当は、全部分かっているのだ。

　月白が家を飛び出していくのは、それだけ事態が切せつ迫ぱくしているからで……と、思っていると、「薬売り殿どの」と声をかけられた。

　振ふり返ると、弥一の身の回りの世話をしてくれている神狼の侍じ女じよが苦く笑しよう交じりに立っていた。

「また、若様に逃げられたのですか。でも……」

　侍女はあたりを見回し、弥一の耳元に口を寄せてきた。

「どうか、若様を悪く思わないでください。今、山では大変なことになっているようで」

「！　何かあったんですか」

「池に毒を流されたせいで、このあたりに住む獣けものたちは他ほかの水場を探さなければならなくなりました。そのことで色々揉もめていて、若様はその仲ちゆう裁さいに追われているようで」

「……そう、なんですか」

「蒼夜様とも、依い然ぜん揉めていらっしゃるようです。薬売り殿が我らを助けてくださったことさえ、頼義の作戦。いったん助けて我らを油断させ、懐ふところ深ふかく潜もぐり込んで内情を探さぐった後で牙きばを剝むく気なのではないかと……勿もち論ろん！　私わたくしはあなた様を信じております。こんな怪我までして、父の命を救ってくださった……若様が信じているあなた様が、悪い方であるはずがない！」

　きっぱり言い切る。その時、どこからか他の声が聞こえてきた。

「いけない！　もう行かないと。ではまた。どうぞ、若様のご事情、分かってくださいまし」

　念を押して、侍女は行ってしまった。

　こんなふうに、弥一が救った患者の家族や、月白を慕したう者たちが、今の状じよう況きようをこっそり教えてくれ、懇こん願がんされる。辛つらい時ほど能天気なことを言って誤ご魔ま化かしてしまう悪あく癖へきがあるが、どうか月白を見捨てず治ち療りようしてほしいと。

　月白のことを一心に憂うれい、慕う彼らの姿を見るたび、胸が苦しくなる。

　分かって、いるのだ。月白の事情も、辛い時ほど能天気なことを言う癖くせも、何もかも。

　それなのに、自分は……隠かくそうとしても垣かい間ま見みえる具合の悪さに、「養生してくれ」と言わずにはいられない。月白がくだらないことを言うと突つっ込まずにはいられなくて……くそ！　職業病と生来の生き真ま面じ目めな性格が憎にくい！

　それから、

　──そんなに俺が逃げないか心配で眠ねむれないなら、俺の首にしがみついて寝ればいい。それなら、俺が逃げ出そうとすればすぐ分かるだろう？

　せめて夜ぐらいは休んでくれ。このままじゃ倒たおれる。心配だと言う弥一に対し、月白がそう言うものだから、確かにそのとおりだと言われるまましがみついたものの、月白の毛並みがあまりにも触さわり心ごこ地ちが良過ぎて爆ばく睡すいしてしまい、結局逃げられる自分の浅はかさと間抜けっぷりも憎い！　それから……と、そこまで考えて、弥一は唇くちびるを嚙かんだ。

　憎いこと、挙げて行ったらきりがない。けれど、一番腹が立つのは、

　──はは。弥一は心配性だ。

　何度怒鳴られても、十四年前と同じように楽しげに笑って接してくれる月白を見るたび、馬ば鹿かみたいに心が打ち震ふるえてしまうこと。

　この時の感覚は、締しめ付けられるように胸が苦しいのに、胸の奥底が温かくなってほっとする……何とも得体が知れない代しろ物ものだ。いいのか悪いのかさえも分からない。

　それなのに、その感覚を求めるように、何度も何度も同じ過あやまちを繰くり返してしまう。

　そんな自分が、ひどく嫌いやだった。

　こんなことをしたいわけでは、決してないのに。

　苦しくてしかたない。それでも……ぐじぐじと落ち込んではいられない。

　月白の負担を少しでも減らせる手を考えないと。

　一応、薬の調合を手伝ったりしてはいるが、それだけでは全然足りない。

　自分の医術をもってすれば、もっと他に色々できることがあるはずだ。

　唯ゆい一いつの取り柄えである医術を最大限に利用して役に立つ。それが、今の自分ができる最善。

　いくら拝んでも、自分の安い信心など高が知れているから……なんて、そんなことを考えてしまうのは、月白の容姿のせいだ。

　ここ三日で分かったことだが、神狼は皆みな、灰色の毛をしている。白色の毛をしているのは月白だけ。しかも、他の神狼たちの灰色の毛並みが硬こう質しつで雄お々おしい風ふ情ぜいなだけに、月白の白色は美しくもいやに儚はかなく見えて、落ち着かなくなる。

　月白の毛色だけ違ちがうのは、自分の粗末な信心を糧かてにしているせいではないのか？　……もしかして、月白の治りが遅おそいのは不養生だからではなくて……と、考えれば考えるほど、嫌な考えばかりが浮うかんでくる。居たたまれなくなる。

　とはいえ、どんなに信心の質が悪くても、ないよりはまし。量を減らしてはならない。

　そのためにも、やっぱり……今日こそは絶対！　ため口をやめる。そして、自分の気持ちをしっかり伝えるのだ。養生していられない状況であることは分かっているから、自分に気を遣つかう必要はないし、少しでも体の負担を減らす対策を練られるよう相談してほしいと。

　──に…ちゃん……。

　夢に見た血まみれの妹を振り切るように、玄達に貸してもらった神狼の医術書で勉学に励はげみつつ思っていた時、視界の端はしに何かが映り込んだ。

　顔を上げると、開け放たれた障子の陰から、こちらを覗く金時とふう子の姿があった。眉み間けんに深く寄っていた皺しわが緩ゆるむ。

「今日も見み舞まいに来てくれたのか？　ありがとう……っ」

　息を吞む。金時の頭からひょっこりと灰色の小さな顔が覗いたのだ。この子狼は……！

「あ、あの……ごめん、なさい。おくすり、さん。ちょっと、だけ……おしゃべり、しても、いいですか？」

　大きな黒目をうるうるさせながら、子こ狼おおかみ……朱音が愛らしい声を、風に揺ゆれる鈴すず蘭らんのように震わせて言う。

　面めん食くらいながらも頷うなずいてみせると、愛らしい花はな柄がらの着物でくるまれた朱音を頭に乗せた金時とふう子が部屋の中に入ってきた。

　金時が頭をゆっくりと下げて、朱音を弥一の前に下ろすと、朱音はちょこんとお座りして、小さな体をもじもじさせた。

「あ、あの……ごめん、なさい。いき、なり。えっと……！　う、うう」

　弥一と目が合った途と端たん、朱音は耳をぺたんと下げてこれ以上ないほどに縮こまってしまった。どうやら、怖こわがらせてしまったらしい。

　人相が悪いから、睨にらまれたと思わせてしまったか。

　ここで緊きん張ちようをほぐす話術や表情を浮かべることができればいいのだが、愛あい想その欠片かけらもない弥一には無理して笑おうとしてもいよいよ怖がらせるだけ。

　どうしたものかと困っていると、朱音の隣となりに座ったふう子が労いたわるように鼻先で、ちょんちょん突つついて、ぶうぶう鳴いた。金時も前まえ脚あしで優やさしく頭を撫なでる。

「……う、うん！　あり、がとう。……ふ、ふう」

　朱音は大きく深呼吸して、弥一にぺこりと頭を下げた。

「え、えっと……つきしろあにさまや、きんときちゃんたちから、おくすりさんがおくすりで、あかねをなおしてくれたって、ききました。ありが、とう……ござい、ます！」

　緊張で声を上うわ擦ずらせながら一いつ生しよう懸けん命めいに言葉を紡つむぐ朱音の姿に、弥一は胸が搔かき毟むしられる想おもいがした。亡なき妹のことを思い出してしまったから。

　元気いっぱいだった茜に比べて、この子はだいぶ引っ込み思案だが、それでも……「あかね」という名の女の子から、「治してくれてありがとう」と言われると苦しくなる。

「あかね」を助けられた喜びと、茜にそう言われたかった悲しさで。ただ……。

「……それは、わざわざありがとうございます。けど」

　少々失礼。短く断って、弥一は朱音の腹に軽く触ふれた。

「具合、よくないですね。ご飯もあまり食べていないようですし」

　やんわり指し摘てきすると、朱音は怯おびえるように全身の産うぶ毛げを逆立てた。

「！　それ、は……あ、あ……えっと……っ」

　再びもじもじし始めた朱音を、金時たちがまた突く。だが、今回の朱音は頑かたくなに口を開こうとしない。ただ耳の中を真っ赤にするだけだ。それを見かねたのか、金時が弥一へとにじり寄り、何やら動き始めた。

　最初は何をしているのか分からなかったが、よく見ると……どうやら、薬を吞のむ仕草をしているらしい。と、思ったら、口元を前脚で押さえて、身み悶もだえ始める。

「……俺の薬が、毒だって言いたいのか？　……違う？　ああ、不味まずいって言いたいのか？」

　首をぶんぶん振る金時に重ねて尋たずねると、金時は目を輝かがやかせてこくこく頷いた。今度は、胸を押さえて苦しむ仕草。

「薬が不味過ぎて、飯を食う気になれない？」

　今度はふう子も一いつ緒しよになって頷く。朱音が可か哀わい想そうなほど耳を下げた。

「ご、ごめん……なさい。せっかく、つくってもらった、おくすりを……えっと……っ！」

　震える頭を撫でてやる。

「謝らないで。悪いことじゃないんですから」

「え？　でも……みんなはちゃんと、ごはんたべてるし」

「生き物の体はね、それぞれ食べるものの好き嫌きらいがあるんです。食べられるもの、よく効く薬、皆違ちがう。姿かたちが同じ種族でもそう。悪いのは朱音様に合わない薬で、朱音様のせいじゃない」

「あ、あ……」

「直接診しん察さつできなかったとはいえ、今まで辛い思いをさせてすみません。でも……俺の作った薬を、一生懸命吞んでくれてありがとう」

　そう言ってやると、朱音はちょっと嬉うれしそうに耳をぱたぱたさせた。自分の努力が認められて嬉しいようだ。ふう子もそうらしく、短かくて細い尻しつ尾ぽをはち切れんばかりに振ふりながら、「よかったね」と言うように、朱音の頰ほおを鼻先で突いた。

　その横で金時が、「何とかなる？」と目をうるうるさせながらこちらを見つめてくるので、ぽんぽん頭を叩たたいてやった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ところで……朱音様は、好きな食べ物は何ですか？」

「？　す、きな……お、おだんごです。たきちがつくってくれる……あ。たきちは、みんなのごはん、つくってくれるひとです。それで、あの……」

「じゃあ、お団子味の薬を作りましょう」

　頭を撫でながら言ってやると、朱音は丸めていた尻尾をぴんっと立てた。

「お、おだんごあじのおくすりっ？　そんなのできるの？」

「はい。正確には団子に薬を練り込むんですが……大丈夫。味が変わらないように工く夫ふうします」

　そう言って、弥一は金時たちへと向き直った。

「玄達様と太た吉きち様にこのことを相談したい。呼んできてくれるか？」

　頼たのむと、二匹ひきは顔を見合わせ、何やら言葉を交かわした後、ふう子が部屋を出て行き、金時が朱音のそばに歩み寄った。まだ弥一に慣れない朱音を弥一と二人きりにしては、朱音が委縮すると思ったのだろう。

　二匹とも朱音のことをよく考えている。これなら朱音が懐なつくのも分かるし、長おさが特例で二匹をこの里に住まわせているのも分かる。

　聞けば、二匹を朱音に宛あてがったのは月白だそうで──。

　実にいい差配だ。内心感心していたが、ふと……こちらをじっと見つめてくる朱音の視線に気がついた。どうしたのかと尋ねると、朱音はまた体を震わせた。それからしばらく俯うつむき、尻尾をぱたぱたさせた後。

「あ、の……おくすりさんは、つ、つきしろあにさまのこと、すきですか？」

　いきなりそんなことを訊きいてきた。弥一が「えっ」と声を漏もらすと、朱音は忙せわしなく揺れる潤うるんだ瞳ひとみをこちらに向けてきた。

「ま、まいにち、つきしろあにさまのこと、おこってるから……あの」

「あ……それは」

　言葉に詰つまる。朱音にも聞こえるほど大声で月白を怒ど鳴なっていた自分が、改めて嫌いやになったのだ。なんてみっともない……。

「あかね、あにさまにききました。どうして、あにさまはあんなにおこられてるのって。そしたらあにさま、こういいました。あいつのおこったかおがかわいいから、ついおこらせちゃうんだって」

「……は？」

　間の抜ぬけた声が漏れる。とっさに意味が分からなかったのだ。しかし、

「あかね、よくわかりません。どういうことですか？」

　朱音が純真な眼まな差ざしで無む邪じや気きにそう尋ねてきた途端、全身から嫌な汗あせが噴ふき出した。







「ただいまあ……って。やっぱり。まだ起きてるのか。駄だ目めだろ？　重傷患かん者じやのくせに夜よ更ふかししちゃ……ああ。はいはい。分かりました」

　深夜。部屋に戻もどってきた月白を無言で見つめる弥一に、月白は苦く笑しよう交じりに横たわると、ふかふかの腹を無防備に晒さらした。

　弥一は小さく頷いて、月白の腹に掌てのひらを這はわせた。

　臓ぞう腑ふの具合は、薬を吞んでいるからか快方に向かってはいる。だがまだ、普ふ通つうの食事をするには厳しい感じで──。

「『これじゃまだ、薬草粥がゆしか食べさせられない？』」

　弥一の心を読み取ったのか、月白がそう尋ねてきた。無言で頷いてみせると、月白は尻尾で畳たたみをばんばん叩いた。

「早く魚が食いてえ」

　だったらしっかり療りよう養ようしてくれと、いつもなら説教しているところだが、

「ちょっと、ここに座れ」

　普ふ段だんの五割増しの仏ぶつ頂ちよう面づらで弥一は正座し、畳を二、三度叩いた。月白は訝いぶかしげに首を捻ひねったが、素す直なおにお座りした。瞬しゆん間かん。

「あんな可愛かわいくて幼気いたいけな妹に、なんてことを吹ふき込むんだっ、お前！」

　弥一の怒ど声せいが響ひびいた。月白がきょとんと眼まなこを見開いて、「何のことだ」とぱたぱた耳を動かす。

「俺の怒おこった顔が、か……可愛いだの、それでつい怒らせてしまうだの何だの！」

「……ああ、それ？　なんだ、朱音のやつ。お前にばらしたのか。照れるじゃねえか……」

「吐つくならもっと普通の噓うそを吐けっ。『どういうことですか？』って、あの純真無む垢くな目で訊かれた俺の身にもなれ」

　力の限り睨にらんで抗こう議ぎすると、月白の目が面おも白しろいものを見つけた童わらべのように光った。

「へえ？　なんて答えたんだ？」

「！　そ、それは……あの子に、お前の兄貴はおかしいとか、怒られるのが好きな変態とか、言えるわけがないから、その……鏡を出して」

「鏡？」

　意外そうな声を漏らす月白に、弥一はぎこちなく頷うなずく。

「頭ごなしに、兄貴を否定されたらあの子が傷つくだろう？　だから、俺にもよく分からないから、試ためしに一緒に探してみようかって……そしたらあの子！」

　──あ。ほっぺがあかくなってく！　かわいい！　あ……こっちの、ぴくぴくしてるまゆげもかわいい！　おくちもむにむにしてて、かもさんみたい！

「ここも可愛い、あそこも可愛いとか、よく分からんこと言い出してっ」

　お前はなんて訳分からんことを子どもに吹き込むんだ！　思い出しただけですさまじい羞しゆう恥ちに襲おそわれ、弥一は両手で真っ赤になった顔を覆おおって唸うなった。そんな弥一を、月白は食い入るように見ていたが、しばらくしてつまらなそうに鼻を鳴らした。

「……朱音め。俺より先にこの顔を見たのか」

「？　何のこと……っ」

　顔を上げた途と端たん、赤くなった頰を大きな舌で舐なめられて肩かたが跳はねた。

「別に？　……とにかくだ。これで分かったろ？　お前の怒った顔は可愛い。ついでに……恥はずかしがってる顔はもっと可愛い」

「……なっ？」

「今度は、こっちをもっとたくさん見てえなあ」

　前脚で頰をつんつん突つつかれる。弥一がいよいよ顔を真っ赤にすると、「そうそう、その顔」と笑われる。

　この野や郎ろう、ぶっ飛ばしてやろうか！　という怒鳴り声が喉のど元もとまで出かかる。だが、すんでのところで必死に飲み込む。駄目だ。ここで怒鳴ってしまってはいつもの繰くり返し。

　今日こそは、ちゃんと気持ちを伝える。面めん倒どう事をしている今、自分などに気を遣つかう必要はないと、敬語で！

　胸の内でそう念じながら、弥一は居住まいを正し、大きく息を吐いた。

「あの……むぐっ？」

　話し出そうとした刹せつ那な、肉球で口元を塞ふさがれてしまった。

　目をぱちくりさせると、大きな白い顔が覗のぞきこんできた。

「俺がお前をわざと怒らせていた理由は三つ。一つ、気の滅め入いる話をさせて、お前の気を煩わずらわせたくなかった。二つ、お前の可愛い怒った顔が見たくてつい」

「まだ言うか……？　もう一つは」

「お前に敬語を使わせたくなかった」

　さらりと返されたその言葉。「は？」と声を漏らすと、月白は弥一の口元から前脚を離はなし、鼻を鳴らした。

「言ったよな？　昔の調子で話しかけてくれて嬉うれしかったって。それなのに……嫌がらせか」

「！　違ちがうっ」

　とんでもないことを言い出した月白に、弥一は声を上げた。

「そんなわけあるかっ。お前にそう言われて、俺も……何でかよく分からないけど、すごく嬉しかった！　だからっ……だから、ちゃんと敬語で話さないとって」

「？　なんでそんな結論になる」

「ため口でなんて話したら、俺の信心が目減りするだろ！　だから駄目だ」

　言い切ると、月白は思い切り首を捻った。

「目減り？　……まあ、ちょっと減るかもしれねえが、そこまで気にすることは……」

「駄目だ！　俺の信心はひどい粗そ悪あく品だが、それでも……ちょっとでもたくさんあったほうがいいっ。お前は俺の信心だけを糧かてにしてるんだから……っ」

　弥一ははっと口を閉じた。先ほどまで生き生きと輝かがやいていた月白の目から、光が一いつ瞬しゆんにして消えたからだ。

「……。……それ、誰だれに聞いた」

　常とこ闇やみのような暗い目を静かに向けながら尋たずねてくる。その声も、先ほどまでの明朗なそれとはうって変わった、冷ややかな無感情。

　どうしたのだろう。弥一の言い方が癇かんに障さわったか。

「あ……じい様に、聞いたんだ」

　常ならぬ月白に気け圧おされつつも答えると、月白が「じい様？」と両の目を細めた。

「……そうだ。お前を助けてくれた山神様は、俺たちの家の近くの祠ほこらに住んでいる神様に違ちがいない。祠に捧ささげられた信心を糧にしているから、祠に泥どろ団子をぶつけられて、子どもの姿になるまで力が弱くなってしまったんだって。それで……？」

　弥一は口をつぐんだ。月白が突とつ然ぜん、喉のどの奥で笑ったせいだ。

「お前、その話本気で信じたのか？」

「……え？　そりゃ、だって……」

「里人からの信心は、山神全員に対してのものとして平等に分配される。一個人の信心が一人の山神に行くなんてことはない」

　続けられたその言葉に、大きく目を見開く。さらに。

「それに、俺がお前の前に現れた時小さくて力が全然なかったのは、本当にガキだったからだ」

「……は？」

「十四年前だから、八つかな？　ちなみに、今は二十二だ」

　驚きよう愕がくした。二十二と言えば、自分と同い年ではないか！

「か、神様なのに……若過ぎないか？」

「？　お前、神様が病や怪け我がするのは受け入れられるくせに、そういうとこは夢見るんだな。だったら……朱音はどうなる？　あんなに子どもぶってるが、実は百歳超ごえのばばあとでも思ったか」

「！　そんなことはないっ。でも……じゃ、じゃあ、その毛の色は？　体の治りが悪いのは」

「これか？　……ああ。確かに珍めずらしいが、色が違うだけだ。後は何も変わらない。治りが悪いのは、単純に俺の不養生のせいだ」

「……」

「他ほかに質問は？」

　鷹おう揚ように尻しつ尾ぽをふりふり尋ねられる。弥一は、答えることができない。

　呆あつ気けに取られていた。自分が今まで信じていたこととはあまりにも異なる事実に、感情も理性も追いつかないのだ。

　ようやく全すべてを飲み込めた時、弥一は両手で顔を覆って、その場にへたり込んだ。

「……よ」

「よ？」

「よかった……俺なんかの信心だけで、お前が生きてるわけじゃなくて」

　ずっと、月白に悪いと思っていた。

　自分は左衛門や義親たちのように、心の底から神を崇あがめることができない。どんなにちゃんとしようとしても駄だ目めで……だから、自分の信心なんてきっとろくでもないものに違いない、そんなものを糧に生きていかなきゃならない月白が可か哀わい想そうだと。

「本当に、よかった……っ」

　息を詰つめる。月白が突然、前まえ脚あしを器用に使って弥一を抱だき寄せてきたのだ。

　ふわりと、柔やわらかな温ぬくもりに包まれる。

「……ばか」

「……え」

「普ふ通つうはもっと、別のこと考えるもんだ。それなのに」

「……そうか？　例えば、どんな……」

「俺は、お前の信心だけでもいいよ」

　とっさに、何を言われたのか分からなかった。

「お前の信心は、誰よりも綺き麗れいで、力が湧わき出て……心ここ地ちいい。こんなに想おもってもらえるなら、頑がん張ばっていい神様にならなきゃって、思えるくらい」

　その言葉に、弥一の瞳ひとみは大きく揺ゆれた。

「……え。あ……う、噓うそ吐つけっ！　さっき言ったことと違うじゃないか。里人の信心は全員平等に分配されるんだろう？　だ、だったら俺の信心が綺麗とか分かるわけ……」

「お前が祠を拝んでいるところを見ている時に流れ込んできた信心だから、きっとお前のだよ」

「あ……それ、なら、まあ……でも……っ」

　内心動どう揺ようしまくりながらも反論しようとすると、鼻先を舐められた。

「いいよ。今信じなくても。けど……これで分かったろう？　お前の気持ち一つで、俺は死んだり弱くなったりしない。これからは無理せず、好きなように振ふる舞まえばいい」

　今まで、辛つらい思いをさせて悪かったな。そう言って、また抱き寄せられる。

　再び全身を包んだ温もりに、なぜだろう、つんと鼻の奥が痛んだ。

　弥一の信心は誰よりも綺麗だなんて、どうせ……世辞に決まっている。月白は優やさしいから、自分に気を遣っているだけ。

　そう思うのに、心がひどく打ち震ふるえる。ずっと、心の奥底でじくじくと痛み続けてきた古傷を、優しく撫なでられたような……ああ。

　十四年前と同じだ。どんなに辛くて、苦しくても……何かすごい神かみ業わざを使うわけでもなく、ただそばにいて言葉を交かわすだけで、心が軽くなって、こんなにも安らぐ。

　やっぱり、月白はすごい神様だ！

　改めて、心の底からそう思った……時だった。

　ぼんっ！　と、妙みような音がした。それと同時に、頰ほおに感じていたふかふかとした毛の感かん触しよくが消えた。

　なんだ？　不思議に思って、顔を上げてみる。瞬しゆん間かん、弥一は限界まで目を見開いた。

　自分を抱き締しめる、見知らぬ男と目が合ったから。

「え……あ……」

　あまりの状じよう況きようにぽかんとしていると、

「？　どうした。そんな間の抜ぬけた面つらして……ああ」

　男が発した声に、ようやく意識が戻もどる。

　この声は月白？　それに……よくよく見れば、獣けものの耳と尻尾が生えているし、髪かみの色はあの美しい白色。では、この男は……！

「意外に早く戻れたな。あんなに不養生してたのに……お前の薬はすげえな！　ありがとう」

「は、はあ……どう、も」

　内心どぎまぎしながらも何とか答え、弥一は改めて男……月白を見た。

　歳の頃は二十代前半。青あお紫むらさきの小こ袖そでに淡あわい藤ふじ色いろの袴はかま。雅みやびな柄がらの入った、裾すその長い袖なし羽織をだらしなく着き崩くずした、細身ながら長身で筋肉が程ほどよくついた、形の良い引き締まった体。抜けるように白く、艶つややかな肌はだ。腰こしまで無造作に伸のびた白い癖くせっ毛。感情豊かに動く耳と尻尾。

　だが、特筆すべきはその顔。

　長い睫まつげから覗のぞく、生気に満ち溢あふれた翡ひ翠すい色の二ふた重えの目。形の良い凜り々りしい眉まゆ。鼻筋の通った高い鼻び梁りよう。少し赤みを帯びた、薄うすい唇くちびる。それらが完かん璧ぺきな位置に収まった白い顔は、凜りんと清せい冽れつながら、どこか艶のある美しさを湛たたえていて……こんなに格好良くて綺麗な顔、見たことがない！　>>>♥

　月白は前に、「自分は絶世の美男子なんだ」と冗じよう談だんめかして言っていたが、

「ほ……本当だったのか」

　思わず呟つぶやくと、月白が笑え顔がおで「うん？」と小首を傾かしげた。その所作も表情もいちいちやたらと格好良く見えて、弥一は慌あわてて目を逸そらした。

「別に？」とできるだけ素っ気ない口調で答えたつもりだったが、すぐ笑い声が聞こえてきた。

「そんなに熱ねつ烈れつに俺の顔を褒ほめるなよ。照れるだろ？　……分かった分かった。からかい過ぎた。そう怒おこるなって。とはいえ、こうして人型に戻れてちょうどよかった」

「こら！　尻尾で触さわるな。うっとうしい……は？　ちょうど？」

　赤くなった頰をくすぐってくる尻尾を払はらいのけながら訊きき返すと、月白はにっこり笑った。

「実はな。今日ようやく兄上を説得できたんだ。毒の件はひとまずけりがついたし、俺が四六時中見張っているなら、お前をここに置いていいってさ。これでずっとお前のそばにいられる」

「！　そ……そう、か？　それは、よかった」

　ぎこちなく答える。驚おどろいたのだ。弥一のそばにずっといるなどと言われて。

　月白は常に、仲間や里人たちのことを第一に考え、行動している。頼義のせいで不ふ穏おんなことが多い今、何かあればまたすぐに飛んで行ってしまう。

　自分にだけ関かかわっている暇ひまなどない。そう、思い込んでいたから。

（本当に……俺と、いてくれるのか？）

　ちゃんと、看病させてくれるのか？　と、思っていると、

「これからは、お前の看病が目め一いつ杯ぱいできる」

「……。……は？」

　とっさに意味が分からず、きょとんとする。そんな弥一の反応に気づいているのかいないのか、月白は嬉うれしそうに話を進める。

「お前は平気で無む茶ちやをするからな。俺がいない間に無茶して怪我を悪化させたらどうしようって、気が気じゃなかったんだが、これで安心だ」

（いや……いやいやいやいや！）

　うんうん頷うなずく月白に、弥一は内心盛大に首を振ふった。

　お前だけには言われたくない。棚たな上あげどころの騒さわぎじゃないぞ！　という叫さけびが喉のど元もとまで出かかるが、すんでのところで慌てて飲み込む。せっかく、月白がそばにいると言い出したのだ。余計なことを言って、心変わりされては困る。

　どうせ、すぐまたどこかへ飛んで行ってしまうのだろうが、それでも……そばにいてくれる間だけでも、色々と看病したい。

　それに、もう……自分の気持ち一つで月白の力を奪うばってしまうと怯おびえることなく、月白と接することができる。それがすごく嬉しかったから、ちょっとでも一いつ緒しよにいたかった。

　なんて、この時はささやかに想うばかりだったのだが──。







「おはよう」

　翌朝、目を覚ますなり、弥一は目を瞠みはった。浮うき世よ離ばなれした美形が勢いよく視界いっぱいに入り込んできたのだから無理もない。もしかして、弥一が起きるまで待っていたのか？

「お、おはよう」と、驚きつつも挨あい拶さつを返すと、月白はあるものを差し出してきた。

　それは、水の入った盥たらいで……。

「ほら。顔洗え」

「……は？　あ……ありが、とう」

　盥まで用意していたのか？　面めん食くらいながらも顔を洗う。水は、ちょうど人ひと肌はだに心ここ地ちいい温ぬるさで……まさか、わざわざ調節したのかっ？

　水を見つめ驚きよう愕がくしていると、手布で恭うやうやしく濡ぬれた顔を拭ぬぐわれた。

「よし。次は服だ。着き替がえさせてやるぞ。それが終わったら、髪かみを梳すいてやろうな？」

「ええっ？　そ、そこまで……？」

　訊き返すと、月白は不思議そうに小首を傾げる。

「これくらい普通だろう？」

「そ……そうか？」

「ああ。いつも従者たちがそうしてくれる」

　そうだった！　月白は山神の長おさの息むす子こで、こんなにも立派な屋や敷しきに住んでいる。人間界で言うと若様みたいなものだ。このくらい当たり前のことなのだろう。

　だったら、弥一に対しても従者にさせればいいような？　まあ、世話好きなのはよく知ってはいるが……と、思っていると、

「実はさ。ずっと前から、ずぼらなお前に色々したくって、うずうずしてたんだ。人間界じゃ、山神は人間に姿を見せちゃ駄だ目めだの何だの決まりが多くて、ほとんど何もできなかったからな」

　続けてそんなことを言うものだからぎょっとした。え？　あれでほとんど何もしていない？

　若様視点で考えるとそうなのか？　だが、あそこまでやって何もしていないというのは……、

（本当に……筋金入りの世話好きなんだなあ）

　感心を通り越こして、ちょっと呆あきれてしまった。とはいえ。

（……そういうこと、考えていたのか）

　思いもよらなかった。話を聞いてみないと分からないものだ……いや。

　このことだけではない。

「じゃあ、今度は髪を梳こうな」

　こんなに楽しげな声こわ音ねで、こんなに嬉しそうに自分の世話を焼いていたことも知らなかった。

　あんなに世話を焼かれていたのに。つくづく自分は、目や耳で確かめなければ物事が認にん識しきできない男だ。

　そんなことをつらつら考えながら、されるがままになっていると、

「ほら。飯を食わせてやるぞ。あーん」

「……おい待て」

　粥かゆがすくわれた匙さじを口元に持って来られて、さすがに低い声が出た。

「お前、従者に飯を食わせてもらっているのか？」

「うん？　違ちがうけど、骨が折れているならあんまり動かさないほうがいいと思って」

　嫌いやがらせのためではなく、純じゆん粋すいに気を遣つかってのことらしい……が、このにこやかな笑み。何とも引っかかる。

「……骨が折れているからこそだ。適度に体を動かしたほうが、血の巡めぐりがよくなって骨が早くくっつく」

　疑心を抱いだきつつも説明すると、月白は大きな尻しつ尾ぽをぴんっと立てた。

「へえ！　そうなのか。知らなかった。けど、適度に体を動かすって、例えば何するんだ？」

「例えば？　……そうだな……あ」

　思案げに視線を彷徨さまよわせていた弥一は、あるものに目を留めた。

「どうした。何かいい考えが思いついた……っ」

「ほら。口開けろ」

　月白が持っていた、粥の入った椀わんと匙を奪い取り、粥をすくった匙を口元に突つきつけると、月白が目を丸くした。

「……なんだ、いきなり」

「これが適度な運動なんだ」

　澄すまし顔で答えてやる。……こんなことも、絶対できなかった。感じるのは気配だけで、何も受け答えしてくれない月白を、必死に崇あがめ奉たてまつろうとしていた今までだったら。けれど、今は──。

「……本当に？」

　眉み間けんに皺しわを寄せて念を押してくる月白に、すかさず頷き返す。月白は猜さい疑ぎ心しんに満ち溢あふれた目でこちちを見つめてきたが、しばらくしておずおずと粥を口に含ふくんだ。

　それを両者無言のまま、五回ほど繰くり返したところで、

「……やっぱり嫌がらせだ！」

　所在なさそうに尻尾で畳たたみを叩たたきながらそう言ってくる月白に、弥一は片眉まゆをつり上げてみせる。

「そう思うってことは……やっぱりお前、さっきのは嫌がらせのつもりで、俺に粥を食わせようとしたんだな？」

「！　いや、そんなことは……」

「俺の勝ちだな」

　ほら。罰ばつとして食え。逃にげるように目を逸そらした月白に、ぞんざいに命令すると、月白がふと、何かに気がついたように目を瞬まばたかせて、こちらに顔を向けてきた。

　まじまじと見つめてくる視線に、今度は弥一が目を逸らした。

「……悪い。少し、浮うかれ過ぎた」

　ぼそりと、いつも以上に低い声で呟つぶやく。瞬しゆん間かん、顔がいやに熱くなった。今いま更さらながらに恥はずかしくなったのだ。

「……。……嫌だったんなら、言ってくれ。もうしない……？」

　何も言わない月白におずおずと視線を上げた弥一は、目を見開いた。

　月白が真顔で、硝子ガラス細工のように無機質な目を、こちらに向けていたから。

　しかし、目が合った途と端たん。

「いや？　その調子で頼たのむ」

　月白の顔にいつもの明朗な笑えみが浮かび、嬉しそうな声でそう言ってきた。

　まるで、先ほどの無表情を打ち消すように。

「……ああ。ありがとう」

　わずかな違い和わ感かんを覚えながらも、弥一は軽く会え釈しやくした。

　その後も、月白と看病されて、し返してを繰り返したり、玄達が依い頼らいしてきた薬の調合をしたりしながら、二人で過ごした。

　夜は、「お前は俺の毛が好きだからな」と狼おおかみ姿になって、ふかふかもふもふの体で弥一を包み込んで眠ねむってくれ、翌朝また「おはよう」と笑顔で起こしてくる。

　そんな日が、次の日も……そのまた次の日も続いた。

　月白はどこへも行かない。時折、従者から報しらせを受け、何やら命じていたりすることはあるが、それ以外は宣言通り、ずっと自分のそばにいてくれる。

　こんなにも長く、誰だれかと一緒にいるなんて初めてだ。いつもは、ずっと一人だから。

　……弥一は決して、人間が嫌きらいなわけではない。だが、一人でいるのが好きだ。

　無ぶ愛あい想そで、人の心の機き微びに疎うとい自分には、誰かを楽しませたりすることなんてできないし、発想も変わっているから、何を言っても……一番の理解者である左衛門にさえ、医術以外の話だと「お前は何を言っているんだ？」と不思議がられるばかりで、会話が成り立たなかった。

　誰かといても疲つかれるだけ。だから、左衛門が死んでも山から下りなかった。いるだけで気き疲づかれする人間たちに囲まれて過ごすより、獣けものたちといるほうがずっといい。

　そして、この十四年間過保護な月白を受け入れられたのは、月白は気配だけで、姿も見えなければ声も出さないから。そう思っていた。

　しかし、こうして姿が見え、言葉を交かわせるようになっても、いっこうにうっとうしさを覚えない。

　月白が、弥一の無愛想を気にする素そ振ぶりを一いつ切さい見せず、自然に明るく接してくれるから？　弥一の話を「お前は何を言っているんだ？」と突き放すどころか、「へえ！　そんなこと考えつくなんてお前、頭がいいなあ！」と感心し、もっと話してくれとせがんでくるから？

　色々要因は考えられるが、とにかく……月白のそばは非常に居い心ごこ地ちがいい。

　この十四年間ずっと感じてきた、温かな気配は勿もち論ろんのこと、明朗で穏おだやかな眼まな差ざしも優やさしい掌てのひらの感かん触しよくも、春の木こ漏もれ日のように心地いい。

　話をしても楽しい。後から後から言葉が湧わき出て来る。自分の中にこんなにも言葉が溢れていたのかと驚おどろくぐらい。

「あにさま。お……おくすりさん！　こ、こんにちは」

　朱音が交ざっても、それは変わらない。

　最近、朱音は毎日金時に乗って、部屋にやって来る。薬入り団子を作ったのを機に、朱音は弥一が治ち療りようすることになったためだ。

「お口開けて。……うん。だいぶよくなってきた……？　どうしました？　元気ないですね」

　月白の膝ひざ上うえに乗って診しん察さつを受ける朱音の耳がぺたんと下がっているので尋たずねてみると、朱音は小さな体をもじもじさせた。

「朱音？　どこか痛いなら弥一に言え。すぐ治してもらえるから」

「え、えっと……おててだけ、はやく、ひとのおててにもどせませんか？」

　手だけ？　首を捻ひねると、金時が座って前まえ脚あしを動かし始めた。弥一には分からなかったが、月白が手を打った。

「お手玉か。今度は……折り紙？　ああ。朱音が好きな遊びだな。なるほど。この前脚じゃ、どっちもできないな」

「……はい。つまんないです！」

「そうだな。……でもな、朱音。手だけ人型になることはできないんだ。戻もどる時は全部いっぺんに戻る。だから、もうちょっと待ってろな……」

「あかね、このおてて、だいっきらい！」

　優しく宥なだめながら前脚を握にぎってくる月白の手を、朱音が小さな前脚で押しやる。

　引っ込み思案な朱音だが、月白に対しては結構強気に出る。それだけ、月白に心を許しているということなのだろう。そう思うと、ひどく微笑ほほえましく思える。

「そんなこと言うな。ほら。この前脚の肉球、花みたいで可愛かわいいのに……」

「花……本当だ。よく見ると、桃ももの花に見えないことも……あ」

　弥一はおもむろに立ち上がった。

　そばにあった文ふ机づくえに座し、置いてあった紙にあるものを描えがき始めた。

「弥一。何を描いて……これは、枯かれ木？」

「……よし。こんなもんでいいだろう。朱音様。その前脚、ちょっと貸してください」

　そう断って、月白が抱だきかかえている朱音の前脚を取ると、肉球に墨すみをつけて、紙の上に押し当てた。すると。

「わあ！　おはな！」

　自分の肉球の型を見て、朱音がぱたぱたと尻尾を振ふった。月白も目を輝かがやかせる。

「本当だ。可愛い花が咲さいたな。朱音、自分でもっと咲かせてみな」

　朱音は「はい！」と、弾はずんだ声で返事をし、自分で肉球の花を咲かせ始めた。よかった。こんなことでも、気に入ってもらえて。

　月白も満足げな笑みを浮かべている。

「いい感じだな……そうだ！　ふう子、お前もやってみな。お前のその蹄ひづめは花びらっぽい」

「ああ、それはいい考えだな。ふう子、やってみろ」

　こんなにも自然に、和なごやかに会話ができる。皆みんな笑っている。

　月白のそばにいると、自分が普ふ通つうの、真っ当な人間のように思えた。

　楽しい。心地いい。そんな感情が沸わき上がり、良くなっていく一方だった。

　けれど、良くなればなるほど、胸がざわついていく。

　原因の一つ目は、そう遠くない別れの時。

　自分は久住の里唯ゆい一いつの薬売りだ。長らく家を空けてしまうと、獣の患かん者じやたちや、月に一度の弥一の行商の薬を待っている里人たちを困らせることになる。

　一応、金時たちに頼んで、薬が必要な獣たちの許もとへ薬を届けてもらったり、里への卸おろし売うり用の薬をあらかじめ作っておいたりと、色々してはいるが……近いうちに帰らなければならない。それが、薬売りとしての責務。だから……今の状じよう況きようは非常にまずい。

　月白と視線を絡からませ、言葉を交わすことに慣れてはいけない。後が辛つらくなるだけ。

　そう、分かっているのに、どうしても月白のそばを離はなれられない。

　そして、近づけば近づくほどに、見えてくるのだ。月白が、何か思い悩なやんでいると。

　一見すると、そんなふうには全然見えないが、ふとした瞬間生気の抜ぬけた人形のように虚うつろな表情を浮かべることがある。

　だが、こちらの視線に気がつくとすぐその表情を引っ込めて、いつもの明るい彼に戻る。そんなことが何回かあった。

　弥一はそれを、山や里のことが気にかかってのことだと単純に解かい釈しやくした。だから、言った。無理をしないと約束するなら行っていい。自分のことなど気にするなと。

　すると、月白は困ったように苦く笑しようして、

「悪いな。お前に余計な心配をさせて。……大だい丈じよう夫ぶだ。お前が心配することは何もない。俺は、お前のそばにいたくてここにいる」

　そう言って、それきり……あの虚ろな表情を一切見せなくなった。

　いつ見ても笑顔で楽しそうな月白。陰かげりなどどこにも見えない。その様に、弥一の心は搔かき乱れる。

　その笑顔は本物なのか？　心の中では別の表情を浮うかべているのでは？

　今、何を考えているのか……と、そこまで考えて、弥一は愕がく然ぜんとした。

　気になるなら本人に直接訊きけばいい。いつもの自分なら迷わずそうしている。心の機微に疎い自分がいくら考えたって分かるわけがないのだからと。

　それなのになぜ、自分はこんなことをぐだぐだと考えている？

　なぜ訊こうとしない？　どうして──。

　自分で自分が分からず狼ろう狽ばいした。それでもやっぱり、月白に訊くことができないまま、ずるずると二日ほど経たった日のこと。

「月白っ！」

　穏やかな昼下がり。いつものように月白の部屋に遊びに来ていた朱音と、紙に肉球の花を咲かせていると、眦まなじりを決した蒼夜が部屋に怒ど鳴なり込んできた。

「あ。そうやあにさま！　みてください！　あかねのおててでつくったおはな……っ」

　弥一から引き離すように朱音を抱き上げ、蒼夜は月白をきつく睨にらみつける。

「月白っ、貴様は何を考えているっ？　よりにもよって朱音を人間のそばに近づけるなんて！」

「弥一のことは、分かっていただいたはずですが？」

　さりげなく、弥一を庇かばうように前ににじり出る月白に、蒼夜はいよいよ眦を決する。

「朱音を貴様の勝手に巻き込むなと申しておる！　朱音に何かあったらいかがする？　魔ま物もの一いつ匹ぴき討うち果たすこともできぬ、里一番の脆ぜい弱じやく者の分際でっ」

「……え」

　思わず声が漏もれた。

　蒼夜は今、何と言った。月白が、里一番の脆弱者？　そんな……だって……。

　戸と惑まどう弥一をよそに、蒼夜はどんどん話を進めていく。

「月白、勘かん違ちがいも大たい概がいにいたせ。書物をいくら読み漁あさろうが、里にほとんど籠こもりきりの貴様が、この地を隅すみ々ずみまで駆かけ回り、直接この目で見聞きしている我らより物事が見えるはずがない」

　月白は何も言わない。あの、感情の一切が抜け落ちた無表情で、静かに蒼夜を見上げるばかりだ。そんな月白が腹立たしいのか、蒼夜は声をいっそう荒あらげる。

「貴様一人がこの人間に騙だまされ、痛い目を見るのは勝手だが、朱音を巻き込むと申すならただでは……ぃっ！」

　蒼夜が声を上げた。朱音が蒼夜の手を引っ搔いたのだ。

「そうやあにさまのばかっ」

　蒼夜の腕うでから抜け出し、ひらりと畳たたみの上に着地すると、朱音は全身の毛を逆立てて叫さけんだ。

「おくすりさんはいいひとです！　あかねにいっぱいいっぱい、やさしくしてくれました。きんときちゃんたちもなおしてくれて……なにもしらないのはあにさまのほう！」

「あ、朱音！　お前は黙だまっていろっ。子どものお前には分からない話……」

「わからずやのあにさまなんて、だいっきらい！」

　泣きながら叫ぶ。瞬しゆん間かん、蒼夜の毛が雷かみなりで打たれたようにいっせいに逆立った。

「だい……きらい？　あか、ねが……俺、を？　そ、そんな……！」

　蒼夜の大きな体がぐらりと揺ゆれた。

　直立不動のままひっくり返る。あまりにも見事な昏こん倒とうぶりに驚おどろいて、思わず駆け寄り具合を診みると、気を失っているようで……まさか、妹に「大だい嫌きらい」と言われた衝しよう撃げきで失神したのか？

　筋金入りの妹馬ば鹿かぶりに呆あきれるばかりだが、当の朱音はと言うと、そんな憐あわれな兄に見向きもしない。ぽろぽろと涙なみだを流して泣きじゃくるばかりだ。

　どう声をかけたらいいか分からず、何も言えずにいると、朱音のそばに月白がにじり寄った。

「朱音。兄上に羽織をかけてやろう。このままじゃ風か邪ぜを引く」

　優やさしく語りかけるが、朱音はふるふると首を振るばかりで動こうとしない。

「うう……そうやあにさま、いつもひどいです。つきしろあにさまのからだがよわいのは、しろいおけけのせいで、つきしろあにさまのせいじゃないのに……っ」

　月白が朱音を抱き上げ、そっと抱き締しめる。

「朱音。兄上は……分かっている。朱音よりずっと、俺の体のこと、分かっているんだよ。だから、怒鳴らずにはいられないくらい、俺が心配なんだ。意地悪しているんじゃない」

　分かってくれ。嫌きらいにならないでくれ。子こ守もり唄うたのように口ずさみながら、あやし続ける。

　決して、弥一に顔を向けないまま。

　その頑かたくなな背中を、弥一は黙って見つめることしかできなかった。







「……そうか。朱音め、とうとう白はく狼ろうのことを話してしもうたか」

　気絶したままの蒼夜を運ぶのを手伝った後、玄達に先ほどのことを話すと、玄達は深い深い溜ため息いきを吐ついた。

「白狼は稀まれに生まれてくる希少種なのじゃが……毎日月白を診しん察さつしておろうゆえ分かると思うが、白狼は日常生活を送る分には全く支障のない健康体じゃ。しかし、普通の神狼に比べて力が極きよく端たんに弱い体の作りでな。本人がいくら鍛きたえてもどうしようもない。これまでの白狼も皆そうじゃった」

　確かに、毎日月白を念入りに診察しているが、毒による衰すい弱じやく以外は健康そのもの。骨格や筋肉などにも異常は見られなかった。

　ならば玄達の言うとおり、そういう体の作りなのだろう。

　ここで、弥一は神狼たちから聞いた、月白の動きを思い返した。

　池に毒を流され、困っている獣けものたちの誘ゆう導どうや、人間の弥一を受け入れさせるための説得など、力仕事ではないものばかり。

　それはひとえに、体を毒で冒おかされ本調子でないがゆえのことだと思っていたが──。

「あやつもずいぶんと鍛たん錬れんを積んだのだがなあ。どうしても駄だ目めじゃった。ゆえに、腕わん力りよくで駄目なら頭で！　と、必死に勉学に励はげんで、今では里一番の知ち恵え者じゃ。頭の良さでは誰だれにも負けん。じゃが……月白が弱い神と知って、幻げん滅めつしたか」

「いえ」

　即そく答とうする弥一に、玄達はほっと息を吐いた。

「……うむ。そこまで気持ちよく言い切ってくれると安心じゃ。……これから、月白の許もとに戻もどるのか？」

　頷うなずくと、玄達は「そうか」とだけ呟つぶやき、踵きびすを返した。その後ろ姿を無言で見送った後、弥一も踵を返した。

　月白の部屋へと続く長い縁えん側がわから望む広大な庭には、夜の帳とばりが下りていた。

　青い月明かりに照らされる枯かれ山さん水すいの庭は実に幻げん想そう的だが、今の弥一の心には届かない。

　脳のう裏りに浮かぶのは、月白の部屋の半分近くを占しめる本の山。

　これまでは、月白は相当な勉強家なのだなと安易に感心するだけだったが、事情を知った後だとよりいっそう、月白を格好よく思った。

　できないことを嘆なげくのではなく、できることを見つけ、ひたすらに励む強い心根。ただ腕力が強いだけよりもずっと立派で、格好いいと思う。それから。

　──これか？　……ああ。確かに珍めずらしいが、色が違ちがうだけだ。後は何も変わらない。

　どんな気持ちで、さらりとあんな噓うそを吐いたのか。想像もできないが、弥一には知られたくないという思考だけは分かる。だが、自分は知ってしまった。

　そんな自分を、月白はどう思うだろう？　そばにいてほしくないと思うか、それとも……。

　駄目だ。やはり無神経な自分にはいくら考えても分からない……と、そこまで考えたところで、弥一の足が止まった。

　視線の先、縁側に一人座して、庭を見つめる月白が見える。

　その横顔に、いつもの笑えみはない。完全なる無表情だ。

　何の感情も見えない。しかし、言いようのない近寄りがたさを感じる。

　近づくな。俺に話しかけるな。そう言われている気がした。

　一いつ瞬しゆん、足が竦すくんだ。月白からそんな感情を感じ取ったのは、初めてのことだったから。

　いつもの自分なら踵を返して、この場を立ち去っている。一人でいたいと思っているなら、邪じや魔まするべきではない。自分がいたって、何の役に立つわけでもないのだからと。

　それなのに……弥一は小さく息を吸うと、再び足を動かし始めた。

　何をしているのだと、心の中で誰かが訊く。

　声をかけて何になる。こんな時、何もできない役立たずのくせに。

　やかましいほどに訊いてくる。そんなものだから、

「診察の時間だ」

　気がつくと、そんな言葉が口から出ていた。

「……。……ああ。もう、そんな刻限か」

　少しの間を置いて、月白がこちらに顔を向けてきた。その顔には、いつもよりずっと控ひかえめな薄うすい笑みが浮うかべられている。

　弥一はそのことに気がつかない振ふりをして、診察を始める。

　極力平静を装いながら触しよく診しんした後、少しぎこちなく咳せき払ばらいして、

「……もう、魚食ってもいいぞ」

　下を向いたまま、ぼそりとそう言ってやった。上からかすかに息を吞のむ気配がした。

「……いいのか」

「ああ。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　本当は、もう一日待ったほうが確実だが……と、内心思っていると、月白が低く笑った。

「ふふん。案外藪やぶだな。患かん者じやのご機き嫌げん取とりのために診しん断だんを変えるなんて」

「！　そんなことない。俺はちゃんと……っ」

　いきなり腕を取られたかと思うと、床ゆかに押し倒たおされてしまった。

　肋あばらの怪け我がを気にしてか、ゆっくりとした所作だったが、覗のぞき込んできた顔に笑みはない。

「……本当に？」

「……一日だけ、おまけしてやった」

　じっと見つめてくる視線の威い圧あつに耐たえきれず白状すると、月白は苦く笑しようした。

「ありがとう。けどさ……お前、もっと自分に自信持てよ」

「？　何のこと……っ」

「好物の魚食うより、お前に励ましの言葉をもらうほうが、俺は元気になるんだけどなあ」

　鼻を摘つままれて言われたその言葉。

　最初は意味が分からなくてきょとんとしていたが、理解できた途と端たん。弥一の顔はみるみる赤くなっていった。

「な、何言って……っ」

「励ましたいと思ってくれてるなら、お前の言葉をくれ」

　頼たのむよ。肩かた口ぐちに額を押しつけられる。その上、甘えるように額を擦こすりつけてくるものだから、心臓が跳はねた。

　この男は一体何を考えているのだっ？　訳が分からずどぎまぎしたが、

（本当に……俺なんかの言葉で、元気になるのか？）

　とてもそうは思えない。だが、月白は欲しいと言ってくれている。そして、何より……先ほどのことを気にしているらしい月白に、今の自分の気持ちを伝えたい。そんな想おもいから、弥一は口を開いた。

「……。……昔、な。妹が、目の前で死んだんだ」

　一いつ生しよう懸けん命めい、声を振り絞しぼる。

「死ぬまでずっと、痛い。助けてって何度も言われた。けど、俺には何もできなくて……思ったんだ。怪我を治す力さえあれば、妹を救えたのにって。だから、医術を学びたくなって……でも」

　弥一は口を閉じた。所在なさそうに宙で固まっていた手を、恐おそる恐る月白の頭に下ろしてみる。

　触さわり心ごこ地ちのいい癖くせっ毛の感かん触しよく。十四年前に抱だき締しめた、ふかふかの産うぶ毛げとは違うけれど。

「十四年前、山で迷った時。死ぬほど不安で、怖こわかったのに……お前がそばにいてくれただけで、怖くなくなった。むしろ、楽しいとさえ思えて……状じよう況きようは何も変わってなくて、お前は何も特別なことなんてしなかったのに。それって、どんなことよりすごいことだと思うんだ」

「……っ」

「その後も、お前が見守ってくれていると思ったら、怖いことなんてなかったし、寂さびしくもなくて……今もそうだ。こうしてそばにいるだけ……たったそれだけで十分で、他ほかに何もいらなくて……うん。やっぱり」

　誰が何と言おうと、お前は俺にとって最高の神様だよ。

　ぎこちなく、月白の髪かみを撫なでながら、言った。噓うそ偽いつわりのない、自分のありのままの気持ちを。それなのに。

「……」

　月白は何も言ってくれない。弥一の肩口に額を押しつけたまま、固まるばかりだ。

　……どうしたのだろう？　やっぱり、自分の拙つたない言葉では駄目だったか。

　じわじわと不安が広がっていく。その時。弥一は息を詰つめた。いきなり、月白が起き上がったかと思うと、弥一の腕うでを引き、抱き締めてきたのだ。

　あまりに突とつ然ぜんのことに、ぽかんとしていると、

「……ありがとう」

　頭の上から声が落ちてきた。

「やっぱり、魚食うより……全然効いた」

　くぐもった声で告げられた言葉に、心臓が壊こわれんばかりに大きく高鳴った。

「そ……そう、か。それなら、よかった……」

「あと……ついでにもう一つ、俺の我が儘ままを聞いてくれるか？」

「……え？　な、なんだ。まだあるのか。欲よく張ばりな奴やつだな。一体何……」

　月白に言われた言葉と、また何かを強請ねだってもらえた言葉が嬉うれしくて、声を上擦らせながらも促うながした弥一を抱き締めたまま、月白はこう言った。

「すぐ、人間界に帰ってくれ」

　何を言われたのか、分からなかった。







　翌日、山神の里に雨が降った。

　銀の針のような雨あま粒つぶが静かに降り注ぐ、冬の雨だ。

　刺さすように冷たい雨に体は芯しんまで冷え、まだ完全に治っていない肋が軋きしんだ。弥一が思わず立ち止まって歯を食いしばると、前方を歩いていた、雨具姿の玄達が振り返った。

「大丈夫か？　やはり、無理はせぬほうが」

「いえ、大丈夫です。そのまま、進んでください」

　きっぱりと答える。玄達は少し迷う仕草を見せたが、結局頷うなずいてまた歩き始めた。背負っている薬箱を背負い直し、その後に続く。

　しばらくはそのまま無言で山道を歩いていたが、

「すまぬな」

　ふと、玄達が雨音に搔かき消えそうなほど小さな声で、ぽつりと呟つぶやいた。

　今朝から、玄達は謝りどおしだ。

　弥一の怪我が完治していない状態で送り返すことになってすまない。こんな、慌あわただしく追い出すことになってしまってすまない。月白が見送りに来られなくてすまない。というか、誰だれにも別れの挨あい拶さつをさせてやれずすまない。

　そんな玄達に、弥一は何度も「全部承知している」と繰くり返した。

　自分も、そろそろ帰らなければならないと分かっていた。

　このあたりで唯ゆい一いつの薬売りである弥一が長らくいなければ、山の獣けものたちも、弥一の薬を待っている里人も困る。月に一度の行商に弥一が行かなければ騒さわぎになるだろうし、頼義がその騒ぎを利用し、何か良からぬことを考える可能性だってあって……と、理由を挙げていったらキリがない。

　本来なら、もっと早くに帰るべきだったのだ。

　月白も、そのことは重々分かっていた。それでも、慌ただしく帰らねばならぬぎりぎりまで、このことを口にしなかったのは、弥一を人間界に帰すなら、ちゃんと完治させたいという強い思いがあったから。

　よほど無念だったらしく、昨夜はそのことばかり謝っていたが、その気持ちだけで弥一は十分だった。

　今朝起きたらいなかったことも……昨夜の心底申し訳なさそうな顔を思い返せば、本意ではないと分かる。

　分かっている。全部ちゃんと、分かっているのだ。

　それなのに、弥一は帰る前にあるものを見ておきたいと玄達に頼んだ。それは。

「お。着いたぞ」

　玄達の声に顔を上げると、鬱うつ蒼そうとした木々を抜ぬけ、開けた場所に出た。

　里の外れにある小高い丘おかの頂上だ。

　そこに立つと、雨に濡ぬれる山神の里……月白が生まれ育った地が一望できた。

　今まで世話になった、山神の長おさの屋や敷しき。里の真ん中を流れる川。それから、冬には場ば違ちがいな、色とりどりの花が咲さき乱れる野原。

「この里は、一年中花が咲いているんですか？」

　思わず尋たずねると、玄達が「まあな」と、近くに転がっていた石に腰こしを下ろしつつ答える。

「あれは、蒼夜が術で咲かせておるのだ。朱音は花が好きだからと言うてな」

「え……術で、わざわざ？」

「呆あきれるであろう？　まこと、どれだけ朱音に甘いのか」

　確かに、それだけ聞くと呆れるが、昨日朱音に「大だい嫌きらい」と言われただけで失神した様を見ると、さもありなんと思ってしまう。

「……まあ、わしも言えた義理ではないがな。朱音を悲しませとうないからと、朱音に黙だまってこっそり帰ってくれと、ぬしに頼んだのじゃから」

「……」

「すまぬな。あの子はまだ子どもじゃ。ぬしがなぜ帰らねばならぬのか理解できん」

　子ども。その言葉を聞いた途端、弥一の胸はじくりと痛んだ。

　昨夜の醜しゆう態たいを思い出してしまったのだ。

　──すぐ、人間界に帰ってくれ。

　自分だって考えていたことなのだから、月白の申し出は、別に……意外でも何でもない。

　けれど、その言葉を聞いた瞬しゆん間かんから、自分はどこか上の空だった。

　月白が色々話しているのに、何の反応も示せず、ぽかんとするばかり。

　──こんなふうに面と向かって話すことは、もう二度とないが、お前のことはいつも見守っているぞ。

　笑え顔がおでそう言われた刹せつ那な、月白の顔が見えなくなるほど、視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　何が起こったのか分からず固まっていると、体が柔やわらかな温ぬくもりに包まれた。いつの間にか狼おおかみの姿になった月白が、弥一の体を包み込んだのだ。

　──もう寝ねよう。明日あした、たくさん歩くからな？

　そんな言葉とともに、頰ほおを舐なめられる。

　やたらと濡れた感触を頰に覚えて、自分が涙なみだを流していることに気がついた。

　どうしてそんなことになるのか。自分で自分が分からず首を捻ひねっていると、さらに深く抱だき込まれる。

　──……いい。余計なことは、考えなくていいから。

　おやすみ。幼おさな子ごをあやすような、どこまでも優やさしい声こわ音ねに、また涙が溢あふれ出た。

　どうしてそうなるのか、その時は分からなかったが、今朝月白がいない一人きりの部屋で目覚めて、ようやく分かった。

　自分は、悲しかったのだ。もう月白と顔を合わせ、声を聞くことができないことが、どうしようもなく嫌いやで、苦しい……なんて。

　何を、馬ば鹿かなことを考えている。こんなこと、最初から分かっていたことではないか。

　月白とこんなふうに接することができるのは今だけ。ここを出れば今までと同じように、月白の気配だけを感じる日常に戻もどると。それなのにっ。

　理性が何度も𠮟しつ責せきした。だが、心は嫌だと駄だ々だを捏こね続ける。

　もっと、月白と話がしたい。あの春の木こ漏もれ日のような眼まな差ざしが見たい。これまでのように、気配を感じるだけでは全然足りない！

　そして、そう思えば思うほどに……月白が憎にくたらしい。

　自分はこんなにも、月白と話せなくなるのが辛つらいのに、普ふ段だんと変わらず、優しい笑みを崩くずさなかった月白。

　お前は何とも思わないのか。お前にとって俺はその程度の存在か。だったら、どうしてこんなになるまで優しくしたっ？　なんで？　どうしてっ……ああ。

（……どうかしている）

　あんなにも良くしてもらっておいて……しかも、神様相手に自分は何を考えている。

　月白への信心だって、もっと汚きたない粗そ悪あく品になってしまったはず。

　やはり、自分はどうしようもない罰ばち当あたりだ。子どもより始末が悪い。

　だが、それでも……自分にとって月白は一番の神様だ。少しでも月白の足しになるなら……月白の役に立てるなら、これからも信心を捧ささげていきたい。

　その想おもいに噓うそはない。むしろ、今まで以上に強く想っている。

　だから、ここに捨てていく。月白を神として崇あがめるのに邪じや魔まな思い出は全部。

　それが、今の自分にできる精せい一いつ杯ぱい。

（……ごめんな）

　本当は、死ぬまで大事に覚えておきたいと思うくらい、大切にしてくれたのに……と、自己嫌けん悪おに胸を痛めていた……その時。

「おくすりさあん！」

　ぱしゃぱしゃという足音とともに、声が聞こえてきた。この愛らしい声は！

　弾はじかれたように顔を上げると、ふう子と……金時に乗ってこちらに駆かけてくる晴れ着姿の女の子が見えた。

　ひな人形のように整った顔と、くりっとした大きな二ふた重えの瞳ひとみ。ほんのり色づいたふっくらとした頰。灰色のおかっぱ髪がみから生える、灰色の獣の耳。この子は……朱音？

　人型に戻れたのか？　本来は喜ぶべきことだが、雨具をつけていないせいで、可愛かわいい晴れ着も艶つややかなおかっぱ頭もぐっしょりと濡れていて……。

「おくすりさん、まって……きゃっ」

「何やってるんですっ！」

　身を乗り出すあまり、金時の背から落ちてしまった朱音を見るなり、弥一は慌てて駆け寄り、自分の雨具を脱ぬいで朱音の小さな体をくるんだ。

「せっかく人型になれたのに、こんなに濡れて……体を壊こわしたらどうする……っ」

　雨具を着せてやる弥一の手を振ふり払はらい、朱音が弥一の胸に飛びついてきた。

「いかないで。つきしろあにさまのそばにいて。あにさまを、なおしてあげて！」

　懸けん命めいにしがみつき、震ふるえる声で懇こん願がんしてくる朱音に唇くちびるを嚙かむ。

　自分のことよりも、兄の心配ばかりして……本当に優しい子だ。

「……朱音様。月白様は、もう大だい丈じよう夫ぶです。好物の魚が食べられるくらい元気に……」

「なおってない！」

　宥なだめようとする弥一の声を、朱音は大声で遮さえぎった。

「おくすりさんがなおしたの、どくだけです。あにさまをいつもくるしめてる、はくろうのやまいはなおしてない……」

「朱音！」

　朱音の声を大声で遮り、玄達が転がらんばかりの勢いで駆け寄って来た。

「な、何を訳の分からぬことを申しておるっ。月白は、何も患わずらっておらん！　病などでは……むぐっ」

　玄達の言葉が途と切ぎれる。金時が背後から玄達を羽は交がい締じめにし、ふう子が前まえ脚あしで玄達の口を塞ふさいだのだ。普段なら二匹ひきを軽々と放ほうり投げる玄達も、こうされては手も足も出ないらしく、じたばたすることしかできない。

　それを見届けると、弥一は再び朱音へと向き直った。

「白狼の病とは、どういうものですか」

「はい。えっと……あかねは、よくわからないんです。でも、もうすぐしたらきっと、あにさまは……何もしてないのに、おからだがよわりはじめます」

「何もしてない？　それは……」

　とっさに意味が分からない弥一に、朱音は一生懸命説明してくれた。

　体が衰すい弱じやくするのは無理をしたり、風か邪ぜを引いたり、何か理由があるはず。だが、月白にはそれがない。体はどこも健康なのに、なぜかどんどん衰弱していく。そのうち、大病を患い、臥ふせってしまうのだとか。

「つきしろあにさまはそのたびに、がんばってごびょうきをなおします。でも、なんかいなおしても、しばらくしたらまたげんきがなくなって、ごびょうきになる。そのくりかえし。ちいさなときからそうだっていってました」

　……小さな頃ころから？　では。

　──俺が来たからにはもう大丈夫だ。お前もじいさまも助けてやるぞ！

　十四年前のあの時にはもう……。

「それで……まえは、それがみつきくらいだったのに、いまはもう、ひとつきもげんきでいられなくて……きっともうすぐ、たかちゃんたちみたいになる」

「……たかちゃん？」

「あにさまのおともだちのはくろうです。みんなも、あにさまみたいに、なんかいもごびょうきしていました。でも、いつのまにかおうちからでてこなくなって、そのまま……そうやあにさまは、とおくへいったっていうけど、あかねはしってます」

　皆みんな。では、月白の他ほかにも複数の白狼がいたということか。だが、今は月白一人だけ。

　全身から、嫌な汗あせが噴ふき出した。

　朱音が説明したような病状など、今まで聞いたことがない。朱音が「白狼の病」というくらいだから、この病は白狼特有のものなのだろう。

　だが、それを差し引いたとしても、自分は……あんなに毎日、月白の体を診しん察さつしたというのに、月白を長年苦しめ続けている、致ち死し率が極きわめて高いその病の一いつ端たんさえ、見つけることができなかった。

　──ふふん。案外藪やぶだな。

　昨夜。もう大だい丈じよう夫ぶだと言った自分に、月白はそう言った。冗じよう談だんめかした軽い言い方だったが、実際は……心底呆あきれていたのではないか。

　何が大丈夫だ。このどうしようもない藪め。それくらいは、吐はき捨てたのでは……いや。

　きっと、昨夜だけではない。これまでずっと、弥一の何気ない言動のいちいちが、月白の心を傷つけ、抉えぐってきたに違ちがいない。十四年前、初めて会った時からずっと。

　それなのに、自分ときたらどうだ。もう月白と面と向かって話せないのが嫌だの、今までと変わらず優しいばかりの月白が憎たらしいだの……なんと身勝手で、愚おろかなのだろう。

　こんな……薬売りとしても、人間としても駄だ目めな自分を、月白が必要としてくれるはずないのに。罪悪感と自己嫌悪で吐き気がした。

　けれど……それでも──。

「さいきん、あにさまはごびょうきになっても、おやすみするの、やめちゃいました。もう、おやすみするのあきちゃったって。げんたつのところにもいかなくなりました。でも……おくすりさんのちりょうならうけるって。そういったんです。だから、おくすりさん。かえらないで。あにさまをなおして……あ」

　一生懸命に話す朱音のその言葉を聞いていられず、弥一は駆け出した。

　向かうのは、山神の長おさの屋や敷しき……月白の部屋だ。

　月白が重病を抱かかえていることさえ見み抜ぬけなかった自分が月白の許もとに戻もどったところで、何ができるわけでもない。それでも、月白に逢あいたかった。

　逢って……確かめたいのだ。月白が……と、思った時。

『月白っ！』

　屋敷のほうから、雨音を搔かき消す怒ど号ごうが聞こえてきた。この声は、蒼夜だ。

　急いで駆けつけると、庭にたくさんの人だかりが見えた。

　雨具もつけずに立ち尽つくす神しん狼ろうたちの中心にいるのは、悠ゆう然ぜんと胡坐あぐらを搔く月白と、それを仁に王おう立だちで睨にらみつける蒼夜。

「貴様、自分が何をしたのか分かっておるのかっ？　頼義を庇かばって我が刃やいばの前に身を投げ出すなど、正気の沙さ汰たでは……」

「その言葉、そっくりそのままお返しします」

　髪を振り乱して怒ど鳴なる蒼夜を静かに見み据すえ、月白が淡たん々たんと答える。

「頼義はまたも禁きん忌きを犯おかしました。禁域の木を伐きるなど、許されることじゃない。されど、怒いかりにまかせて刃を向けるなど言語道断。神狼が人間を殺せば、その身が穢けがれ、魔ま物ものと化す摂せつ理りをお忘れか」

　二人のやり取りに息を吞のむ。

　平静なら、頼義がまたやらかした。神狼は人間を殺せば魔物になってしまう。そう言ったことにも気をやれたろうが、今はただただ──。

「さようなことは聞いておらんっ。俺は……なにゆえ命を粗そ末まつにするのだと訊きいておる。かようなことで死んだら、犬死にもいいところ……」

「犬死にではございません。すぐ頭に血が上る愚ぐ兄けいへの、せめてもの戒いましめになるのなら……畳たたみの上で無む為いに死を待つより、よほど意味がある……っ」

　無感情にそう呟つぶやく月白の頰ほおを、蒼夜が平手で張る。その顔は、自分が殴なぐった側だというのに苦く悶もんに満ちている。二人を黙だまって見守り続ける神狼たちも、蒼夜と同じ顔をしている。

「黙れっ！　何が無為なものか。病を治すも立派な責務ぞっ。それを……今の貴様が一番無意味で愚かだ。自分から生きることを放ほう棄きして……っ」

　……やはり、月白は生きることを諦あきらめてしまっている。

　だから、効くかどうかも分からない、弥一の解げ毒どく薬が平気で吞めた。安静にしていろといくら言っても無理を重ね、自分の体のことは一いつ切さい頓とん着ちやくしなかった。

　死病に冒おかされているというのに、何も悩なやみ事がないような、穏おだやかな瞳をしていた。

　そう思ったら、蒼夜たちと同じように弥一の表情も歪ゆがんだ。

　……嫌いやだ。月白が死ぬなんて、絶対に嫌だ。

　助かる可能性が少しでもあるなら、諦めてほしくない。その手助けが少しでもできるのなら、自分は……。

「何を見ている」

　弥一は息を吞んだ。蒼夜と、目が合ったのだ。

「……盗ぬすみ見とはいい度胸だ、人間！」

　一足飛びで、蒼夜は弥一の目の前に飛んできた。

「このことも、あの頼義に報告するつもりか。長の息むす子こどもはすこぶる仲が悪いと……っ」

　弥一を睨みつけていた蒼夜は目を丸くした。弥一がいきなり、背負っていた薬箱を下ろしたかと思うと、勢いよく土下座したからだ。

「お願いですっ！　俺に……引き続き、月白様を診みさせてください！」

「！　な、何だと？　貴様、何を言うて……」

「俺が！　里で唯ゆい一いつの薬売りである俺が帰らないと、皆に迷めい惑わくをかけて……もしかしたら、このことを利用して頼義がまた何かしてくるかもしれないし……そもそも！　月白様が大病を抱えていることさえ見抜けなかった俺が言うべきことじゃない。全部重々承知しています。けど！」

　にじり寄って、蒼夜の袴はかまの裾すそを摑つかむ。もう、必死だった。

「これから原因不明の衰弱が始まるというのなら、その時調べれば何か分かるかもしれない。ですから、どうかここに置いてください。月白様を診させて……っ！」

　なりふり構わず懇こん願がんしていると、突とつ然ぜん肩かたをぐいっと摑まれた。顔を強こわ張ばらせた月白だ。

「つき、しろ……わっ」

　無む理り矢や理り引っ張られて、立たされる。そして、弥一を摑んだまま無言で歩き出すので、弥一は目を白黒させた。

「お、おい。お前……」

「ま、待て！　月白っ。どこへいく……」

「来るなっ！」

　我に返り、追いかけてこようとする蒼夜に、月白が振ふり返って叫さけぶ。その怒ど声せいと睨みつける眼光の迫はく力りよくは凄すさまじく、蒼夜をはじめその場にいた全員が竦すくみ上がった。

　誰だれもついてこないことを見届けると、月白は前を向き、再び歩き始めた。

　そんな月白に、弥一はされるがままについて行った。あまりにも常ならぬ月白にすっかり気け圧おされてしまったのだ。













　月白が弥一を連れて行ったのは、月白の自室だった。

　部屋に入るなり、乱暴に畳の上に引き倒たおされる。尻しり餅もちをついて、かすかに声を漏もらしていると、月白がすかさず覆おおいかぶさってきた。

「どうして、戻って来た」

　ぐいっと顔を近づけられると同時に、地を這はうような声で尋たずねられ、一気に血の気が引く。

　月白……相当、怒おこっている。

「全部、分かっているじゃないか。お前が帰らなきゃ皆が迷惑して……お前は、この体を治せない。それだってのに」

「治せないって……決まったわけじゃ」

「決まっているさ」

　気圧されながらも何とか反論しようとする弥一に、きっぱりと月白が言い切る。

「これは病じゃない。天命だ。じゃなきゃ……あいつらが、死ぬはずないんだ」

「あいつら……白狼の幼おさな馴な染じみか」

　訊きき返すと、月白の表情がますます曇くもる。

「……なんだ。そのことも知ってるのか。……そうだ。皆みんな、俺より丈じよう夫ぶで、気き概がいがあった。白狼は短命だなんて常識は、俺たちでひっくり返してやろうって、いつも……っ」

　ここで月白は言葉を切って俯うつむいた。彼らのことを想おもい出してたまらなくなったのだろう。

「あいつらは、本当に努力したよ。体を鍛きたえて、色んな治ち療りよう法を試ためして……けど、結局駄目だった。どんな想いも、努力も、天命の前では無意味だ」

「！　そんな……そんなこと、な……」

「そうして、天命に逆らうやつは皆、心が壊こわれちまう」

　弥一の言葉を遮さえぎり、月白は俯いたまま、虚うつろな声で呟いた。

「皆、いい奴やつらだったよ。俺なんかよりずっと情に篤あつくて、優やさしくて……どんなに自分が辛つらくても、周りを思いやれる強い心を持ってた。それなのに……死を受け入れられないあまり、壊れちまった。こんな体に産んだ親も、普ふ通つうの神狼に生まれて来た兄弟も、一いつ緒しよに苦楽をともにした同じ白狼の友も、自分も世界も何もかもを呪のろって、傷つけて、絶望のどん底で死んでいく」

　弥一は小さく息を吞んだ。

　白狼の友さえも傷つけて……では、彼らは月白にも辛く当たったというのか。

　一体どんな言葉をぶつけられたのか。想像もできないが、月白の常ならぬ無機質な声こわ音ねに、いまだに癒いえぬ疵きずの深さが透すけて見えた気がして、やるせなく思っていると、

「お前も、よく知ってるはずだ」

「……え」

　不意に投げかけられた言葉に、戸と惑まどいの声を漏らす。何のことか分からなかった。けれど。

「お前の妹は、死ぬ前に……お前になんて言った」

　続けて尋ねられたその言葉に、心臓が止まりそうになった。

　妹が……茜が、なんて言っただと？　そんな……そんなこと……。

　何も言えずにいると、月白がゆっくりと翡ひ翠すい色の瞳ひとみを持ち上げ、こう言った。

「当ててやろう。『兄ちゃん。ひどいよ。どうして、助けてくれないの？』」

　胸を刃で抉えぐられたような衝しよう撃げきが走る。

　あまりの激痛に眩暈めまいがして、意識が飛ぶ。十五年前のあの時に。

　──にいちゃん！　にいちゃん！　まってよ、にいちゃん。

　茜。どこへ行くにもついてきた、甘えん坊ぼうの可愛かわいい可愛い妹。

　あんまり可愛いからたくさん甘やかすと、「にいちゃんはいつも、あかねのことばっかり」と微笑ほほえみ、弥一がちょっとでも辛い顔をすると、「だいじょうぶ？」と今にも泣き出しそうな顔で抱だきついてきた。

　自分たちはこの世で一番仲がいい兄妹きようだいだ……なんて、馬ば鹿かみたいに思っていた。

　それなのに……茜が侍さむらいに斬きられたあの時。

　──にいちゃん……いたい、よ。たすけて。

　茜は激痛に泣きじゃくりながら、何度も弥一に助けを求めてきた。

　だが、子どもの弥一にはどうすることもできない。

　傷口を押さえたり、あやしてみたり、思いつく限りのことをしたが、茜の容態は悪化するばかり。そして。

　──どう、して……？

　事切れる刹せつ那な、こちらを見つめてくる茜の目の色が変わった。

　──どうして、たすけて……くれないの？

　ひどいよ、にいちゃん……。

　最後に振り絞しぼるようにして紡つむがれたその声音は、弥一をどこまでも責めていた。弥一を見つめたまま見開かれた瞳には、はっきりと憎ぞう悪おの色が浮ういていて……。

「……っ」

　その光景を遮るように思わず顔を手で覆うと、「知ってたよ」という穏やかな声。

「お前が……どんなひどい目に遭あっても助けてくれと言わないのも、薬売りじゃない自分なんて無価値だって思い込んでいるのも全部、妹につけられた心の疵のせい」

「違ちがうっ」

　顔を手で覆ったまま、弥一は首を振った。

「違う……茜は、悪くない。茜を助けられなかった俺が……俺が全部……っ」

　顔を覆っていた手を摑まれ、無理矢理顔から引き剝はがされる。

　瞬しゆん間かん、月白の射い貫ぬくような眼光とぶつかった。

「このまま一いつ緒しよにいたら、俺は……妹がつけたその疵よりももっと深く、ずたずたに……お前を傷つけるぞ」

「……っ！」

「俺はきっと、先の見えない治療が嫌いやになって、散々お前を傷つけた挙げ句、無様に死んでいく。そうして、お前には何も残らない」

　月白が自分を傷つける。そんなこと、あるはずがない。瞬間的に思ったが、すぐ……「本当に？」と誰かが心の中で尋ねてくる。

　あんなにも仲がよかった実の妹とでさえ、死に直面した途と端たん、絆きずなは呆あつ気けなく消え去り、妹は何もできない自分に怒いかりをぶつけてきたのだ。

　月白だってそうなる可能性は十二分にある。それでなくても、何度診しん察さつしても病の一いつ端たんさえ見つけられなかった弥一がこの病を治せる可能性は限りなく低いし、そもそも……月白は治療を望んでさえいない。

　茜からのたった一言にいまだ苦しんでいるというのに、月白から聞くに堪たえない罵ば声せいを毎日聞かされ続けたら、自分はどうなってしまうのか。想像するのも恐おそろしくて、思考が停止してしまう。

「そんなことをして、お互たがい何の得がある？」

　……ない。得なんて、何一つない。

　弥一が胸の内でそう思ったことを見み透すかしたのか、月白は小さく微笑んだ。

「やめようぜ。そんな不毛なこと。俺は、お前の……最高の、神様のままでいたいよ」

　軽く手の甲こうをぽんぽんと叩たたかれた。弥一が目を見開くと、月白はそっと目を逸そらし、おもむろに立ち上がった。そのまま、背を向けて……行ってしまう。

「まあ。そんなに深刻になるなよ。別に、今すぐ死ぬってわけじゃないし、案外このままだらだらと生き続けるかもしれな……」

　いつもの明朗な声で笑っていた月白が、口を閉じた。弥一が、震ふるえる手で月白の羽織の裾すそを摑つかんだのだ。

「……嫌、だ」

　俯いたまま、弥一は裾を握にぎり締しめた手に力を込める。

「お前が、死ぬなんて……絶対、嫌だ」

「……弥一」

「分かって、いるんだ。全部、お前の言うとおりで……俺は、すごく身勝手だ。けど……すまない。どうしても、諦あきらめられない。お前をこのまま、死なせたくない。それが叶かなうなら、俺は……何でもする。効くっていうなら、俺の心臓だって煎せんじて吞のませてやるっ」

「……っ」

　月白が息を吞む気配が耳に届き、弥一は肩かたを震わせた。聞き分けのないやつ、うっとうしいと思われた？

　そう思っただけでじくじく胸が痛んだ。月白に疎うとまれるのは辛い。だが、どうしてもやめられない。

「お願いだ。俺は……どんなに傷つけられても、滅め茶ちや苦く茶ちやに壊されたっていい。それでお前が治ってくれるなら……お前ならいい。だから、どうか……っ」

　込み上げてくる想いを、血を吐はくような思いで吐と露ろしていた弥一は目を瞠みはった。

　いきなり、月白にきつく抱だき締められたせいだ。

「……はあ。畜ちく生しよう。お前って奴は、どうしてこう……っ」

「？　つ、つき、し……」

「駄だ目めだ。もう無理」

　無理？　何が？　意味が分からず戸惑っていると、月白は弥一から身を離はなした。

　そのまま弥一の前に腰こしを下ろすと、改まったように居住まいを正し、真っ直すぐこちらに目を向けてきた。

　その顔は、今まで見てきたどの顔よりも真しん摯しで凜り々りしかったものだから、どぎまぎしたが、

「分かった。お前の治療を受ける」

　月白が発したその言葉で、軽く吹ふき飛んだ。

「！　ほ、本当か？　本当に、俺の治療を受けてくれるのか？」

　前のめりになって念を押すと、月白は深く頷うなずいた。

「ああ。お前の好きなだけ、とことん付き合ってやる。ただし、一つだけ条件がある」

「条件？　……なんだ？　俺にできることなら……」

「口説かせてくれ」

　弥一の言葉を遮さえぎり、さらりと発せられたその言葉。

「……。……は？」

　長い間の後、弥一は最高に間の抜ぬけた声を漏もらした。

「え？　あ……悪い。もう一回、言ってくれるか……っ」

「口説かせろ。それを許してくれるなら、この体、全部お前にやる」

　ずいっと顔を近づけ、低く掠かすれた声で囁ささやかれる。あまりにも熱い視線に貫かれ、弥一は尻しり餅もちをついた。

「な……何言ってるんだ、お前。俺は、男……」

「気に入らなきゃ袖そでにし続ければいい。……心配するな。突っ込ませてくれなきゃ治ち療りようさせないだなんて、五流の男が吐くような下げ種すは言わない」

「つ、つっこ……っ！」

　あまりにも露ろ骨こつな言い草に顔が真っ赤になる。そして、激しく混乱した。

　突っ込ませてくれなきゃ？　つまり、一物を自分に挿入いれたいと？　確かに、一応穴はあるが……。

（俺みたいな男に勃たつのかっ？　……！　いやいやっ）

　慌あわてて首を振ふる。今考えるべきはそういうことではなくて！

　顔を赤らめ、あたふたするばかりの弥一に、月白は楽しげに笑った。

「なんだ？　その初心うぶな反応。はは。お前もしかして生き娘むすめか？」

「！　俺は娘じゃないっ。……いや、そうじゃなくて……お、お前、文脈が滅茶苦茶だ！　治療の話をしていたのに……第一、なんでそんなこと」

「うん？　嫌がらせ」

　顔に笑えみを貼はりつけたまま、月白は弾はずんだ声でそう言った。

　とっさに意味が分からずきょとんとすると、月白は笑みを深めた。

「俺みたいな身の上の男が口説くなんて、たとえ本気でも……相手にとっちゃ嫌がらせ以外の何物でもないだろう？」

　どこまでも明るい声で、そんなことを言う月白に、弥一は瞳ひとみを揺ゆらした。

　月白が何を言っているのか、何を考えているのか、さっぱり分からない。けれど……なぜだろう。今ひどく胸が苦しい。

　嬉うれしいような、悲しいような、月白の本心を問い詰つめたいような、今すぐこの場から逃にげ出したいような……そんな、相反する感情がぐちゃぐちゃに入り乱れて……何だ、これは。

　分からない。月白の気持ちも、自分の気持ちも何もかも分からない。ただ。

「……嫌がらせなら絶対、落ちてなんてやらない」

　気がつけば、そんな言葉を口にしていた。

　月白の目が大きく見開かれる。だが、すぐに不敵に口角をつり上げてこう言った。

「ああ。健けん闘とうを祈いのる」







　その後、弥一は正式に、月白の主治医として里に置いてもらえることになった。

　反対する者はいなかった。むしろ、皆みんなから諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいされた。

　弥一自身が求められたからではない。弥一が主治医になるなら治療を受けると月白が宣言したからだ。

「ようございました。皆がどれだけ言うても、もう療りよう養ようしないと言うていた月白様が！」

「誠まことに。ここだけの話、最近の月白様は何やら痛々しゅうて、見ておられなんだのです」

　しきりにそう言って安あん堵どする。玄達もその一人だ。

「月白があのような潑はつ剌らつとした風ふ情ぜいに戻もどれるのなら、主治医など誰だれでもよい。……白はく狼ろうの寿じゆ命みようは二十年と少しが限界。その宿命から逃のがれられた白狼は一人もおらん。ゆえに、全くの徒労に終わる可能性のほうが高い……が、わしもできる限り協力するゆえ、月白のことを頼たのむぞ」

　深々と頭を下げる。皆、月白のことを慕したい、案じている。

「貴様のことなどこれっぽっちも信じていない！　だが、貴様を受け入れぬと月白と朱音が煩うるさいから……よいか！　貴様の患かん者じやたちについては、俺と玄達ができるだけ対処してやる。貴様は、月白の治療のみに専念しろ。よそ見をしたら許さぬぞっ」

　蒼夜も……露骨に不快感を露あらわにしながらも、了りよう承しようしてくれた。その上、ふと顔を近づけてきたかと思うと、

「ちなみに……月白の治療に何か、入りようなものはないか？　あやつが少しでもようなるなら、何でも……うー！　な、何じゃその顔は！　もうよいっ。貴様とは直接話さん！」

　玄達経由にする！　まじまじと顔を凝ぎよう視ししてくる弥一の視線に耐たえられなくなったのか、蒼夜は耳の中まで真っ赤にしてそう怒ど鳴なると、どすどすと荒あら々あらしい足取りで行ってしまう。

　なんだかんだ言って、蒼夜も月白のことを心から心配している。

　そして、期待している。月白の容態が少しでも好転することを。

　その期待に応こたえるためにも、今のうちに白狼の生態や病についての知識を深めるなどして、月白の体が原因不明の衰すい弱じやくを見せ始める、来きたるべき時に備えなければ。

　そう思って、玄達から借りた白狼の医術書を読み込もうと思うのに、

「弥一。いい天気だ。外に逢あい引びきに行こうぜ」

　当の月白が盛大に邪じや魔ましてくる。

「あい……駄目だ。俺は忙いそがしい……っ」

「まだ症しよう状じようは出てないんだし、いいじゃないか。さあ、行こう」

　こちらの意向などお構いなしに連れ出される。しかも毎日だ。

　ようやく毒の治療が終わり、療養生活から解放されて元気が有り余っているのか。それとも……治療を受けるというのは口先だけで、本当は弥一の治療を受ける気なんて毛頭ないとか？

　これから未知の難病に挑いどまねばならぬ不安と、月白の心が分からない恐きよう怖ふ。それから、ふとした瞬しゆん間かん月白が覗のぞかせる……今にも消えてしまいそうなほど静かで虚うつろな風情に感じる、とてつもない焦しよう燥そうが身の内で渦うず巻まき、気が気でない。とはいえ。

　綺き麗れいな枝ぶりのもみじを見に行こう。朱音たちと一いつ緒しよに花はな摘つみに行こう。釣つりに行こう。

　毎日毎日、よくそんなに色々思いつくものだ。と、思わず呟つぶやくと、

「大好きなお前と一緒なら、何でも楽しいからな」

　しっかり聞いていたらしい月白が、笑顔でさらりとそう返してきたものだから心臓が跳はねる。

　口説かせろと宣言しただけであって、月白はそういう台詞せりふを口にするようになった。

「お前と一緒に食うと、飯がやたらと美味うまい」

「お前はとっても可愛かわいいから一日中見てても飽あきない」

「うん？　今何考えてるんだって？　勿もち論ろんお前のこと」

　女に対して言うのも躊躇ためらわれるほど臭くさいそれを惜おしげもなく、心底楽しそうに口ずさむ。

　その様が、弥一をますます混乱させる。

　弥一には、その言葉のすべてが信じられない。

　自分のようなごつくて、面おも白しろみもくそもない男相手に、なんで……というのは勿論のこと、自分はこれまで、月白に好意を抱いだかれるようなことは何もしていない。ただただ、一方的に助けてもらい、迷めい惑わくをかけ……傷つけてきただけ。好きになる要素がない。

　そんな相手に、どうしてそんなことを言うのか。

　全く理解できない。これは嫌いやがらせだと言われてもいるから余計に。

　何度も訊きいた。そのたびに、月白はこう即そく答とうする。お前に惚ほれているからだと。

　惚れているから、重病持ちの己おのが身も弁わきまえず、こうして口説いてしまうのだと。

　また、「どうして」を反射的に繰くり返す。だが、月白はその問いには答えない。代わりに、こう訊き返してくる。「お前は今、どんな気持ちだ」と。

「男の俺に迫せまられて、お前は今どう想おもってる？」

「！　それは……質問に質問で返すな。はぐらかさずに答えろ」

　慌てて視線を逸そらして言い返すと、月白は鼻で笑いつつ、座っている弥一の膝ひざ上うえに平然と、寝ね転ころがって自分の頭を置いてきた。

「……ふふん。じゃあ答えるが、言っても詮無いことだ。お前の性格から言って、何を言ってもピンとこないだろ？　それに……惚れた理由なんて、どうだっていいじゃねえか。大事なのは今、俺がお前にどれだけ惚れてるかってことだ。そうだろう？」

「……そう、言うなら、俺の言うことを聞いて、ちゃんと治療を受けろよ」

　必死に平静を装いながら、素っ気なく言ってやると、「勿論だ」という気持ちのいい返事。

「可愛いお前の言うことなら、何でも聞いてやるよ」

　穏おだやかな笑みとともに、事も無げにそんなことを言う月白に、弥一は思わず舌打ちしそうになった。

　弥一の言うことなら何でも聞く。……確かに、その言葉に噓うそはない。

　基本、弥一の言うことは何でも聞き、時々好き勝手することがあっても、弥一が本気でやめろと言えばすぐにやめる。

　一見すると、弥一に言いなりの月白。だが、実際は全く違ちがう。

　言いなりでも何でも、先ほどのように言葉だけで簡単に弥一の心を搔かき乱し……いや、言葉などなくたって、この男は──。

「じゃあ。そろそろ、診しん察さつ……しようか？」

　不意に変わった……月白の声こわ音ねと目つきに、背筋にぞくりと寒気が走った。

「……ああ。そう、だな。じゃあ……」

「脱ぬがせてくれ」

　ほとんど吐と息いきだけで囁ささやかれた言葉に体が固まる。そんな弥一に口角をつり上げて、　>>>♥

「隅すみ々ずみまで、調べたいんだろう？」

　おいで。上体を起こし、後ろ手に両手を突ついて、無防備に体を投げ出してくる。

　……そうだ。この男は診察の時も言いなりだ。どんな時よりも、どこまでも従順。

　それなのに、見つめてくる瞳はその行こう為いとは完全に逆。

　骨の髄ずいまで貪むさぼり喰くってやると言わんばかりの、餓うえた獣けものの目をしている。

　その獰どう猛もうな眼光はすさまじく、視線を搦からめ捕とられたら最後、逸らすことは決して許されず、されるがままに甚いた振ぶられ続けるしかない。

　そのせいなのか何なのか。着物を脱がせ、暴あばいた肌はだに触ふれているのは自分のほうなのに、まるで……こちらが素肌を暴かれ、嬲なぶられているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　そんな経験、したことなどないのに、感かん触しよくまでありありと。

　ひどい眩暈めまいがして、羞しゆう恥ちで全身が焼け爛ただれる。

　怖こわい。嫌だ。こんな感覚、耐えられない。

　何度も逃にげ出したい衝しよう動どうに駆かられた。しかし、その衝動を無む理り矢や理りねじ伏ふせる。

　自分は月白の主治医だ。診察を放ほう棄きすることなどできない。

　歯を食いしばって……必死に耐える。向けられる視線も、見て見ぬ振りをした。

　けれど、その視線は日に日に鋭えい利りさを増し、生々しくなっていくばかりで、とうとう──。

「……見る、な」

　ある日。ついに耐えかねて、そんな言葉を口にしていた。

　わずかに濡ぬれた、翡ひ翠すい色の瞳ひとみに愉ゆ悦えつの色が浮うかぶ。それだけで、首筋をねっとりと舐なめ上げられた錯覚を覚え、肩かたがびくりと跳ねた。

「無理だな。お前から、目を離はなせるわけがない」

「俺の、言うことは……何でも聞くって、言ったじゃないか」

　弱々しく抗こう議ぎすると、愉悦の色がますます濃こくなる。

「ああ、そうだったな。じゃあ、目め隠かくししてくれ。それなら……お前を、見なくてすむ」

　近くに落ちていた手布を手に取り、差し出してくる。

　だが、それさえも……この男の仕し掛かけた罠わなだった。

　月白の目を手布で覆おおい、ようやくあの視線から解放されたと安あん堵どしたのも束つかの間、月白の姿を見て、弥一は愕がく然ぜんとした。

　服が着乱れ、抜ぬけるように白い素肌が覗のぞくあられもない格好で、目隠しをされた月白は、壮そう絶ぜつな色いろ香かを放っていた。

　その姿に、淫みだらで、倒とう錯さく的だ……と、瞬間的に思ってしまった。

　そのせいで、そんな月白の素肌に指を這はわせるのも、目隠しをしているせいか、いつもとどこか違う月白の反応も何もかもが、何度……これは診察だと頭の中で念じても、別の行為に思えてしまう。

　触れるたび、熱を帯びていく滑なめらかな肌。色づいた唇くちびるから漏もれる、押し殺した吐息。誘いざなうように捩ねじれる締しまった腰こし。手布の中からでもこちらを見つめているだろう、あの熱視線。

　身の内がどんどん熱くなり、頭が蕩とろけるほど血が上って……と、そこまで考えた時。あるものが視界に映った。

　股またの間で袴はかまを持ち上げ、そそり立った自分の──。

　それが何なのか分かった瞬間、弥一は部屋から飛び出していた。

　無我夢中で走り、人ひと気けのない物置小屋を見つけると、そこへ転がり込んだ。

　戸を閉めるなり、その場で無造作に袴を脱ぎ捨てる。

　褌ふんどしから引っ張り出したそれは、硬かたく張り詰つめ、先せん端たんから蜜みつまで滴したたらせていた。

　その様に一いつ瞬しゆん息を吞のんだが、弥一はすぐに目を逸らし、どくどくと脈打つそれを思い切って摑つかんだ。

「ぁ……んっ」

　擦こすると、快感が背筋に走り思わず声が漏れた。その声は……これが自分の声なのかと耳を疑うほどに甘ったるい響ひびきをしていて、羞恥で身が燃えた。

　しかし、弥一は手を止めない。目を逸らしたまま、さっさと達いけとばかりに、痛いほど乱暴に擦る。

　とにかく、一刻も早くこの事実を抹まつ消しようしたかった。診察中に、患かん者じやに欲よく情じようして勃ぼつ起きするなど、あってはならない！　それなのに。

「は、ぁ……つ、き…しろ……んんっ」

　口は、そんな言葉を口走る。

「つきし、ろ……月白……ぁ……あ」

　壊こわれたように、月白の名前ばかりを繰り返す。まるで、その言葉しか知らないように。

　そして、その言葉を唱えれば唱えるほど、頭の中は……自分に触れてくる月白の姿で埋うめ尽つくされていく。

　あの、いつも優やさしく触れてくる掌てのひらが、ここを……こんなふうに、触さわってきたら。

　そう思いながら手を動かすと、立っていられないほどの快感が走り、その場に崩くずれ落ちた。

　それでもやめられず、床ゆかに転がったまま、自身を扱しごく。

　止まらない。もう、何の声も聞こえない。

　快感を追うこと……月白を追い求める以外、何も考えられない。

　必死に考えないようにしていた淫らな妄もう想そうが、脳内を支配していく。

　月白に衣類を全すべて剝はぎ取られ、全ぜん裸らの月白と絡からみ合う。

　手が、唇が、あの吸いつくように滑らかな素肌が……全身に擦りつけられる。

　──弥一……弥一。

　腰が砕くだけるほど甘やかな声で、熱ねつ烈れつに囁かれながら──。

「は、ぁ……く、ぅ……ぁ、あっ」

　妄想のただ中で、自じ慰いなどほとんどしたことがない手で拙つたなく……けれど、夢中で扱しごく。

「月白……月白……つ、き……あ、あっ」

　高まり過ぎた快感が下か肢しで弾はじけると同時に、目の前が真っ白になった。

「ぁ……は、ぁ……んん」

　射精したというのに、快感は治まらなかった。絶頂に達したまま精を吐はき出し続ける。

　こんなこと初めてで、弥一はみっともなく肢し体たいをくねらせ、身み悶もだえることしかできない。

　昂たかぶっていた体がようやく治まった頃ころ。荒あらい呼吸を繰り返していた弥一は大きく悩なやましげな息を吐き、唇を嚙かみ締めた。

（何……やってるんだ、俺は）

　患者で抜くなんてどうかしている。

　こんなこと、今までなかった。老ろう若にやく男なん女によ、どんな人間の裸はだかを見ようが、意識が集中するのは怪け我がや具合の悪い箇か所しよのみ。他ほかはどうだってよかった。

　それだというのに……いや、そもそも……まさか、月白で達いってしまうなんて。

　確かに、この十四年間誰だれよりも深く、月白のことを想おもい続けてきた。

　でも、それはあくまでも、崇あがめるべき神としてだ。再会してからも、月白をそういう対象として見たことは一度としてなかった。

　それなのに、月白に好きだと囁かれ、熱烈に見つめられただけで、こんな……。

　どうしてだろう。月白の容姿が、この世のものとは思えないほど格好良くて美しいから？　恋こいなんて一度もしたことがないから、何が何だか分からずただ流されているだけ……いや。

　……違う。本当は、分かっている。

　自分は、月白に求めてもらうことが……嬉うれしくてたまらないのだ。

　はっきり言って、月白に好かれているなんて考えたこともなかった。

　確かにずっと良くしてもらってきたが、それはあくまでも山神としての責務。他の里人に対しても、こんなふうに尽くしているに違いない。

　自分にだけ特別というわけではない。勘かん違ちがいするなと。

　でも、本当は心のどこかで望んでいた。月白がほんの少しでもいいから、他の人間には抱いだかない特別な感情を自分に向けてはくれないかと……そんなこと、あるはずがないと思いながらも、ずっと……ずっと。

　だから、「好きだ」と言われて馬ば鹿かみたいに心がときめき、熱い視線で見つめられただけで体が疼うずいて勃起してしまう。

　そんなの、どうせ口先だけだろうと思いながら……そう。

　弥一は依い然ぜん、月白の言葉が信じられずにいた。自分なんかにそんなこと思うわけがない！　というのもあるが……どんなに熱烈な台詞せりふを吐こうが、目隠しされて体を触られようが、普ふ段だん通りの飄ひよう々ひようとした様が、真実味に欠けると言うか、手慣れ過ぎていると言うか……からかっているようにしか見えない。

（まあ、その余よ裕ゆうっぷりがまた、すごく格好いいんだが……！　くそっ。俺は何を考えてるっ！）

　どうしようもなさ過ぎるだろう、その思考は！

　𠮟しつ咤たすることしきり。自分が心底嫌いやになる。だが、それでも……負けるわけにはいかない。

　月白を全身全ぜん霊れいで治ち療りようする。それが今の自分のすべて。

　雑念を入れて、治療に支障をきたしたくない。月白が治る可能性を少しでも減らしたくない。月白には元気になってほしい。だから！

「……はああ。……よし」

　もう一度深く息を吐いて、弥一は立ち上がった。

　身み支じ度たくを整えて、月白の部屋に向かう。先ほどの痴ち態たいを思い出すたび止まりそうになる足を引きずりながら。

　長い時間をかけて部屋に戻もどると、月白はこちらに背を向けて寝ね転ころがっていた。

「……お前、よく戻って来られるよな」

　部屋に足を踏ふみ入れた途と端たん、月白が振ふり返りもせずそう呟つぶやいたものだから、心臓が跳はねた。

　まさか、自慰をしてきたことがばれた……。

「それにしても……一回かあ。少々心こころ許もとねえ気も……」

「！　……う、煩うるさいっ！」

　月白の言葉に思わずひっくり返った声で怒ど鳴なると、月白は驚おどろいたように起き上がり、こちらに振り返った。

「？　何怒おこって……わっ」

「一回じゃ心許ないとか、お前俺をどれだけ助すけ平べいだと思ってるんだっ？　大体、どこで見てた。盗ぬすみ見なんてひど過ぎる……」

「……は？」

「……。……へ？」

　お互たがい、きょとんとした顔で見つめ合う。

　だがふと、月白の耳が何かに気がついたようにぴんっと立った。

「お前、もしかして……俺で、抜ぬいてきたのか？」

「！　……。……あ、ああ。そう言えば、玄達様に用があるんだった……っ」

　ぎこちなく立ち上がってその場を辞そうとしたが、即そく座ざに手を取られ、畳たたみの上に押し倒たおされてしまった。

「抜いたんだな」

　すかさず弥一の上に馬乗りになって尋たずねてくる月白に、全身の血液が沸ふつ騰とうした。

　自慰のことを知られてしまっただけでも恥はずかしくて死にそうなのに、自ら白状してしまう間抜けっぷり。これ以上の醜しゆう態たいがこの世にあるだろうか！　と、こちらは絶句状態だというのに、月白ときたら、

「そうか。弥一は俺でも勃たって達けるのか。そうかそうか」

　弾はずんだ声で言いながら、ぎゅうぎゅう抱だき締しめてくる。それがまた、いたずらが成功してはしゃぐ童わらべのように見えたものだから、だんだん腹が立ってきた。

　人の気も知らないで、またからかいやがって！　と、突つき飛ばしてやろうとした時。

「お前は、俺が今どれだけ喜んでるか、全然分かってないんだろうなあ」

　ふと、笑うのをやめたかと思うと、

「実は、俺もさっきお前で抜いた」

　突とつ如じよ、低い声で囁ささやかれたその言葉にどきりとした。思わず体が逃にげを打ったが、逃がさないとばかりに抱き竦すくめられる。

「さっき、俺も勃ってたんだよ。それを見て、お前は逃げ出したんだと思って……『よく戻って来られるよな』ってのは、そういう意味だ」

「え……あ、あ……っ」

「『一回じゃ心許ない』ってのも……あれは俺のことだ。お前にあんなふうに触られて、一回抜いた程度で治まるのかって……はは」

　おもむろに身を離はなし、弥一の顔を覗のぞき込んだ月白は「またその顔」と苦く笑しようした。その顔？

「詐さ欺ぎ師しを見るような面つらだ。この噓うそつきめ。騙だまされるもんかってさ」

「！　それは……当たり前だろう。俺みたいな、色気もくそもない男にどうやって」

「じゃあ見せようか」

「？　何を……」

「お前で抜くとこ」

　さらりと言われた言葉に、弥一はぽかんと口を開いた。そのまましばらく固まっていたが、ようやく意味が理解できた途端、「ばっ！」と声を上げた。

「お、お前何考えてんだっ。なんでそんな」

「口で言うより、して見せたほうが手っ取り早いじゃねえか」

「それは……そうだけど……恥ずかしくないのか。そんな」

「恥ずかしいよ？」

　どん引きしつつ訊きき返す弥一に、月白はあっさりと答えた。

「普ふ通つうならそんな辱はずかしめ、絶対に嫌だ。だが、それでお前が信じるってんならしかたな……いや」

　言いかけ、月白は考え込むように腕うでを組んだ。

「目の前にお前がいたら、我が慢まんできなくてやっちまう。俺を縛しばり上げて、お前にやってもらう……駄だ目めだな。縄なわを引きちぎってやっちまう」

「……」

「どうしたもんか。困ったな」

　深刻な顔でそんなことを言う。弥一はますます口をあんぐりさせた。だが、しばらくして、

「……ふっ。ははは」

　思わず噴ふき出してしまった。

「そんなへんてこなことに、その顔……ははは」

「……笑った」

「はは……え？」

　不意の言葉に笑うのをやめて目を向けると、信じられないものを見るように目を見張っている月白と目が合った。

「お前の笑ったとこ、初めて見た」

　掠かすれた声で呟く月白に、弥一は戸と惑まどった。

「そ、そうか？」

「……うん。すごく可愛かわいい」

「……！」

「本当に……可愛い。ははっ」

　今日は最高にいい日だ！　頰ほおを上気させ、嬉しそうに笑いながら、壊こわれそうなほど尻しつ尾ぽで畳をばんばん叩たたく。そんな月白に、弥一の顔はみるみる赤くなっていった。

「ば、馬鹿じゃないのか？　俺が笑ったくらいで、そんな」

「不ふ憫びんに思うなら、さっさと俺に落ちてくれ」

「駄目」

　慌あわてて即そく答とうする。月白は「つれないなあ」と文句を言ってきたが、顔は相変わらず笑ったまま。しかもそれが今まで見た中で一番嬉うれしそうなものだったから、胸が苦しいくらいぎゅっと詰つまった。それこそ、息をするのも辛つらいくらいに。

　そんなものだから、それが何を意味しているのか、必死に考えないようにした。これ以上考えたら治療に差し支つかえる。でも、胸は依然苦しいままで……全く。人の気も知らないで。

（……なあ、お前。一刻も早く、治ってくれ。そうして）

　この胸の痛みの意味を、俺に考えさせてくれ。

　月白の袖そでをそっと摘つまみ、胸の内で呟いた。

　だが……翌朝、ついにその時がやって来た。




　眠ねむっている弥一の耳に「どさり」と、何やら物音が聞こえてきた。

　何だ？　ぼんやりと目を開いた弥一だったが、あるものを見た瞬しゆん間かん頭が一気に覚かく醒せいした。

　月白が、畳の上に倒れている。

「月白っ！」

　慌てて駆かけ寄ると、月白が勢いよく上体を起こした。

「お前、今何て言った？　俺のこと、名前で呼んでくれたのか……」

「そんなことどうでもいい！　具合が悪いのか？　どこか痛いところが」

「いや？　起き上がった時立ちくらみがしただけだ。それより、俺の名前……おっ」

「玄達様を呼んでくる。いいか。お前はここで大人しくしていろ」

　月白を抱かかえ上げ、布ふ団とんに寝ねかせると、弥一は転がらんばかりの勢いで部屋を飛び出した。

　もうそこからは、月白がどんなちゃちゃを入れてこようが何も感じなかった。今度こそ、月白に巣食う病びよう魔まの正体を暴あばいてやる！　それしか頭になかった。

　玄達と二人がかりで月白を全ぜん裸らにし、くまなく体を調べた。しかし、いくら調べても異変を見つけることはできなくて──。

「気を落とすなよ。今まで見つけられなかったもんが、そう簡単に見つかるわけがねえ」

　落らく胆たんする二人にあっけらかんと言いながら、着物に袖を通す月白を、弥一は軽く睨にらんだ。

「お前な。そんな他人ひと事ごとみたいに……」

「まあ焦あせる気持ちは分かる。元気になって、まだ半月も経たっていないからな」

　図星を指されて肩かたが跳ねる。

　月白の指し摘てきどおり、弥一は焦っていた。玄達たちの話によれば、白はく狼ろうの病が発はつ症しようするのは元気になって一カ月以上経ってからのはずなのに、半月でもう発症した。それが示す意味。

「玄達。どう診みる」

　月白は黙だまって俯うつむくばかりの玄達に声をかけた。

　玄達は何も言わない。月白から目を逸そらしたまま、忙せわしなく耳と尻尾を動かすばかりだ。だが、結局月白の無言の圧力に負けたのか、大きく息を吐はき、重々しく口を開いた。

「先日盛られた毒の影えい響きようとも考えられるが……ぬしの体が限界に近づいておると、考えたほうがよいであろうな」

「限界……」

「また大病を患わずらったら……どうなるか分からん」

　月白は真顔で「ふうん」と言うばかりだったが、弥一は全身を震ふるわせた。

　薄うす々うす、自分でも感じていたことだったが、白狼を長年診てきた玄達の口からはっきり言われると、想像以上に衝しよう撃げきが大きかったのだ。

「う……だ、だがな！　希望がないわけではないぞ。いつもはぬしがやせ我慢して、倒たおれるまで発覚せなんだが、此度はこうして早期に分かった。とりあえず滋じ養よう強きよう壮そうの薬を処方して……」

　確かに、それが一番無難な手だ。だが、本当にそれでいいのか？

　月白の体はもう限界。このまま手をこまねいていては、他ほかの白狼同様死を迎むかえさせるだけ。

　……どうする？　どうすれば、月白を助けることができる？

　実を言うと、一つだけ思いついた策がある。考えうる限り、今はそれしか手がない。だが、その方法を用いるとなると、月白の負担が──。

　そう思った時、頰をふさふさしたものが撫なでた。月白の尻尾だ。

「俺にやってほしいことがあるなら言ってみな」

「！　つ、つきし……」

「言ったろう。お前の言うことなら、何でもしてやるよ」

　そんな言葉とともに柔やわらかく微笑する。その笑えみも声こわ音ねも、あまりに優やさしいものだったから、

「これから……薬は一いつ切さい処方せず、具合の経過を診たい」

　気がつくとその言葉を口にしていた。玄達が「何じゃとっ？」と、驚おどろきの声を上げる。

「ぬしは何を申しておる。それでは月白が悪うなる一方ではないか」

「はい。けど、経過をしっかり診ることはできます。これまで原因が見つけられなかったのは、薬で症しよう状じようをぼかしていたからって可能性もあるから……月白様に負担を強しいるのは分かっています。でも、もう後がないのならこれくらいしないと」

「そ、それはそうじゃが、しかし……」

「いいよ」

　玄達の言葉を遮さえぎり、月白は何の淀よどみもない声で言った。

「お前がしたいならやってみな」

「……ありがとう。それと……やせ我慢もやめてくれ。苦しくなったらすぐに言うこと。そうじゃないと、病状を正確に把は握あくできない」

　これにも月白はあっさりと頷うなずいた。どこまでも……底そこ抜ぬけに、穏おだやかな笑みを浮うかべたまま。







　こうして弥一の案が採用され、薬の処方なしに経過を診ることになった。

　それに伴ともない、弥一は月白にたくさんの制約を課した。

　体力が少しでも落ちぬよう、外出は禁止。滋養のあるものをたくさん食べること。それから、日に四度診しん察さつを受けること……などなど、生活をかなり制限するものだ。

　玄達曰いわく、月白は到とう底てい了りよう承しようしないだろうとのことだったが、月白はこれについても嫌いやな顔一つせずに頷き、全部言うとおりにしてくれた。弱みを見せるのは大だい嫌きらいだろうに、体の不調を逐ちく一いち申しん告こくしてもくれる。

　あの療りよう養よう嫌ぎらいの月白が！　頭でも打ったのかっ？　と、玄達が逆に心配するくらい。

　おかげで、弥一は治ち療りように没ぼつ頭とうすることができた。

　毎日月白の体を隅すみ々ずみまで調べ、玄達が長年集めた白狼の書物や症しよう例れいを読み漁あさった。

　だが、月白の体をいくら調べても、悪い箇か所しよなんてどこにもない。書物をどんなに読み漁っても解決の糸口一つ見つけられない。

　そして、ちゃんと養生しているはずなのに、月白の体調が徐じよ々じよに崩くずれていく。それが、弥一にはたまらなかった。

　どうしてだ。どうして体が衰すい弱じやくしていく？　どこも悪いところなんてないし、体を酷こく使ししているわけでもないのに！

　きっと、何か見落としている。原因がないのに、具合が悪くなるなどありえない。

（諦あきらめるもんか。絶対に何かある。毒の害はちゃんと治ったんだから……っ）

　そこまで考えて、弥一ははっとした。

　治った？　そうだ。毒の害は治療したらちゃんと治った。

　毒だけではない。月白はこれまでたくさんの大病を患ったが、全部完治している。

　ということは、その時体は正常に機能していたことになる。だが、元気になったらおかしくなる。

　なぜだろう？　健康な時に、何かまずいことをしているとか？

　体を酷使させたこと？　いや、今回元気になっても極力運動を控ひかえさせたのに発症したから、それはない。

　他に何があるだろう？　病気の時にはしなくて、健康な時にすること。

　夕ゆう餉げ時。飯の味も分からないほどに考え込む。そんな弥一の心中を知ってか知らずか、

「うーん！　今日の焼き魚も美味うめえ」

　当の月白はと言えば、運ばれてきた夕飯に舌した鼓つづみを打っている。

　そのひどく幸せそうな声音に、思わず顔を上げる。また、いつものやせ我が慢まん？　と、思わなくもないが、

「普ふ通つうの飯が食えるようになってから思っていたが……お前って、本当美味うまそうに飯を食うよなあ」

　感じたままを口にすると、月白は「当たり前だ」と尻しつ尾ぽをぶんぶん振ふった。

「実際美味いんだから、自然とこういう顔になる。あと、嬉うれしいってのもあるかな」

　嬉しい？　意味が分からず訊きき返すと、月白は深く頷いた。

「病気の間って飯が食えないだろう？　無理して食ってみても……美味いどころか、気持ち悪くなって吐いちまうし。……俺は小さい頃ころから病気ばっかで、元気だった時のほうが少ないからな。余計に……美味い飯を美味いと思いながら食えることが、心底幸せだって思えるんだよ」

　好物の焼き魚を見つめ、しみじみと呟つぶやく。そんな月白に弥一の胸はちくりと痛んだ。

　確かに、ものを美味おいしく食べられるのは、健康であったればこそだ。

「そうだよな。寝込むほどの病を患っていたらこんな料理、とてもじゃないが……っ！」

　言いかけ、弥一は煮に物ものを摘つまもうとしていた箸はしの手を止めた。

「……そう、か。料理……料理だっ！」

　叫さけんで、すぐさま部屋を飛び出した。向かったのは台所。月白に毎日料理を作っている、料理番の太吉の許もとだ。

「これはこれは薬売り殿どの。どうなさいました？　血相変えて……っ」

「すみません！　月白様に出した、献こん立だての記録はありますか？」







　数刻後。借り受けた献こん立だて簿ぼを調べ終えた弥一は、玄達の部屋に押しかけた。

「何っ？　料理が毒じゃとっ？」

　驚きの声を上げる玄達に頷いて、献立簿と診しん療りよう記録を基もとに作った表を玄達の前に広げる。

「見てください。こっちが、月白様が皆みんなと同じ料理を食べた日付。こっちが月白様の健康状態。食い始めてしばらくすると衰弱が始まり、食うのをやめると衰弱が止まっています。これはつまり、月白様にとってこの料理に使われた食材のどれかが毒……献立を見る限り魚ではないかと、俺は思うんですが」

「ま、待て待て！」

　やっと見つけた発見を興奮気味に語る弥一に、玄達はたまらずと言ったように声を上げた。

「ぬしの話は突とつ飛ぴすぎる。魚が毒じゃと？　さような話聞いたことがない。わしらも毎日食うておるが、このとおりぴんぴんして」

「ですから、月白様にとってと申し上げました。普通の神しん狼ろうには無害でも、月白様……白狼にとっては有毒。薬だってそれぞれ、合う合わないがあるでしょう？　それと同じこと……そういうこと、ありませんか？」

　腕うでを組んで黙だまり込んでしまった玄達に、声が尻しりすぼみになる。

「……まあ、面おも白しろい発見ではある。だがなあ」

　長い沈ちん黙もくの後、玄達は苦々しく声を漏もらした。

「単なる偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとしか思えん。毒薬でもない普通の食べ物で体を壊こわすなど聞いたことがない。人間の世界でもそうであろう？」

　ぎこちなく頷く。玄達の言うとおり、そんな話は聞いたことがない。

「確かめるにしても……効果が表れるのに最低二カ月はかかろう。薬の投とう与よを再開させて栄養を補うにしても、今それほど長い期間食事制限をするなど……それほどの危険を冒おかしてまで確かめる価値はないぞ。月白も、これ以上の制限は参ってしまうであろうし」

「……そう、ですね。分かりました」

　お騒さわがせいたしました。そう言って深々と頭を下げて、弥一は部屋を出た。

　とぼとぼと月白の部屋に戻もどりながら、先ほどの玄達の言葉を反はん芻すうする。

　単なる偶然の一致。確かに、そう考えるのが普通だ。こんな発想馬ば鹿かげている。

　また、別の方法を模も索さくすべきだ。分かっている。それなのに、この考えを捨てきれない。

　根こん拠きよなどまるでないが、ようやく見つけたこの発見が、単なる偶然とはどうしても思えない。何も打つ手がない今、この発見に賭かけてみたい。でも。

　──うーん！　今日の焼き魚も美味え。

　つい先ほど、好物の魚を美味そうに頰ほお張ばっていた月白のほくほく顔を思うと──。

「おかえり」

　ぐるぐると考えあぐねる心を持て余したまま部屋に戻ると、月白が笑え顔がおで迎むかえてくれた。

「いいよ」

　続けて、そう言う。「え……」と、声を漏らすと、「飯」という返事。

「飯のことで何か思いついたんだろ？　なら、やってみよう」

　弥一は瞠どう目もくした。

　なぜ、そのことを知っている。なぜ、そんなにもあっさりと「やってみよう」などと言える。なぜ……どうしてっ？

　たくさんの疑問や感情が渦うず巻まく。そうして、やっと口から零こぼれ落ちたのは、

「でも……こんな、馬鹿げた考え……」

　ひどく掠かすれた声の弱音だった。月白が朗ほがらかに笑う。

「そうか？　なら、もっといい。考えつく限りのことは、死んでったあいつらが全部やりつくしたし……何より、馬鹿げていると思いながらも、お前が試ためしてみたいと思ってる」

　大だい丈じよう夫ぶ。天才のお前がそう思ったのなら間ま違ちがいない。弥一の肩かたを叩たたき、言い切った。

　その力強さに励はげまされて、結局、弥一は月白の食事制限を決意した。

　月白が何より楽しみにしていた食事を奪うばってしまった事実には、罪悪感で胸がぎしぎしと痛んだが、これも月白が治るためだと自分に言い聞かせ、再び経過観察を始めた。どうかどうか、効果が表れますようにと祈いのりながら。

　だが、その切なる祈りは見事に打ち砕くだかれた。

　食事制限をしても、月白の衰すい弱じやくは止まらなかった。五日経たっても十日経っても駄だ目め。むしろ悪化していく一方だ。

　滋養のある食事をやめるのだから、多少の衰弱は覚かく悟ごしていたが、まさかここまで悪化するとは思ってもいなくて……と、そこまで考えて、弥一は両手で顔を覆おおった。

（……思っても、いなかった？　……何だよ、それっ）

　どれだけ見通しが甘いのだ。お粗そ末まつすぎるにもほどがある。

　己おのれの無能さに吐はき気がした。しかし、それ以上に弥一の心を搔かき乱すのは──。

「そんなに深刻になるなよ。多少の衰弱は覚悟したほうがいいって言ったのはお前じゃないか。大丈夫。二カ月後にはきっと、いい結果が出ているよ」

　月白は弥一を責めない。負の感情も一いつ切さい見せず、いつものように朗らかに笑い、優やさしく宥なだめてくるばかりだ。

　そんな月白が、弥一には怖こわくてしかたない。

　これまで何度か、死に直面した患かん者じやを診みてきたが、皆何事においても滑こつ稽けいなまでに必死だった。

　死にたくない。助けてくれと、藁わらをも摑つかむ思いで弥一にしがみつき、少しでも不安を感じたら恐おそれ戦おののいて泣き叫ぶ。

　だが、月白にはそれが全くない。

　まるで散り際ぎわの桜のように、どこまでも穏おだやかで、怖いくらい優しくて……透すき通るように美しいばかり。

　夜。縁えん側がわに座して、淡あわい月明かりに照らされた時など、月光に溶とけて消えてしまいそうで……だから、思わず抱だき締しめてしまった。

「うん？　どうした、夜よ這ばいか？」

「！　い……いや、別に！　ちょっとつまずいて転んだだけ……っ」

　苦し過ぎる言い訳をして逃にげようとすると抱き締められて、心臓が跳はねる。

「あ……つ、きし……」

「おしおき」

　狼ろう狽ばいする弥一の体をさらに深く抱き込んで、月白が少し怒おこった声で言った。

「玄達から聞いた。お前、もう肋あばらが治ってるそうじゃないか。ったく、早く言えよ。俺がどれだけ心配したと思ってる」

「それは……すまない。うっかりしてた……」

「駄目だ。許さない。そんなお前は……そうだな。肋が治ったことだし、ぎゅうぎゅうの刑けいだ」

　と、明るい声で笑いながら文字どおりぎゅうぎゅう抱き締めてきた。そうかと思えば、ふと笑うのをやめて、

「……弥一。好きだ」

　掠れた声で呟いて、弥一の首筋に顔を埋うずめてくる。

　その言葉と、全身を包み込む月白の温ぬくもりに、弥一は泣きたくなった。

　この穏やかな優しさは、全部を諦あきらめ、死を受け入れている証あかしなのではないかと思うと。　>>>♥

　どうせ、何をしたって死ぬ。無む駄だだと思っているから、弥一が手をこまねき、失敗を繰くり返しても、へらへら笑っていられる。

　そう思ったら、このことを問い質ただすことなどとてもできなかった。

　もし本当にそうだったら、耐たえられる自信が……ああ。

（俺はいつからこんなに……弱くなっちまったんだ）




　その日も、苦しさのあまり人ひと気けのない屋や敷しきの裏手に行って、一人打ちひしがれていた時だ。

「……薬売り？」

　背後から声をかけられた。振ふり返るとそこには、蒼夜が立っていた。

「そこで何をしておる」

「……何も。ところで、何か御ご用ようで……」

「月白の容態が芳かんばしくないと聞いた」

　その言葉に、弥一は小さく息を詰つめた。

「申し訳ありません。俺が……」

「すまぬっ」

　弥一が頭を下げるより早く、蒼夜が勢いよく頭を下げてきた。

「今の月白の不調は、俺のせいだっ。俺が腑ふ甲が斐いないばかりにかような」

「あ……どういう、ことですか」

　意味が分からず目を瞬まばたかせると、蒼夜は顔を上げた。そこには、沈ちん痛つうな表情が浮うかべられている。

「実は……里人からの信心が薄うすれてきておる」

「！　信心が……そんな、どうして」

「頼義の仕し業わざじゃ。あやつめが里で何やらやらかしたらしい。今調べておるところだが……くそっ。散々山で脅おどしつけてやったから懲こりたと思うたら、このようなっ」

　八や重え歯ばを剝むき出して地面を蹴けると、心底忌いま々いましげに溜ため息いきを白い息とともに吐いて唸うなった。

「……知ってのとおり、我ら神しん狼ろうは里人からの信心を力の糧かてとしておる。健康体の俺が違い和わ感かんに気がついたのは五日前。何やら体が重い。かようなこと、今までになかったことゆえ、最初は風か邪ぜかと思うたが、今日ようやく確信が持てた」

　体が重い。月白が一番訴うつたえていた症しよう状じようだ。

「なのでな。最近の月白の不調の原因はそれだ。病の悪化でも、貴様の治ち療りようが失敗したからでもない。それを真っ先に、貴様に知らせておきたくて……おいっ」

　崩くずれ落ちそうになる弥一の腕うでを、蒼夜がとっさに摑む。

「あ……すみません。少し、眩暈めまいがしただけです」

　最近の月白の不調は外的なもので、自身の診しん察さつが見誤っているわけではなかった。そのことには安あん堵どしたが……信心が減ってきているということは、月白の体の負担はますます増えるということだ。

（……どうするっ）

　これ以上負担が増えたら、月白は……っ！

「……な、何じゃ。その、野垂れ死んだ落ち武者のような面つらは。……ちょっと、こっちに来い」

　顔面蒼そう白はくで立ち尽つくす弥一に、蒼夜はぎょっとし、近くにあった石に弥一を座らせた。

「ま、まあ……とりあえず、水でも飲め。……う、うーむ。貴様、月白のことでそこまで親身になってくれるのは嬉うれしいが、ちと思い詰め過ぎじゃ。確かに、月白は貴様の命を救った恩人ではあるが、何もそこまで」

「……いえ」

　蒼夜から受け取った竹水ずい筒とうの水で人ひと心ごこ地ちついた弥一は、ゆるゆると首を振った。

「月白様への御ご恩おんは、それだけじゃないんです」

「？　どういうことだ」

　問われるまま、弥一は十四年前の出来事と、これまでずっと月白に見守ってもらっていたことを話して聞かせた。いつもなら、こんなこと話したりしないのだが、今は……なぜだか無む性しように話したかった。月白への恩義を思い返し、再びやる気を取り戻もどしたかったのかもしれない。

「……そういうわけで、月白様は俺にとって、命より大事な神様なんです。だから……っ」

　そこまで無心に、月白への想おもいを嚙かみ締めるように話していた弥一は、はっと口を閉じた。

　蒼夜が非常に険しい表情でこちらを凝ぎよう視ししていたせいだ。

　どうしたのだろう？　蒼夜の表情の意味が分からず戸と惑まどっていた時だ。

「すまぬっ！　どうか、今すぐこの里を出て行ってくれっ」

　突とつ如じよ、蒼夜が地面に手を突つき、土下座したかと思うと、そんなことを言い出したので、弥一は仰ぎよう天てんした。

「ど、どうしたんです。いきなり、そんな……」

「訳は言えぬ。だが……とにかく帰ってくれ。月白のためを思うならどうか」

「そんな……できません」

　地べたに額まで擦こすりつける蒼夜に、弥一は戸惑いながらも言い切った。

「何か、深い事情がおありのようですが……俺は月白様の主治医です。病を完治させてもいないし、月白様に拒こばまれてもいないのに、離はなれることなんてできない……」

「……月白の、命がかかっておると申してもか」

「え……」と、声を漏もらす弥一に、蒼夜は顔を上げ、低い声でこう尋たずねてきた。

「……貴様、不思議に思うたことはないか？　月白の幼おさな馴な染じみの白狼たちは皆みな死んだのに、なにゆえ月白だけがいまだに生きておるのかと」

　確かに、少し不思議に思っていた。記録によると他ほかの白狼たちは皆、十七を過ぎたあたりから満足に動けなくなり、二十歳はたちを待たずして死んでいるが、月白だけは二十二を過ぎても、魔ま物もの退治はできないまでも普ふ通つうの生活を送れている。

　どうして月白だけ、こんなに長生きなのか。玄達に聞いてみたことがある。すると、玄達はこのくらい個人差の範はん囲い内だと……。

「噓うそじゃ。白狼がここまで長生きして、しかも普通の生活が送れるなど驚きよう異い的。本来なら、月白もとっくの昔に死んでおる」

「！　そんな……どうして、玄達様は俺に噓を……っ」

「月白を今日まで生かし続けておるものを守るためよ。それは、月白の寿じゆ命みようを引き延ばすほどの力を持っておるが、些さ細さいなことですぐ消えてしまうものゆえ、その存在だけ教えておく。……努ゆめ々ゆめ、月白本人も含ふくめ他言無用に願うと父上が」

　消えてしまう？　本来二十歳を待たずして尽きてしまう月白の寿命を延ばすほどの力があるというのに？　意味が分からない……。

「貴様は……なにゆえ、我らが里人に一いつ切さい姿を見せず、山神は一人だけということにしておるか知っておるか？」

　困こん惑わくする弥一に、蒼夜は突如、何の脈略もない問いをぶつけてきた。

　面めん食くらいながらも首を振ると、蒼夜は重々しく息を吐ついてこう続けた。

「神狼全員、平等に里人からの信心を分配させるためだ。姿を見せてしまうと、その者だけにしか信心が行かなくなってしまうゆえな」

「なるほど。それで……っ」

　頷うなずきかけて、弥一は息を詰めた。姿を見せてしまうと……では、自分の信心は全すべて月白に捧ささげられていたことになる。そして、蒼夜が今この話をする意味。

「ま、さか……俺の、信心が？」

　恐おそる恐る尋ねると、蒼夜は渋しぶい顔で頷いた。

「……うむ。そうとしか考えられん。月白が禁を犯おかして姿を見せた人間は一人だけゆえ」

　愕がく然ぜんとする。

　確かにこの十四年間、月白は自分の信心だけを糧に生きていると思い、祈いのりを捧げてきた。でも、そんなことは勘かん違ちがいだと月白が笑ったから、なんだ、そうなのかと安心して……それを今いま更さらっ！

「……その顔。やはり、月白への信心は薄らいでおるか。……無理もない。ずっと一人の患かん者じやとして見ておれば、崇あがめ奉たてまつる気など搔かき消える」

　一人の患者として……そうだ。自分は、月白を患者として……。

　──……弥一。好きだ。

「……っ」

　不意に浮かんできた昨夜の囁ささやきを、慌あわてて首を振って打ち消す。崇めるべき神様に思ってはいけないことを考えそうになったから。

　そんな弥一をどう思ったのか、蒼夜は可か哀わい想そうなほどに耳をぺたんと下げた。

「……すまぬ。貴様は月白のために良うしてくれたというに、このような……。されど、事は一刻を争う。この状じよう況きようでは、貴様の信心だけが頼たよりなのだ」

　月白のためを思うなら、これ以上信心が減らぬうちに帰ってくれ。

　悲痛な声で懇こん願がんされる。それを、弥一はただ呆ぼう然ぜんと聞くことしかできなかった。

　蒼夜が去っていった後も同じ。その場から一歩も動くことができない。

　思い出すのはかつて左衛門に言われた「山神様は弥一の信心を糧に生きている」という言葉。

　その言葉は、弥一にとってすさまじい恐きよう怖ふの対象だった。

　自分の気持ち一つで月白が弱り、最悪死んでしまうなんて、自分は実の妹さえ救えないろくでなしと知っているだけに、怖こわくてしかたなかった。

　自分なりに一いつ生しよう懸けん命めい拝んできたつもりだ。そしたら……二十歳と持たないはずの月白の寿命を今日まで引き延ばしてきたというではないか。

　我ながらすごいことだ。自分のお粗そ末まつな治療よりもずっと役に立つ。

　だから……蒼夜は正しいのだ。月白のためを思うなら、これ以上信心が減らないためにも早くここを立ち去り、今までどおり祈りを捧げるべきだ。

　考えるまでもないこと。それなのに、体が動かない。

　こちらから治療させてくれと頼たのんだくせに、放ほうり出して逃にげるなんて薬売りとしての矜きよう持じが許さない？

　それもある。だが、それ以上に……。

　──可愛かわいいお前の言うことなら、何でも聞いてやるよ。

　ここに来てからの月白との思い出が、走そう馬ま灯とうのように脳のう裏りを過よぎる。

　敬語なんて使ってほしくない。親しくしてほしい。果ては口説かせてくれとまで言ってきた月白。

　治療の妨さまたげになるからと、その意図を必死に考えないようにしてきたが……自分からの信心が潰ついえれば、すぐにでも月白が死んでしまうと分かった今、永久に考えてはいけなくなった。

　そのことが、どうしようもなく辛つらい……。

「……弥一？」

　不意に聞こえてきた呼びかけに肩かたが震ふるえた。弾はじかれたように顔を上げると、こちらに駆かけ寄ってくる月白と目が合った。

「こんなところで何してる。診しん察さつの刻限が過ぎても戻ってこないから心配した……っ」

　弥一の頰ほおに触ふれた瞬しゆん間かん、月白の顔色が変わった。

「お前、いつからここにいた」

「！　別に……いつからだっていいだろ……っ」

　とっさに月白の手を振ふり払はらい、顔を逸そらすと同時に、体を横よこ抱だきに抱かかえ上げられてしまった。放せと暴れたが、月白は放してくれない。

「駄だ目めだ。こんなに冷えて……風か邪ぜを引いたらどうするっ」

　きつい口調で言って歩き出す。顔も怒おこっている。それが、あまり心配させるなと言わんばかりで、弥一は叫さけびだしそうになった。

　何が風邪だっ。お前にだけは言われたくないっ！

　俺がどれだけお前から自由や楽しみを奪うばおうが……そのくせ何の効果も挙げられず、体が衰すい弱じやくしていこうがけろっとして、腑ふ甲が斐いない俺を一切責めようとしない。

　どうして、この藪やぶ医者と怒らない？　治りたくないのかっ？　もう何もかもどうでもいいのかっ？

　そんな言葉が喉のど元もとまで出かかったが、すんでのところで飲み込む。

　……崇めるべき神様にこんなこと、人間の自分が言うべきじゃない。

（……戻もどらなきゃ）

　月白を神様として崇めていたあの頃ころの自分に、一刻も早く戻らないと。

　相当減っているだろう、月白への信心を増やすために。そのためには──。

「お前……あそこでずっと自分を責めていたのか？　何をしても、俺の衰弱が止まらないから」

　……邪じや魔まだ。この、包み込むように優やさしい眼まな差ざしも声も掌てのひらも、全部全部邪魔だっ。だから。

「弥一。それは、お前のせいじゃない。実は……」

「……出て行く」

　自室に戻り、弥一を畳たたみの上に下ろすなり、改まったように何か言おうとする月白の言葉を遮さえぎり、弥一は声を振り絞しぼった。

「今……なんて言った」

「ここを出て行くと言ったんだ」

　月白の顔を見ることはできなかったが、からからに乾かわいた口を必死に動かして何とかそう告げると、耳に息を吞のむ気配が聞こえてきた。

「……それ、本気で言ってるのか」

「ああ。お前は、俺じゃ手に負えない……っ」

　強く、両りよう肩かたを摑つかまれた。

「どうしてだ。どうして……いきなり、そんなこと」

「いきなりじゃない。ずっと前から考えてた。お前の言うとおり、俺にはお前を治すなんて無理だった……」

「それ、俺の目を見て言ってみろ」

　真しん摯しな声こわ音ねに息を吞む。……駄目だ。月白は今の言葉をまるで信じていない。それどころか……そんなことを言うのは何か事情があるんだろう？　一人で思い悩なやまずに話してみろと促うながすような温かみさえある。胸が詰つまる。……だがっ！

「……はああ。お前、いい加減に気づけよ。俺はもう……お前の顔を見るのも嫌いやなんだよ」

「！　や、いち……っ」

　掠かすれた声を漏もらす月白の手を容よう赦しやなく振り払う。月白は驚おどろきのあまり呆ほうけているのか、肩を摑んでいた手は簡単に外れた。

「何回も言ったろう。俺は男だって。だから……男に口説かれたって気持ち悪いだけなんだよ。診察中に勃たっちまったのも、ただ溜たまってただけで、それを……自意識過か剰じようなんだよっ」

　自分で自分に慄おののく。自分は……なんてひどいことを口にしているのだろう。

　月白に申し訳なくてしかたない。だが、こうするしかないのだ。

　月白に優しくされ続ける限り、自分は月白を神様としてみることができない。いらぬ感情を抱いだいてしまう。だから、たとえ月白に嫌きらわれてでも、完全に関係を絶つしかない。

「そういうわけだから、もう金輪際俺に関かかわらないでくれ。そばに寄られただけで鳥とり肌はだが立つ……っ」

　言葉が途と切ぎれる。突とつ然ぜん顎あごを摑まれたかと思うと上向かされ、唇くちびるに何かを押し当てられたから。

　何が起こったのか分からなかった。だが、唇に感じる柔やわらかいそれが、月白の唇だと認にん識しきできた瞬間、弥一は息を吞んだ。

「お、前……何、し……んんっ」

　逃げようとしたが、叶かなわなかった。畳に体を押さえつけられ、舌をねじ込まれる。その、こちらの意思などまるで配はい慮りよしない粗そ暴ぼうさに、弥一は恐怖で息を吞んだ。

　月白を本気で怒らせてしまったから？　いや、そうではなくて──。

「つ、きし……んんっ！　ゃ……や、め……ぁ、ふ」

（ああ……月白）

　これは……ひどいことを言ったことへの仕打ちでしかないのに、月白に抱き竦すくめられ、口づけられていると思うだけで、身も心も熱くなる。感じずにはいられない。

　それを、月白に知られたくなかった。知られたら……死ぬ思いで吐ついた噓うそがばれてしまう。

「は、ぁ……い、やだ。ぃ、や……ぅ、ふ……ぁ」

　一いつ生しよう懸けん命めい拒きよ絶ぜつの言葉を口にし、腕うでを突つっ張ぱる。それでも、月白はいよいよ弥一の体を抱だき締しめ、無む理り矢や理り口をこじ開け口づけてくる。

　それが……すごく困るのに、もっと……熱くなる。思考が鈍にぶり、拒こばんでいた手は……もはや、月白に縋すがりつき、

「つ、きし……ん、んぅ。つ、き……は、ぁ」

　口からも、甘い嬌きよう声せいが漏れるばかり。

「はぁ……」

　痺しびれるほど舌を嬲なぶられ、完全に体の力が抜ぬけた頃、唇を離はなして、月白が悩ましげに両の目を細めた。

「……馬ば鹿かだよ、お前」

「はぁ、はぁ……え？　……っ」

「こんな顔になるまで傷つけた男のために、独りきりで……一いつ生しよう涯がい拝み続けようとするなんて」

　本当に馬鹿だよ。頰を撫なでられながら告げられたその言葉に、弥一は限界まで目を見開いた。

「い……今、なんて……」

「なあ、弥一」

　動どう揺ようで声を震わせる弥一に、月白は柔らかな声でこう言った。

「俺がどうして、お前の治ち療りようを受けるなら口説かせろと言ったか分かるか？　……俺はお前の信心に生かされてきたって、知っていたからだよ」

「え……あ……」

「それだけじゃない。お前の信心だけで生かされてるなんて勘かん違ちがいだと笑ったのも、俺に敬語を使わず親しくしてくれと言ったのも全部、そのことを知っていたからだ」

　意味が分からなかった。あまりのことに、思考が麻ま痺ひしてしまう。でも、動かない頭で何とかぎこちなく考える。

　月白は、自分が弥一の信心で生きていることを知っていた。

　それなのに、弥一に「勘違いだ」と噓を吐き、親しくしてくれとすり寄り、搔かき口説いて……弥一からの信心を破は壊かいした。

　当然、体は衰弱していく。それを、にこにこ笑え顔がおで受け入れて……絶対に治してやると、悪あく戦せん苦く闘とうする弥一を温かく見守っていた。自分の終わりを、夢見ながら。

　それだけ、月白は死にたいと願っていて……月白にそんなことを願わせるほど、弥一からの信心は月白を苦しめて──。

「あ、ああ……そ、んな……そんな、こと……っ」

「弥一っ」

　顔面蒼そう白はくになる弥一の顔を、月白は両手で鷲わし摑づかんだ。

「早はや合が点てんするな。話はまだ終わって……」

「聞きたくないっ！」

　月白を渾こん身しんの力で振り払い、全すべてを拒むように両の耳を塞ふさいで身を丸める。

「嫌だ……何も、聞きたくない。俺がお前にしてきたことの意味も、お前が俺にしてくれたこと全部の意味も、何も……何も聞きたく……っ」

　乱暴に腕を取られ、きつく抱き締められる。

「聞いてくれ。俺は、お前が好きだ。十四年前からずっとお前だけ……それだけは噓じゃない」

「……え」

　十四年前から？　思わず声を漏らす弥一の頭に、月白は頰ほおを寄せる。

「あの頃の俺は、嫌な奴やつだった。誰だれよりも小さくて、弱くて、何もできなくて……最初に死ぬだろうとさえ言われていたから、俺なんて生まれてくる価値もなかったって……俺に関わる奴全員、傷つけてばかりいた」

　意外過ぎる言葉に驚く。月白が他者を傷つけてばかりいたなんて、にわかには信じられない。

　初めて逢あった時、月白はずっと優しかった。そう言うと、「お前だからだよ」という返し。

「何もかも呪のろっていた俺にとって、自分が死にかけているのに『じいさまを助けて』なんて言えるお前が、とんでもなくすごい奴に思えた。だから……どうしても助けたい。そう思ったんだ」

　だから、自分には何の力もないと分かっていながら弥一の前に姿を見せた。けれど……気持ちは一いつ端ぱしでも、何もできない役立たずである事実は翻ひるがえらない。

　やっぱり、非力な自分に誰かを助けるなんて無理だ。誰かに代わってもらうしかない。そう思う自分に、弥一は言った。「お前でいいよ」と。

　──お前は、来てくれた。それだけで……お前、『大はずれ』じゃないよ。

　そう言って、弥一はすぐに息切れして立ち止まってしまう自分に最後まで付き合ってくれた。自分に誰かを、救わせてくれた。

「そのことが、どれだけ俺を救ったか。きっと、お前には一生分からないだろうなあ」

　しみじみと独り言ごちて、月白は弥一の頭を愛いとおしげに撫でた。

「その時、思ったんだ。『絶対、弥一だけは幸せにしてみせる』って。それで……自分で言うのも何だが、俺は頑がん張ばったよ。これ以上ないってくらい。そしたら、今までが噓のように元気になっていって……俺もなかなかやるじゃないか。これなら、白はく狼ろうの寿じゆ命みようにも打ち勝って……お前を口説きに行けるんじゃないかって」

「！　く、口説き……」

　弾はじかれたように顔を上げると、月白は照れ臭くさそうに笑った。

「だってお前、すごく可愛かわいいんだもの。自分のものにしたくなってもしかたない……なんてな。はは。元気になったのも強くなれたのも全部、お前からの信心のおかげなのにな」

　馬鹿だよな。おどけたように月白は笑った。だが、その笑い声はすぐに途切れてしまう。

「神様は、俺じゃなくてお前なんだよ。生きる意味も寿命も何もかも、全部お前が与あたえてくれた。俺はそれに心から感謝して、受け入れなきゃいけなかったが……できなかった」

　弥一は自分を立派な神様だと思って、こんなに毎日拝んでくれているのに……という後ろめたさ。　>>>♥

　弥一は自分を神様としか見ていない。自分と同じ気持ちではないのだという哀かなしさ。

　自分は弥一の信心なしでは生きていけない。決して、弥一を幸せにはできない惨みじめさ。

　自分を生かしてくれる神様相手に思うことじゃないと分かっていても、思わずにはいられなかった。

「どうにかしてひっくり返せないかって、色々頑張ってみたんだがなあ。とうとう……お前の信心でも、どうにもならなくなってきて……もうすぐ動けもしなくなるって言われちまった」

　弥一のために、何かをすることさえできなくなる。ただ、弥一の信心に縋すがり、死を待つばかりの肉の塊かたまりになる。そんなこと、自分には耐たえられない。

　そうなる前に生き切りたい。そう思っていた矢先、弥一と再会した。

「最初はさ。もうすぐ死ぬ自分なりに、お前にできることを精せい一いつ杯ぱいやろう。そう思ってた。けど……俺を治すためなら、自分の心臓だって煎せんじて吞のませてやるってお前の言葉に、欲よくが出た」

　こんなに可愛い男、誰が諦あきらめ切れる？

　弥一は俺のものにする。何が何でも俺が幸せにする。誰にもやらない。

　そんな想おもいが血ち飛沫しぶきのように噴ふき出した。

「だから、お前を口説いたんだ。お前を、俺のこの手で幸せにするために。決して、死ぬためじゃない」

　真っ直すぐにこちらを見み据すえて言い切る。そんな月白に、弥一はぽかんと口を開くばかりだったが……。

「馬鹿じゃ、ないのか……」

　ようやくそれだけ、口にすることができた。

「なんでそんな大事なこと、俺に黙だまって……第一、口説いたら信心が減るって分かってたなら、病が治ってから口説けばいいじゃないか。体の負担になるようなことは少しでも減らしたほうが……っ」

「そんな姑こ息そくな手を使う安い男が、お前を真に幸せにできると思うか？」

「……！」

「できるわけがない。とはいえ、本当のことを言って口説いても……それはそれで、なんか脅きよう迫はくみたいでなあ。だから言わなかったんだ。まあ、そのせいで余計お前を苦しめちまったが」

「な、なら、信心が減り続けてもやたら楽しそうだったのは……」

「ああそれ？　それは……お前の信心が愛情に変わっていってるのかと思うと、つい顔がにやけちまって」

　嬉うれしそうに尻しつ尾ぽを振ふり、耳の中を赤くして笑うものだから、弥一はますます口をあんぐりさせた。

　この男は、一体何を言っている。自分を生かし続けてきた力がどんどん減っていっているというのに、どうしてそんな──。

　じわじわと動揺が広がっていく。そんな弥一の内心を知ってか知らずか、月白は続けてこう言った。

「それに……信心が減っていけばいくほど、それでも生きている自分が、どうしようもなく嬉しいんだ。何してても楽しい。ようやく、お前に胸を張って向き合えている気がして」

　その言葉を聞いた途と端たん、体が勝手に動いた。体当たりする勢いで、月白に抱だきついたのだ。

「……俺からの信心、今どのくらい来てる？」

　震ふるえる唇くちびるが、そんな問いを漏もらしていた。月白が身を離はなし、顔を覗のぞき込んでくる。

「ないよ」

「……一欠片かけらも？」

「ああ。今、全部なくなった。それでもほら、こうして生きて……ん」

　言い終わらないうちに、弥一は月白の唇に自分のそれを押しつけていた。

「……好きだ」

「！　や、いち……」

「お前が好きだ。誰より好きだっ。だから、俺を置いて行かないでくれ。ずっと、一いつ緒しよにいて……んんっ」

　まくし立てる弥一に、月白が思わずといったように口づけてくる。だが、弥一は喋しやべるのをやめない。やめられない。

「俺も……ぅ、ん。辛つらかった。お前のこと、神様としか……思っちゃいけない、なんて……ぁ。本当は、お前のこと、もっと……もっ…と……んんっ」

　月白にしがみついて夢中で口を動かし続けて……ああ。

　……自分は、どうしてしまったのだろう。

　普ふ通つうに考えて、こんなことしている場合ではない。月白への信心が潰ついえた今、月白の命を救うため、他ほかにしなければならないことはたくさんあるだろうに、こんな……！

　いつもの自分が𠮟しつ責せきしてくる。でも、そんな声さえ……どんどん遠くなっていった。

　何もかも、月白への愛おしさで塗ぬり潰つぶされていく。

　月白は尊い神様。崇あがめる以外考えちゃいけない。そう、ずっと自分に言い聞かせ続けてきたし……誰だれかが好きだの何だの、考えてはいけないと思っていた。

　──どうして、たすけて……くれないの？　ひどいよ、にいちゃん……。

　茜をあんなふうに死なせてしまった自分が、そんなことをしていいわけがないし……誰も幸せにできやしないと。

　今でも、その気持ちは変わらない。それでも、もうこの想いを止められない。

　愛おしくてやまない相手から、ここまでの愛を示されて、我が慢まんできるわけがない。

　一度堰せきを切った想いは止とどまることを知らず……いや、むしろ言葉にすればするほど、月白に触ふれれば触れるほど、より一層想いが込み上げてくる。

　浅ましいほど夢中で搔かき口説き、月白の白い肌はだに手を伸のばした。けれど、気がつけば──。

「つ、きし……ぁ、あっ。そ、んな……んんっ」

　一糸纏まとわぬ裸ら体たいに剝むかれ、一方的に愛あい撫ぶされていた。

　経験値の差が出たのか？　いや、きっと……それだけではなくて。

「弥一……は、ぁ……弥一っ」

　自分と同じように、月白もいつもの月白とは違ちがっていた。

　普ふ段だんの穏おだやかで飄ひよう々ひようとした風ふ情ぜいが噓うそのように、翡ひ翠すい色の瞳ひとみを情じよう欲よくに滾たぎらせ、壊こわれたように弥一の名前を繰くり返しながら、貪どん欲よくに弥一の体を貪むさぼってくる。

　弥一の体の隅すみ々ずみ……それこそ、足の裏まで舌でねっとりと舐なめ上げ、弥一が感じるところを見つけると、執しつ拗ように甘あま嚙がみして──。

　それは、誰だれかと肌を合わせるのが初めての弥一には刺し激げきが強過ぎた。

　我慢しようとしてもひっきりなしに、甘ったるい喘あえぎ声が漏れ、引き締しまった肢し体たいを淫みだらにくねらせてしまう。

　硬かたく張り詰つめた自身の竿さおと月白のそれを一緒に握にぎり込まれ、扱しごかれた時にはもう、

「ゃ……ぁ、あっ。そ、んな……まっ、て……怖こわ、い……ふ、ぅ」

　未知なる快感が全身を駆かけ抜ぬけたものだから、思わずすすり泣いて懇こん願がんしたが、月白は許してくれない。

　やめてくれるどころか、扱く手の速度を速め、唇に嚙かみついてくるばかりだ。

　意地の悪い奴やつめ！　と、思わなくもなかったが……困ったことに、弥一の心は歓かん喜きに打ち震えていた。

「あ、あ……んぅっ。つき、し……月白……ぅ、んんっ」

（月白の……すごく、硬い）

　色気もくそもない、ごついばかりのこの体に、ここまで硬くして……こんなに嬉しいことはない。

　それに、今まで……あの飄々とした笑え顔がおの下で、どれだけ我慢していたのだろうかと思うと、胸が甘く疼うずいて、月白への愛いとおしさが余計に込み上げてきた。

　その想いを嚙み締めていくほどに……これまでずっと、弥一の心に重くのしかかっていた不安や恐きよう怖ふが噓のように消えて行った。

　事態は何も解決していない。それなのに……ああ、この感じ。

　同じだ。十四年前のあの時も、空腹と寒さで今にも死にそうだったにも拘かかわらず、月白がそばにいるだけでちっとも怖くなかった。むしろ、楽しいとさえ思った。

　自分はそれを……神様のなせる業わざで、月白はすごい神様なのだと思っていた。

　でも、今なら分かる。この想いは神業などではなくて……。

　と、考えられたのはそこまでだった。

「つき、し……はぁっ。も……達いき、そ……ふ、ぁっ」

　溜たまりに溜まった快感が、一気に下か肢しに集まり始めたものだからしがみつくと、月白も甘い息を漏らした。

「そうか。じゃあ……達けよ。俺も、一緒に達く、から……くっ」

　扱く手がさらに速くなる。それに伴ともない、先せん端たんから溢あふれ出た二人の蜜みつが混ざり合って、くちゅくちゅと音を立てた。それがまた、弥一の官能をいよいよ煽あおった。

「月白っ……つ、き……あ、あああっ」

　不意に、目の前が真っ白になった。勢いよく精が放たれ、月白の腹に飛び散った。すると、

「くっ……ぁ、あっ」

　月白も押し殺した喘ぎ声を漏らして射精し、弥一の上に崩くずれ落ちてきた。

　そんな月白を弥一はきつく抱き締める。月白も、自分から弥一に身を擦こすりつける。

　言いようのない幸福感と充じゆう足そく感が全身を包む。

　二人はそのまま身を寄せ合い、無言で互たがいの乱れた吐と息いきと鼓こ動どうに耳を澄すましていた。しかし、しばらくすると、どちらともなく顔を上げ、唇を重ねた。

　最初は小鳥のそれのように啄ついばむ程度。しばらくすると、深い深い結合へ。

　先ほどまで感じていた充足感は、もうなくなっていた。

　これだけでは全然足りない。月白がほしい。もっともっとほしい。

「は、ぁ……や、いち……」

「……ぁ」

　口づけが解ほどけてしまう。月白が今まで誰にも触れられたことがない箇か所しよに、指先を這はわせてきたから。

「つき、し……ゃ。んんっ」

「うん？　嫌いやか？」

　濡ぬれた指先で、いやらしく縁ふちをなぞりながら悩なやましい声で尋たずねてくる。それだけで、治まっていた熱が簡単にぶり返して、甘い声が漏れる。

「ぁ、ん……そこ、は……ぁ」

「……嫌か？」

　窄すぼまりに爪つめを立て、挿そう入にゆうしない程度に軽く弄いじってくる。焦じらすような動きに思わず睨にらみつけたが、情欲の涙なみだに濡れた目でいくら睨んでも効果はないようで、月白は意地悪くも艶つやのある笑みを浮うかべながら再び口づけてきた。

　甘やかな口づけに、うっとりと目を閉じた……その時だ。

「あ……あわわわ……」

　どこからか、妙みような声が聞こえてきた。

　一体何だと、何の気なしに目を向け、ぎょっとした。

　開け放たれた障子の先に、口を馬ば鹿かみたいに開いた蒼夜が立ち尽つくしていたから。

「あ、あ、あ……き、貴様ら……な、何して……」

「兄上。取り込み中です。用なら後に」

　弥一を抱いたまま、月白が冷静に声をかけたが、手て遅おくれだった。

　蒼夜は白目を剝いた上に、口から泡あわまで吹ふいて、ものの見事にひっくり返った。

　その光景を弥一は呆ぼう然ぜんと見つめていたが、月白は忌いま々いましげに舌打ちした。

「ちっ。可愛かわいい弥一を見られちまった」

　勿もち論ろん二人とも、完全に熱が冷めてしまった。







「……もうよい」

　半刻後。身み支じ度たくを整えた二人は、意識を取り戻もどした蒼夜にこれまでの経緯いきさつを話して聞かせたが、途と中ちゆうで力なく遮さえぎられてしまった。

「いくら聞いても理解できそうにない……」

　俯うつむいてゆるゆる首を振ふり続ける蒼夜に、弥一は心底同情した。無理もない。可愛い弟がこんなごつい男とまぐわっていたら、誰だって卒そつ倒とうするし、理解を拒きよ否ひするだろう……が、月白にはそんなこと、些さ細さいなことのようで、

「そうですか。では、俺と弥一の仲を認めてくださるのですね？」

　にこやかに笑ってそんなことを言うではないか。

「うむ。そりゃあ……！　なにゆえそうなるっ？　月白っ、かような時にまでふざけるな！　このようなことになって……父上や母上にどう顔向けする……」

「そんなことより兄上、何か用があったのではないですか？」

「貴様！　何がそんなこと……むう！　もうよいっ。このまま貴様と話しておったら頭が爆ばく発はつする！」

　そう吐はき捨てると、蒼夜は弥一へと向き直った。

「本題に入る前に念のため確かく認にんするが……貴様、もう月白を神として崇める気は……」

「無理です」

　間かん髪はつを容いれず弥一は即そく答とうした。

「もう、自分に噓を吐くことはできません。月白は、俺の愛おしい男……」

「分かった分かった！　……はあ。話というのは他ほかでもない。頼義めのことだ……っ」

　弥一の言葉にはち切れんばかりに尻しつ尾ぽを振りまくる月白の頭を尻尾で叩たたきつつ、蒼夜は居住まいを正した。

「先日、彼奴きやつが禁域の木を伐きったのを覚えておるか？　あれは、頼義が密ひそかに雇やとった野や盗とうどもと行ったことなのだが、事が済んだら野盗どもを材木泥どろ棒ぼうと罵ののしり皆みな斬きり捨ておった」

「野盗に、罪をなすりつけたんですか」

「うむ。だが、空そら恐おそろしいのはここからよ。彼奴は別の野盗を雇うと、里で悪さをさせ始めた。禁域の木を伐られて怒いかり狂くるった山神の仕し業わざということにしてな」

「！　そんな……あの時、頼義は蒼夜様に殺されそうになったところを月白に助けられているんですよね？　それなのに」

「ふん！　彼奴は月白に助けられたなどとは思うておらん。月白が横やりを入れねば、仕留めておったのに邪じや魔ましくさって！　と、逆に月白を殺そうとしたからな」

「なっ？　そんなの、滅め茶ちや苦く茶ちや過ぎる……」

「いや、そうでもないさ」

　声を荒あらげる弥一の横で、月白は鷹おう揚ように言った。

「俺には、至し極ごく真っ当な感覚だと思うがな」

「！　どうしてだ。あいつはお前に助けられたっていうのに」

「それはな、弥一。山神に助けられたなんて、あいつの中ではあってはならないことだからだよ」

　頼義は今までずっと、山神なんていない、もしくは悪いものだと主張し続け、山神との約定を破った挙げ句、水場に毒を流して殺そうとまでした。

　そこまでしておいて、実は山神はいいものだった……なんて、今いま更さら認められるわけがない。

「見たいものしか見ない。普ふ通つうのことだ。お前にだって覚えがあるだろう？」

　そう言われると言葉に窮きゆうしてしまう。確かに、心当たりならあり過ぎるほどある。

　けれど……「普通のこと」で、許される話ではない。

　頼義は領主なのだから、なおさらだ。それに……。

　──お願いです。……義親が憧あこがれてやまぬ、兄上でいてくださいませ。

　義親はどうなる。あんなにも兄を敬愛し、頼義なら必ずよき領主になってくれると信じて、心を砕くだき続けている、あの……祈いのりにも似た尽じん力りよくは全くの無意味だというのか。

　それでは、あまりにも悲し過ぎる。

　──私は、将来領主になられる兄上のために、少しでも里をよいものにしたい。力を貸しておくれ。

　初めて会った時、そう言って独りぼっちだった自分を救ってくれた義親の姿を思い返し、胸を痛める。そんな弥一の胸の内を知ってか知らずか、月白は腕うでを組んで鼻を鳴らした。

「ふん。とはいえ……あいつもなかなかいい手を使う。山神を信じ切っている人間に、ただ山神を討とう伐ばつしようと言うより、怒り狂って祟たたり神と化した山神を討うとうと言うほうが、ずっと動かしやすい」

「そうだ。おまけに悪いことは重なるものでな。里では今、流行はやり病が蔓まん延えんしておるらしい」

「流行り病？　……どのようなっ」

　病という言葉に前のめりになる弥一に、蒼夜は首を振った。

「さあ。そういうことは我らには分からん。ただ、城の者もかなり罹かかっておるそうで、頼義めの弟も罹って臥ふせっておるとか……」

「義親様がっ？」

　流行り病の時以上の声を上げてしまった。

（こんな時に臥せっているなんて、相当お悪いに違ちがいない）

　真ま面じ目めで我が慢まん強づよいがゆえに、ついやせ我が慢まんして頑がん張ばってしまう彼の性格を知っているだけに、心配でしかたない。だが、その心配も、

「頼義はこのことも山神の祟りと吹ふい聴ちようしておるらしい。おまけに、病人を助けに山を下りようとした薬売りを食い殺したと……ご丁てい寧ねいに偽にせの軀むくろまで用意してな」

　続けて言われたその言葉に吹き飛んだ。

「あの男……そこまでしたんですかっ」

　自分のことはともかく、病で苦しんでいる義親を出汁だしに、里人たちにさらなる不安を煽あおって追い詰つめるなど、家臣や領民を守るべきはずの領主のするべきことではない。

　憤いきどおる弥一に、蒼夜が忌いま々いましげに鼻を鳴らす。

「彼奴がさようなことなど考えるわけがない。それどころか、これまで彼奴の話に耳を傾かたむけなかった連中が、熱心に話を聞いてくるようになって、有う頂ちよう天てんになっておるそうな。山神など即そつ刻こく討つべきだ。やはり『山の木を伐るな』だの『同族の狼おおかみを殺すな』だの、己おのれの利しか頭にない畜ちく生しようを崇あがめる価値などなかっただの何だの演説ぶって……ふん！　何が我らの利だ。こちらは親切に警告してやっておるだけというに」

　警告？　首を傾かしげる弥一に、月白が教えてくれる。

「禁域の箇か所しよは地じ盤ばんがかなり緩ゆるいんだ。木を伐り過ぎるとすぐに土ど砂しや崩くずれが起こる。だから伐るなと警告しているんだ。狼を殺すなというのは、ここらあたりの狼は皆みんな神狼だからだ。人間が神の眷けん属ぞくを殺せば呪のろわれて、苦しみ抜ぬいて死ぬことになるからで……あの教えは皆人間のためを思ってのことだ。俺たちのためのものじゃない」

「そうだったのか。でも……どうしてそんな大事なことが伝わっていないんだ」

「さあな。里人にとって山神の言うことは絶対だから、理由まで覚えている必要はないと思ったのかも……」

「今はさようなことどうでもよい！　……で、そういうわけなのでな。貴様には里に行ってもらい、病人を救い、誤解を解いてきてほしい。我らは基本、人間界への介かい入にゆうは禁じられておるし、病を治ち癒ゆする力もないゆえな。月白のことが心配であろうが、このまま放ほうって置いては、取り返しのつかぬことになる」

　その言葉に、弥一は深く頷うなずいた。

　そうだ。このままでは、山神と里人の間に無益な血が流れることになる。そうなってしまえば、何もかも終わり。多くの罪なき命が喪うしなわれ、義親の切なる願いは完かん膚ぷなきまでに打ち砕かれ……月白の病が治ったって無意味だ。

　──にい…ちゃん……いた、いよ……。

　あんな地じ獄ごく絵え図ず、もう二度と見たくない。絶対あってはならない！

　と、弥一が胸の内で思う傍かたわら、

「兄上」

　月白が渋しぶい顔で、蒼夜を睨にらみつける。

「弥一を捨て駒ごまにされるおつもりか。先ほども申したとおり、頼義は決して己の非を認めない。弥一が生きていると知れば、頼義はどんな手を使ってでも弥一を殺そうとしてくる。それを分かって」

「ふん、当たり前ではないか。ゆえに、こやつが無事帰ってこられるよう、貴様が細工せい。俺はこういうことは苦手だ」

　偉えらそうに命令する蒼夜に、月白は肩かたを竦すくめた。

「やはり、そういう魂こん胆たんでしたか。しかし、そうは言っても……」

　口を閉じる。表情も依い然ぜん険しいまま。そんな月白に、弥一はにじり寄った。

「月白。頼たのむ、行かせてくれ」

「……行って、何をする」

「俺のやるべきことをやる。皆の病気を治して、誤解を解いて、それから……」

「俺はお前がいないと生きていけない」

「……っ！」

「そのこと、分かってくれているか？」

　不意の言葉に絶句する弥一に、月白が重ねて訊きいてくる。

　あまりに熱ねつ烈れつな言葉にたじろいで、とっさに答えられなかったが、無言で見つめてくる月白の表情が、何だか不安げに見えたものだから、すぐ居住まいを正した。

「……そんな顔するな。大だい丈じよう夫ぶ。そんな大げさなこと言わなくたって、ちゃんと生きて帰ってくる。こんな状態のお前を残してなんて、死んでも死にきれない……っ」

「うーん。気に入らない答えだが、帰ってくるつもりでいるならいい」

　唇くちびるを尖とがらせながらも弥一を引き寄せ、ぎゅうぎゅう抱だき締しめてくる。そんな月白が可愛かわいく思えて、弥一も月白にしがみついた。

「あー！　そういうことはせめて、俺がいない時にしてくれっ」

　両手で真っ赤になった顔を覆おおって身み悶もだえる蒼夜をものともせず。







　数刻後、久住の里でちょっとした騒さわぎが起こった。

　久住の里に住む猟りよう師しが山から転がり下りてきて、大きな狼に乗った薬売りを見たと騒ぎ立てたのだ。

「薬売り様が？　しかも狼……山神様に乗ってただ？　お前、すぐ分かる噓うそを吐つくな。薬売り様は死んじまった。しかも、山神様に嚙かみ殺されて……お前だって、あの軀を見たろう」

　里の外れで発見された惨むごたらしい軀を思い返し、表情を歪ゆがめる里人に、猟師は唸うなり声を上げた。

「しっかり覚えているさ！　けど、本当に見たんだ！　熊くまよりでかい灰色の狼に……」

　その時。二人の横を風のような速さで何かが駆かけ抜けて行った。

「そうそう！　ちょうどあんな感じで背中に跨またがって……ええっ？」

　猟師が声を上げる。里人も驚きよう愕がくの声を上げた。

　そんな二人に振ふり返りもせず、大きな灰色の狼……蒼夜は弥一を乗せ、人ひと気けのない農道をひた走る。

「全く月白め！　次期長おさであるこの俺に、人前に出る禁を犯おかさせるなど、どういう了りよう見けんだ！」

「里人の何人かに、俺と山神様が一いつ緒しよにいるところを見せるほうが、頼義の言ったことが噓だと手っ取り早く教えられるからって言っていたじゃないですか。それに、月白は自分でやるって言ったのに、蒼夜様が……」

「当たり前だ！　あのように弱った月白を里になどやれるかっ。頼義に捕つかまったらどうする！」

　怒おこった声で即そく答とうするので、弥一は笑ってしまった。怒りっぽくはあるが、弟妹思いのいい兄だ。

「む？　何が可笑おかしい？　まことにいけすかぬ奴やつめ。よいか！　里のことを頼みはしたが、俺は貴様のことなど全く全然、これっぽっちも認めてなどおらん！　勘かん違ちがいするでないぞ！　……だ、だが、死んで月白を悲しませてみろ。地じ獄ごくの果てまで追いかけて今度こそ嚙みちぎってや……お」

　矢や継つぎ早ばやにまくし立てていた蒼夜の声が途と切ぎれる。顔を上げてみると、前方に無骨な造りの山城が見えてきた。

「おい。あれが義親とやらの居城か」

「はい。義親様は、あそこで養生しているはずです」

　そう答えると、蒼夜はますます強く地面を蹴けった。

「うん？　あれは……ぎゃっ！」

　門を守っていた二人の門番が先ほどの里人たち同様、弥一たちの姿を見るなり悲鳴を上げた。

「お、お前……い、いや！　あなた様はまさか……ひっ」

「よいか、人間ども」

　門番たちの前に立ち止まると、蒼夜は居い丈たけ高だかな声とともに門番たちを睨みつけた。

「貴様らが病で困っておると聞いたゆえ、薬売りを届けに来てやった。が……こやつに何かしてみろ。天てん罰ばつが下ると思え！」

　さあこやつを貴様らの主あるじの許もとへ連れていけ！

　鋭するどい牙きばを剝むき出し、地じ響ひびきがするほど咆ほう哮こうする。腰こしを抜かした門番たちに、蒼夜はふんと鼻を鳴らすと、くるりと背を向け、颯さつ爽そうと行ってしまった。

　確かに、弥一がすぐに義親に会えるよう、少々口くち添ぞえしてやってくれと月白に頼まれていたが……これはさすがにやり過ぎでは？　などと思っていると、門が開き、中から男が飛び出してきた。顔見知りの、義親の従者だ。

「薬売り！　生きておったのか。それに、先ほどの鳴き声はもしや山神様……」

「その話は後で。それより、義親様の具合は」

「あ、ああ。あまり良くない。お前の代わりの薬くす師しを呼んだが、どうも藪やぶのようで、いっこうに良くなる気配がない。すぐ診みてくれるか」

　頷くと、早さつ速そく中に通された。

　部屋に入ると、義親が床とこに臥ふしていた。その傍らには、弥一の代わりに呼ばれたらしい薬師姿の男がいて、書物と睨めっこしながら頭を抱かかえている。

「……困った。こんな症しよう状じよう見たことない……うん？　なんだ、お前は……わっ」

「ほら。お前はもうお役やく御ご免めんだ」

　容よう赦しやなく男が追い出されるのを横目に、弥一は背負っていた薬箱を下ろし、義親を診しん察さつした。

　高熱に、この独特の発はつ疹しん……間ま違ちがいない。

「これは、十年前に里で流行はやったのと同じ病ですね」

「！　本当か」

「はい。特効薬を作るのに苦労したから、よく覚えています。待っててください。すぐに作ります。それと……義親様と同じ病に罹かかっている者が里に何人いるか、調べてもらえますか。その分も作りますので」

　薬箱を開き、手早く薬を調合しながらてきぱきと指示を出す。

　高熱で意識が朦もう朧ろうとしている義親に薬を吞のませた後。弥一は里人たちの薬も作り始めた。山神に殺されたと吹ふい聴ちようした弥一が生きていたとなれば、頼義が何かしてくるかもしれないということで、義親の居城を出ることはできなかったが、可能な限り患かん者じやの治ち療りようもした。

　そのつど、今までどこに行っていたのか。頼義はお前が山神に喰くい殺されたと言っていたが？　と、訊きかれたので、こう答えた。

「恥はずかしい話ですが、崖がけから落ちて大おお怪け我がを負いまして。そしたら、山神様がご自分のお屋や敷しきに連れて行って、手厚く介かい抱ほうしてくださったのです。『お前の薬は里の宝。死んではならん』と」

「なんと！　山神様がっ？　で、山神様はどういうお方で、どのような介抱をしてくださったんじゃ」

「それが、あまりよく覚えていないのです。何だか、夢の中のようにふわふわしていて……気がついたら怪我が治っていて、『里が今流行り病で大変だから行ってくれ』と、背中に乗せられていました。だから、頼義様がどうのと言われても分かりません」

　月白が考えた台本どおりに答える。あまり里人に山神の実態を知られたくないゆえの配はい慮りよだ。

　頼義が犯した悪事……禁域の水場に毒を流したことや、禁域の木を伐きったことなどについて伏ふせたのは、

　──下手に頼義を刺し激げきすると、でたらめを言うその男は偽にせ者ものだと言って、躍やつ起きになって殺しに来る。それに今、山神を信じる家臣たちと頼義の対立を深めるのもよくない。両者の橋はし渡わたしになれる義親が臥せっているからな。

　他ほかにもいくつかの事じ項こうを考こう慮りよした台本が渡わたされていて、適てき宜ぎそのとおりに答えていった。すると、頼義は何もしてくることはなくて……前から思っていたが、月白は本当に頭がいい。

　おかげで、義親や里人の治療に専念できた。ただ、一つ気がかりなのは、義親の衰すい弱じやくぶり。

　体の内部があちこち弱っているのは勿もち論ろんのこと、目は落ち窪くぼみ、頰ほおは瘦こけて、せっかくの美び丈じよう夫ふが見る影かげもない。

　家来たちの話によると、山神に喰い殺された弥一の軀むくろを頼義に見せられて以来、飯が喉のどを通らなくなってしまったというのだ。

　自分がしっかり対処しなかったせいで、弥一は殺され、山神を怒らせて里に禍わざわいを招いたと言って。

　その話を聞きながら……弥一の薬を吞んだ患者は皆みなすでに床とこ上あげして、快方に向かっているというのにただ一人、いまだに目覚めぬ義親の寝ね顔がおを見つめ、弥一はひどくやるせなくなった。

　どう考えても頼義のせいだというのに、頼義を責めることができない義親の心情を想おもうと。

　このまま目覚めないほうが、義親にとっては幸せなのかもしれない。

　顔はひどくやつれているのに、妙みように安らかな寝顔を見ていると、ついそんなことを考えてしまいそうになる。

　だが、弥一は懸けん命めいに義親の看病を続けた。義親が再び目覚めることを願って。

　治療を始めて五日目の朝。義親の長い睫まつげが震ふるえ、ゆっくりと目が開いた。

　弥一が顔を覗のぞき込むと、義親は虚うつろな目で何度か瞬まばたきした後、焦しよう点てんの合った目でこちらを見、両の目を細めた。

「やはり……私を目覚めさせたのはそちか」

「はい。お久しゅうございます。それと……申し訳ありません。心配をかけて」

　頭を下げる弥一に、義親は「いや」と首を振った。

「そちが謝ることなど何もない。謝るべきは私。何とかしてみせると大おお見み得えを切っておいてこの様ざま……っ」

　義親は震える唇くちびるを嚙み締しめ、手で顔を覆おおった。

「……夢を、見ておった。山神様と語らう夢を」

「！　山神様と……」

「ああ。この世のものとは思えぬほどに美しい白はく狼ろうで……色んなことを話した。そちの安否。山神様の約定の意味。兄上が犯してしまった罪。それから、私の……兄上への想おもい」

　義親の声が震え始めた。

「兄上はまこと、優すぐれたお方よ。何をしても敵かなわぬ。普ふ通つうなら悔くやしいとか色々思うところだが、歴然とした差を見せつけられるといっそ、このような兄を持つ己おのれが誇ほこらしいばかりであったし……兄上は必ず、誰だれよりも立派な領主になると信じ切っておった。それなのに……父上が急死され、急きゆう遽きよ家か督とくを継つがれた途と端たん、人が変わってしまった」

　義親の瘦けた頰を雫しずくが伝う。

「憎にくらしゅうて、辛つらいのだ。なぜかどんどん変わっていく兄も、それを止めることができぬ己も何もかも」

「義親様……」

「山神様が喰い殺したというそちの軀を兄上に見せられた時、私の中で何かが壊こわれた気がした。私はずっと、そなたのことを兄上に話しておったのだ。目をかけて可愛かわいがっておると。それなのに、兄上は……！」

「……」

「本当はな。もう……ずっと前から分かっておるのだ。私は何をするべきか。だが、どうしても嫌いやで……都合よくなった病に逃にげておった。しかし、そちに起こされてしもうた」

「はい」と、端たん的てきに頷うなずいてみせると、義親は深い深い溜ため息いきを吐ついて、それきり黙だまった。

　どのくらい、時が経たったろう。義親は顔を手で覆ったまま、弥一の名を掠かすれた声で呼んだ。

「弥一。ずっと、私のそばにいてくれぬか……」

「……義親様」

「私はこれまで、そちが抱える心の疵きずを理解してやれなんだが、これからは理解してやれるし……この苦しみを分かってくれるのは、きっとそちだけだ。ゆえに」

「何を弱気なことを」

　縋すがるような声こわ音ねに、弥一はぴしゃりとそう返した。

「そんな言い草、義親様らしくない」

「私らしくない……そう、だな。そうかもしれない。だが……っ」

　顔を覆っていた義親の手を引き剝はがし、弥一は義親の顔を覗き込んだ。

「そんな、全部終わったような顔をなさいますな。……生きているじゃないですか。頼義様は、茜と違ちがって……まだ生きてる。だから、まだ終わっていない。生きている限りは、なりふり構わず足あ搔がくべきだ。死んでしまったら、もう何も届かないんだから」

「弥一……っ」

　頑がん是ぜない童わらべのような顔で見上げてくる義親の手を、よりいっそう握にぎりしめる。

「大だい丈じよう夫ぶ。義親様ならできますよ。こんなに可愛い弟を裏切れる兄貴なんていやしません」

　はっきりと言い切り、鋭するどい険のある目を和やわらげる。

　義親がこれ以上ないほどに目を見開いた。それから、目め一いつ杯ぱい間を置いてこう言った。

「……。……弥一。そなた、いつの間に女ができた？」

「え？　いや、女というか……っ？」

　ぎょっとする弥一に、義親は「やはりか」と破顔した。

「赤飯を炊たいて皆に振ふる舞まわねば」

「！　何でそうなるんです」

「皆とこの喜びを分かち合いたいからに決まっている。……ほれ。どんな女か教えてくれ。愛らしいのか？」

　先ほどの沈しずみきった声とはうって変わった、弾はずんだ声で尋たずねてくる。表情もやたらと明るくて……そこはかとなく腹が立つ笑え顔がおだと思わなくもなかったが、弥一は話に乗ってやることにした。先ほどの、死人のような表情を浮うかべた義親よりこちらのほうがずっといい。

　その後も、義親は弥一の看病を受けながらもしきりに「弥一の女」の話を聞きたがった。

「義親様が夢で話した山神様です」と答えるのが一番手っ取り早いが、さすがにそれはまずいので、当たり障さわりのないことだけ答えていったのだが、だんだん……無む性しように月白に逢あいたくなってきた。

　最初は、あれから容態が悪化していないか。経過を診しん察さつしたい！　という安否の心配ばかりだったが、気がつくと……あの深い翡ひ翠すいの瞳ひとみに見つめられたい。あの低く艶つややかに響ひびく声が聴ききたい。春の木こ漏もれ日よりも心ここ地ちよい温ぬくもりに包まれたい。と、そんなことばかり考えるようになって……いや。

　噓うそだ。本当は心の奥底でずっと、自分でも戸と惑まどうくらい月白を恋こいしがっていた。そんなことを考えていては、治療に支障をきたすと懸命に無視していただけだ。

　しかし、夜一人で床とこに就ついてしまうともう駄だ目めで、月白のことで頭がいっぱいになってしまって、全然眠ねむれない。おまけに、いないと分かっているのに、手は無意識に月白を捜さがし回って……ああ。

　我ながら重じゆう症しよう過ぎる。と、内心溜息を吐きまくりながら、義親の夜の診察をしていた時だ。

「また、この世で一番美しゅうて、格好良うて、頭が良うて、優やさしくて、居い心ごこ地ちがようて、いやらしゅうて、可愛い想い人のことを考えておるのか」

「！　……別に」

　図星を指されて跳はね上がりそうになる肩かたを何とか抑おさえ、素知らぬ顔で答えてみせたが、すぐに「噓を吐け」と笑われた。

「恋をすると、弥一はこんなに分かりやすくなるのか。見ていて楽しい……おっ」

「はい。終わりました。明日あしたから普通の飯を食ってもいいですよ」

　少々乱暴に膝ひざを叩たたいてそっぽを向く。そんな弥一を義親はまた笑ったが、ふと笑顔を引っ込め、居住まいを正した。

「弥一、ありがとう。そちのおかげで、こうして元気になれて、覚かく悟ごができた。兄上と……向き合う覚悟が」

「……そうですか」

「……うむ。そちのすさまじい惚のろ気けを聞いておって、思い出した。そちたち里人の……このようにささやかな幸せを守ることが、私と……兄上の一番の望み。それを叶かなえるためには、たとえ兄上といえども切る。それが兄上への、最大の忠義」

　半ば自分に言い聞かせるように、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。その、痛々しくも清せい廉れんな姿に小さく息を詰つめた、その時。

「殿との！　殿！」

　家来の男が慌あわただしく部屋に入って来た。

「大変でございます。頼義様がいらっしゃいました！」

「！　兄上が……このような夜よ更ふけにか」

「はい。殿のお見み舞まいにいらっしゃったと……しかし」

　ここで、家来は弥一のほうに顔を向けた。見舞いというのは建前。本当は、弥一に何かするために来たのでは？　と、言わんばかりに。

　義親もそう思っていたのだろう。「分かっている」と呟つぶやき、俯うつむくようにして頷いた。

　それから、しばしの逡しゆん巡じゆんを見せた後、すっと顔を上げた。

「会おう。支し度たくするゆえ、客間でお待ちいただくよう」

「！　……承知いたしました」

　息を吞のみつつも相手が頷くと、義親は立ち上がり、弥一へと振り返った。

「弥一。奥の離はなれに移動してくれるか？　……念のために、な」

「でも……はい。分かりました」

　弥一が言葉を飲み込み頷いてみせると、義親は力強く笑って頷き返し、しっかりとした足取りで、家来とともに部屋を出て行った。

　その、迷いのない凜りんとした背中を見送っていると、別の家来が声をかけてきた。

「離れに案内する。ついて参れ」

　すぐに広げていた調合道具を片づけ、薬箱を抱かかえて家来の後に続く。

　通された離れは城の奥、山寄りの隅すみにひっそりと建てられていた。周りには木々が鬱うつ蒼そうと茂しげっており、一見するとこの奥に建物があるようには見えなくて……確かに、潜ひそんでいるには最適な場所だ。

　その中で一人息を潜めながら、弥一は自分の役目が終わったことを感じていた。

　生きている姿を見せて、山神が弥一を喰くい殺したという誤解を解いた。流行はやり病やまいを治した。義親が頼義と向き合う決意を固めてくれた。

　この地唯ゆい一いつの薬売りとして、義親に命を救われた者として、やるべきことはした。だから、明日にでも山に……月白の許もとへ帰ろう。

　里人の誤解を解いたことで、送られてくる信心は多少増えたと思うが、それでも心配でしかたないし、何より……ただただ、月白に逢いたくてしかたない。

（どうか、生きていてくれ）

　俺も……お前がいなきゃ、生きていけそうにない。

　と、抱だいた膝に顔を埋うずめ、胸の内で独りごちた時だ。ある臭においが鼻び腔こうを打った。何とも、焦こげ臭くさい臭い。

　何だ？　何気なしに顔を上げ、はっとする。夜だというのに、閉め切った障子がいやに明るく照らされている。おまけに、耳を澄すましてみれば、ぱちぱちという物が燃える音と人の悲鳴が聞こえてきて……！

　思わず駆かけ出して障子を開いて外に飛び出すと、そこは火の海だった。離れを囲んでいた木々が紅ぐ蓮れんの炎ほのおを上げている。

　これはどういうことだと呆あつ気けに取られていると、

「やはり、ここに隠かくしておったか」

　聞き覚えのある声にどきりとした。

　振り返るとそこには、抜ぬき身の刀を手にした頼義が立っていた。まさかこの男、弥一を炙あぶり出すためだけに弟の居城に火を放ったのか？

　普ふ通つうに考えたらありえないことだ。道理に合わな過ぎる。そう思っている間にも、頼義は薄うすら笑いを浮かべながらゆっくりと近づいてくる。

「義親め。まことに芸がない。子どもの頃ころより、隠す場所が全く同じとは」

　いよいよ口角をつり上げる。背後で炎が燃え盛っているのと相まって、その異様な空気に気け圧おされ、思わず後ずさってしまう。

「貴様、前にわしに言うたな？　山神の威い光こうを利用するくらいの才覚もないくせに、天下など考えるなと」

　頼義がおもむろに、そんなことを言い出した。

「言われた時は腸はらわたが煮にえくり返ったが……貴様の言うとおりだ。それくらいの器量なくして天下など望むべくもない。だが、目的のためなら山神だろうが利用するとは……わしなど足元にも及およばぬ、空そら恐おそろしい罰ばち当あたりがいたものよと感服しておった。それだというに」

　頼義がどんどん近づいてくる。

「山神に介かい抱ほうしてもろうたそうだのう。それもこの上のう優しゅう……くくく。可笑おかしな話よ。罰当たりの貴様は山神自らが懇ねんごろに介抱し、信心深い義親や里人は助けない」

「！　それは……っ」

「貴様が神をも欺あざむけるほどの切れ者なのか。はたまた、山神が余よ程ほどの阿あ呆ほうなのか……いや、きっと後者だな。わしがどれだけ山を荒あらし、山神を騙かたって悪事を重ねようが何もせぬ。それどころか、義親たちを病で苦しめるのだからな。はは、いかれておるわ」

「……っ」

「だが、もっといかれておるのは里人よ。さような無能の神を崇あがめ、此度も……山神様が薬売り様を遣つかわしてくださったと馬ば鹿かみたいにありがたがる。……狂くるうておる。ははは。この世は何もかも愚おろかで狂うておる」

　違ちがう！　愚かなのはお前だ。どうして、俺なんかを寄よ越こしただけで、里人が馬鹿みたいに喜ぶと思う？　それだけ、お前の政まつりごとが最悪だからだ。

　領民だけじゃなく、家来衆も多く流行り病に罹かかっているというのに、対策を練るどころか、これは山神の祟たたりだと言って、余計に不安を煽あおって病状を悪化させる。これが領主のすることか！

　いつもの自分であったなら、後先考えずこれくらいのことは口にしていたかもしれない。

　だが、今の弥一は違っていた。

　どうやったらこの場を生きて切り抜ぬけられるか、それしか頭になかった。

　死にたくない。自分はまだ生きていたい。生きて……また月白に逢いたい！

　そんな弥一の耳に届いたのは、

「で……わしは今気になっておる。いたく気に入っておる貴様を殺したら、山神はどう出るか」

　ひどく楽しげに口ずさむ、頼義のその言葉。全身の血の気が引いた。

　ありえない。ここで弥一を殺しても、頼義に益えきはない。むしろ、不利益なだけで……と、普通はそう考えるが、弥一を炙り出すためだけに弟の城に火をつける男だ。常識など通じるわけがないし、何より……頼義がこちらに向けてくる視線が、完全に本気だ。

　殺される。どれだけ命いのち乞ごいしようと情け容よう赦しやなく嬲なぶり殺される。そう思った。

　慌ててあたりを見回し、逃にげ道を探す。だが、四方八方火の海で逃げ場がない。

　燃える木々の向こうからかすかに聞こえる人の声も、火を消すことに必死で、こちらにはまるで気がついていないようで……どうする？　助けを呼ぶか。

　しかし、頼義はもうそこまで来ている。

　とっさに、足元に落ちていた木の棒を拾い上げる。頼義がますます嗤わらった。

「ふざけた奴やつよ。さような棒きれで、わしに勝てると思うておるのか」

　勿もち論ろん、勝てるなどとは思っていない。だが、ないよりはましだ。

　殺されてたまるか。自分は、月白の許もとへ帰るのだ。帰って……もっとたくさん、色んなことを一いつ緒しよにするのだ。十四年間会えなかった……自分を偽いつわり続けた分も。だから！

（月白……月白っ）

　恐きよう怖ふで震ふるえる手を鎮しずめるように、その名を……念仏のように唱え続ける。

「……ふん。相変わらず、気に入らぬ目つきじゃ。……そうだ。まずはその目から潰つぶして…っ」

　頼義が刀を振ふり上げ、地面を蹴けろうとした刹せつ那な。弥一と頼義の間に閃せん光こうが走るとともに、雷らい鳴めいが轟とどろいた。爆ばく風ふうが全身を打ち、弥一はその場に尻しり餅もちをついた。

　何だ？　雷かみなりか？　そんなことを考えつつ、思わず閉じてしまった目を開いた……瞬しゆん間かん。心臓が止まりそうになった。

　この世で最も美しい白はく狼ろうが視界に映ったから。

「つ、つき、し……」

「貴様は、あの時の白狼っ！」

　弥一の言葉を遮さえぎり、頼義が驚おどろいた声を上げる。だが、すぐ……その顔に歪いびつな笑えみを浮うかべ、嗤い出した。

「……はは。まさか、貴様が出て来るとは……とっくに死んだと思うておった。灰色の狼おおかみに体当たりされて、無様によたついておったゆえ」

「！　おま……っ」

　あまりの暴言に立ち上がる弥一を制するように、月白は弥一の前に立った。　>>>♥

「……頼義。そんなに罰ばつしてほしいか」

　とても静かな声でそう言った。頼義が声を上げて嗤う。

「罰？　……はは。これは面おも白しろい。貴様のような脆ぜい弱じやく者に何ができ……」

「そんなに、父親を殺した己おのれが許せぬか」

「……え」

　頼義が間の抜けた声を漏もらす。月白が一歩だけ、足を前に踏ふみ出す。

「言われたのだろう？　『貴様のような、山神の偉い大だいさも分からぬ無能は廃はい嫡ちやくにして、義親に家か督とくを譲ゆずる』と」

「……っ！」

「殺す気はなかった。だが、気がつくと、軀むくろが足元に転がっていた」

　頼義の顔がみるみる青ざめていく。

「貴様は思うた。自分は何も間ま違ちがっていない。領主となって、それを証明してみせる。そうすれば、父の死は意味のある、偉大な犠ぎ牲せいとなり……自分が必ず立派な領主になると信じ切っている義親を裏切ることもない。必ずや、山神を排はい除じよしてみせる。引くわけにはいかぬ」

　その言葉に、弥一は目を瞠みはる。

　確かに義親は、父が急死し、急きゆう遽きよ家督を継ついで以来、頼義は人が変わったと言っていた。だがまさか、そんな理由があったなどと思うわけがなくて……。

「だが……それさえももはや噓うそだ。もう、嫌いやというほど思い知っているだろう？　貴様の器量では、山神を切り捨て、この地を治めるなど不可能。……間違っていたんだ。貴様の、己の力量、この地の情勢への認にん識しきも何もかも、父親のほうが正しかった……」

「黙だまれ！」

　頼義が声を張り上げる。ほとんど悲鳴だった。顔は完全に狼ろう狽ばいの色一色で……先ほどの余よ裕ゆうに満ち溢あふれた風ふ情ぜいは見る影かげもない。

「でたらめを申すなっ。……違う。殺していない。父上は……無む駄だに死んだわけでは……っ」

　譫うわ言ごとのようにまくし立てながら刀を振り上げる頼義に、月白が尻しつ尾ぽを大きく振った。瞬間、頼義の手から刀が弾はじけ飛んだ。

「くそっ！　この化け物……」

「死ね」

　ひどく厳おごそかな声こわ音ねで告げられたその言葉に、弥一と頼義はびくりとした。

　弥一は改めて月白を見た。月白の翡ひ翠すい色の瞳ひとみは真っ直すぐに頼義を見つめている。その眼まな差ざしは、ただただ静かで優やさしい。

「あ、ああ……や、やま、が……」

「死ね。父を殺し、弟の期待を踏みにじった大罪人よ。俺が、罰してやる」

　それは、本来神狼の月白が口にしてはいけない言葉だ。神の眷けん属ぞくが人間を殺せば、その身が穢けがれて魔ま物ものになってしまうのだから。

　それなのに、弥一は動くことができない。

「死ね」と告げた月白の声音も、やっぱり……どこまでも優しかったから。

　代わりに、頼義が動いた。糸が切れた操あやつり人形のようにその場に崩くずれ落ちたのだ。

　呆ほうけた顔で、月白をぼんやりと見つめ続ける。月白も何も言わず、頼義を見つめる。

　その時、大きな音があたりに響ひびいた。

　燃えていた木が折れ、倒たおれてきたのだ。その先には、座り込む頼義がいる。

　だが、頼義はその木を見上げるだけで動かない。月白も弥一も、頼義を見つめるだけで動かない。ゆっくりと目を閉じて炎ほのおに包まれていく頼義を見つめて……。

「兄上っ！」

　悲痛な叫さけびがあたりに響く。

　義親だ。転がらんばかりの勢いで駆かけ、落ちてくる炎をものともせず頼義に体当たりした。

「義親様っ！」

　炎の中に消えてしまった二人の光景に、ようやく我に返った弥一は声を上げ、二人の許もとに駆け寄った。

　二人とも木の下した敷じきになってしまったのかと肝きもを冷やしたが、

「兄上……申し訳、ございません」

　燃え盛る木の向こうから、義親の声が聞こえてきた。

　声のしたほうに行ってみると、頼義を抱だき締しめて座り込む義親の姿があった。

「本当は、薄うす々うす分かっていたのです。兄上が父上を殺あやめたことも……悪事を重ね、父上が崇すう拝はいしていた山神様や私に、殺されたがっていたことも」

「……っ」

「それなのに、私は気づかない振りをした。兄上を失いとうはなかったし、私が領主になれるとは思えなかったから……誰だれも気づかなければなかったことになって、兄上の罪も罪悪感も消え、立派な領主になられるに違ちがいない……なんて、余計に兄上を傷つけているとも気づかず」

「……義、親」

「無駄ですよ。私は……兄上に何を言われ、何をされようと、兄上を嫌きらいにはなれませんし、見捨てることもできない。……これからは、私もその罪を背負います。ですから、どうか」

　もう一人で苦しまないで。震える声で囁ささやいて、よりいっそう深く抱き込む。

　頼義は目を白黒させるばかりで何も言わなかった。だがふと、瞬まばたきしたかと思うと、目から涙なみだが零こぼれ出した。後から後から、それは止とどまるところを知らなくて──。

「よし。うまくいったな」

　その光景を呆けたように見つめる弥一の横に立ち、満足げに鼻を鳴らす月白に、弥一は目を丸くした。

「お前……ここまで狙ねらっていたのか？」

「ああ。お前が殺されかけるってのは大誤算だったが……頼義を排除した場合、次にこの地を治めるのは義親だ。だが、お前や義親の話を聞く限り、このまま頼義を追い落として領主に据すえても、心こころ許もとなくてな。あ……そうだ」

　突とつ然ぜん、月白が空に向けて高々と遠とお吠ぼえした。

　するとすぐ、たくさんの狼……おそらくは蒼夜たちのものだろう遠吠えが応こたえてきた。と、同時に、雷鳴が轟き、大おお粒つぶの雨が降り始めた。

「よし。これで火事もすぐ消えるだろう」

　さらりとそう言う月白に、弥一はますます目を見開いた。

　頼義が義親の城に火をつけるだなんて、さすがの月白も想定していなかったろうに、こんな……いとも簡単に対応してしまった。

　頼義の悪事を止めるだけでなく、その先のことまで考えていたことだって、すごいことなのに。

　つくづく月白は頭がいい。だが、それだけではない。人の心の痛みが分かる情け深い男だ。それでなければ、こんな落としどころを考えつけるわけがない。

　本当に、月白は立派な神様だ。けれど、それ以上に思うのは……。

（月白……元気になってる！）

　狼姿ではあるが、人間界まで走ってきたり、雷を落としたり……別れた時はそんなこと、とてもできる状態ではなかった。明らかに回復している。

　里人の信心が戻もどったから？　それもあるだろう。だが、これまでの診しん療りよう記録から考えて、今は弥一や里人の信心があっても衰すい弱じやくが進行して、床とこに臥ふせっている時期のはず。それなのに！

（……効いたんだ。食しよく事じ療りよう法ほうが効いたんだ！）

　やっぱり、料理を食べ始めたら衰弱するのは、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちなどではなかった。神狼の病の原因は料理だったのだ！

　そう思ったら、もうたまらなくなって、弥一はここがどこかも忘れて月白に飛びついた。

「よかった……月白。本当に、よかった……」

「……はぁ。もう無理」

「？　何か言った……わっ！」

　月白の首にしがみついて、ぎゅうぎゅう抱き締めていた弥一は声を上げた。月白がいきなり弥一の手を振ふり払はらったかと思うと、弥一の袴はかまの紐ひも部分に嚙かみつき、そのまま弥一の体を自分の背へと放ほうり投げた。

「しっかり摑つかまっていろよ」

　声をかけて走り出す。慌あわててしがみつきながらどこへ行くのかと尋たずねると、

「帰る。今すぐお前を抱きてえ」

　予想だにしていなかった言葉にぎょっとした。

　この男は何を言っているのだ。先ほどまでの、冷静沈ちん着ちやくな態度が噓のようだ。でも。

「……呆あきれたか？　けど、もう我が慢まんできない……」

「いいぞ」

　月白の言葉を、弥一は掠かすれた声で遮さえぎった。

「俺もだ、月白。俺も……もう我慢できないっ」

　実は密ひそかに思っていた気持ちを素す直なおに告げ、月白の首にしがみついた。途と端たん、月白の体がぶるりと震ふるえた。







　その後、月白は風のような速さで山を駆け抜ぬけ、山神の里に戻った。

　自室に入って早々人型に戻ると、弥一を押し倒し、唇くちびるに嚙みついて来た。そんな月白に、弥一もしがみつく。

　視線が絡からみ合った刹せつ那な、二人の中の何かが壊こわれたようだった。

　口づけを交かわしながら、互たがいの着物を性急に脱ぬがせ合った。

　肌はだを暴あばくと、互いに四し肢しを搦からめてまさぐり、肌を擦こすりつけ合う。

　月白の温ぬくもりや鼓こ動どうを五感で感じるたび、言いようのない歓かん喜きが弥一の胸に込み上げてきた。

　離はなれている間ずっと、逢あいたくてしかたなかった。

　自分がいない内に容態が急変して、死んでしまっていたら……という恐きよう怖ふは勿もち論ろんのこと、月白の全すべてが恋こいしくて恋しくて……神経が焼き切れそうだった。

　でも今、月白はこうして生きている。自分と抱き合い、愛を確かめ合っている。

　それが、どうしようもなく幸せ……と、そこまで考えたところで、思考が途と切ぎれる。

　弥一の体を愛あい撫ぶしていた月白の指が、菊きく座ざへと触ふれてきたから。

「ぁ……つき、し……ぃ！　あっ」

　今回は断りなく、指を突つき入れてきた。

　経験したことがない痛みと異物感に思わず体が逃にげを打ったが、抱き竦すくめられ、よりいっそう指を奥へと突き入れられる。たまらず身を捩よじらせると、月白は熱い吐と息いきを漏もらした。

「お前の中、想像以上に……熱くて、いやらしいんだな。こんな動き……お」

「！　ああっ」

　ある箇か所しよに触れられた刹那、背筋に目の眩くらむような甘い痺しびれが走り、弥一は目を瞠みはった。今のは……と、口を開きかけるが、それは言葉にならなかった。

　月白がその場所ばかり、弄いじり始めたのだ。

「あ、あっ……月白、や、め……それ……変……ぅ、んっ」

　しがみつき、拙つたなく訴うつたえる弥一の頭を、月白があやすように撫なでる。

「はは。それはな。変じゃなくて、いいって言うんだ」

「い……いい？　そ、んな……よ、すぎて……くる、し……ぁ、あっ」

　いつの間にか三本に増えた指に奥を突き上げられて、背が撓しなる。

　刺し激げきが強過ぎる。これ以上のことをされたら、自分はどうなってしまうのだろう。

　今与あたえられている初めての快感が、あまりにも良過ぎて怖こわくなる。でも、あるものが足に当たった瞬しゆん間かん、熱で蕩とろけていた思考が一気に戻った。

（この……熱くて、硬かたいの……月白の？）

　もう一度、足で確かめてみる。すると、それは今にも爆ばく発はつしてしまいそうなほどに、怒ど張ちようしている。

　月白は、今にも達いきたくてしかたないのだ。それなのに、我慢している。まずは弥一を良くしなければと。そう思ったら、胸がぎゅっと詰つまって──。

「つき、しろ……もう、いい。挿入いれたいなら、挿入いれてくれ」

「！　弥一……？」

「頼たのむ。俺も、お前を……良くしたい」

　羞しゆう恥ちに声を上擦らせながらも囁く。

　月白に我慢させたくない。好きなようにさせてやりたい。その一心で。けれど。

「！　え……」

　いきなり、腕うでを振り払われた。突然どうしたのだと顔を上げ、弥一は目を見開いた。

　こちらを見下ろす月白の顔が、苦しげに歪ゆがんでいたからだ。

「つ、き……し、ろ？」

　どうしてだ。どうして、こんな時にそんな顔をする？

　意味が分からず戸と惑まどっていると、月白は両の目を細めてこう言った。

「どうしたら、お前は俺に……落ちてくれるんだろう」

「え……な、に……」

「『〝俺はお前がいないと生きていけない〟なんて、大げさだ』」

「……っ」

「俺がどれだけ言葉を……この体全部を尽つくして、お前への気持ちを示してみせても、お前はそう言って笑う。ちゃんと生きて帰ると言ったくせに、平気で頼義に殺されようとする」

「つき、し……っ」

　息が詰まるほど、きつく抱だき締しめられる。

「お前は妹を救えなかった。その事実を、どうやったって俺には翻ひるがえせない。お前が……どんなに自分を許せなくて、自分のことが嫌きらいでも、俺は……お前が好きだ。何より大事だっ。だから、お前のためなら、何でもしてやる。どんなことでも耐たえてやるっ」

「あ、あ……」

「それくらい、お前はいい男だよ……って、訴えることしか俺にはできない。なんて……はは」

　血を吐はくような声で呻うめいていた月白が、思わずと言ったように自じ嘲ちようした。

「……悪い。くだらねえ弱音を吐いた。俺だけが、お前に与えられてばっかりだからどうにも、自分が情けなくなってな……っ」

「……ごめんっ」

　これ以上聞いていられず、弥一は月白を抱き締めた。

「ごめん……月白。ごめん……っ」

「弥一……？」

「……分かってなかったんだ。お前が、そんなふうに傷ついていたなんて。妹をあんなふうに死なせた最低の俺なんかに、そんな……」

「弥一っ。……違ちがうんだ。俺は、お前にそんなことをさせたくて言ったわけじゃ……っ」

「けどっ」

　宥なだめるように抱き締めてくる月白の体を突き放す。面めん食くらっている月白の顔を両手で摑んで、弥一はこう言った。

「……怖かった」

「……弥一？」

「刀を持った頼義に詰め寄られた時、心の底から怖かった。死にたくない。まだ……月白と一いつ緒しよにいたいのにって」

　月白が大きく目を見開く。その月白の顔を摑む手に力を込めて、

「俺は妹をあんな形で死なせた自分が許せない。きっと、一生許せないと思う。それでも……お前と一緒にいられる限り、生きていたいと思う。お前と、幸せになりたいっ」

「……っ」

「お前が、そう想おもえるようにしてくれたんだ。今だって、これからお前と何をしようって……そのことで頭がいっぱいだよ？　だから、俺は死なないぞ。お前が生きている限り、何が何でも生きて……んんっ」

　必死に訴える口に、乱暴に嚙みつかれた。痛みを覚えるほど激しい口づけに息が詰まる。

「月、白……ぁ、んっ。どう、し……！　ぁああっ」

　背が撓る。突とつ然ぜん、内部に埋うめ込まれていた指が出て行ったかと思うと、指とは比べ物にならない太さの楔くさびで貫つらぬかれたせいだ。　>>>♥

　裂さかれるような衝しよう撃げきとせり上がってくるような圧あつ迫ぱく感かんに眩暈めまいがした。けれど。

「……ありが、とう。弥一……俺の……俺の、可愛かわいい弥一……くっ」

　熱に浮うかされたように言いながら、夢中でこの体を貪むさぼってくる。そんな月白が……今まですまなかったと思いながらも、とてつもなく愛いとおしくて、懸けん命めいにしがみついた。

（礼を言うのは、俺のほうだ。月白……ありがとう。こんな俺をここまで想ってくれて……欲しがってくれてありがとう。俺は、この世で一番幸せだ。だから）

　お前を、誰だれよりも幸せにしてみせる！

　……それが、実にとんでもない望みだと分かってはいる。

　確かに、白はく狼ろうの病の原因は分かった。しかし、長年毒を摂せつ取しゆし続けてきた負担は、着実に月白の内部を蝕むしばんでいるだろう。

　完治はもう無理かもしれない。もしかしたら、あと二、三年の命ということも十分考えられる。

　その間も、大好きな魚はおろか、薬草粥がゆしか食べられないし、制約の多い生活を課せられて……そんな男を自分などが幸せにできるのか？

　想像さえもできない。だが、やってやる。月白のためなら何が何でも！　……なんて。

「あ、あ……つ、きしろ……好き、だ。俺だけの、月白。ずっと、一緒に……んん」

　月白と初めて一つになったこの瞬間が、途と方ほうもなく幸せ過ぎたから、そんなことを……馬ば鹿かみたいに考えた。
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　山神の里は、今日も色とりどりの花が咲さき乱れていた。山神の嫡ちやく子しである蒼夜が愛する妹のために咲かせた渾こん身しんの花々だ。

　その中を、数人の童わらべたちが駆かけている。

「はは！　ほら、捕つかまえてみろ」

「ああくそっ。待てったら！」

　小さな灰色がちょろちょろと動き回る。

　その中に一つだけ、違う色があった。陽光に照らされきらきらと輝かがやく白色だ。

「えい！　やった、捕まえた！」

　雪よりも淡あわく儚はかない毛の色とは裏腹に、陽ひに焼けたその顔には弾はじけるような笑えみが浮いている。体も小さいながらに元気いっぱいで、誰よりも活発にはしゃいでいる。

　今までならありえなかった……けれど、最近ではあまり珍めずらしいことではなくなったその光景を、遠くから見つめる一人の男がいた。

　歳の頃は二十歳はたち前後。旅装しよう束ぞくを纏まとった長身の体たい軀くに、絹のように艶つややかな白はく髪はつ。端たん整せいなその顔には一応笑みが形作られているが、今にも泣き出しそうに歪んでも見える。

「もうし」

　声がかかる。男が顔を上げると、腕に大輪の白しら百合ゆりを抱だいた、十六、七くらいの美しい少女の神狼が立っていた。その後ろにはなぜか、大きなツキノワグマと猪いのししが座っている。

「旅のお方、どうされました？　道に迷われましたか」

「あ……いえ。あの白狼の子を見ていたのです。自分の子どもの頃ころを思い出して」

　そう言って、男は再び童へと目を向ける。

「私があのくらいの歳の頃は、まだ食しよく事じ療りよう法ほうが発見されていなかったので、ほとんど寝ねたきりの状態でした。だから、普ふ通つうの子たちと一緒に元気に走るあの子の姿を見たらこう、胸がいっぱいになってしまって」

「……そうですか。でも、今はとてもお元気そうで」

　少女がそう返すと、男はにっこり笑った。

「ええ。もうすっかり！　しかも……お恥はずかしながら、今度祝しゆう言げんを挙げることになりまして」

「まあ！　それは、おめでとうございます」

　少女が手を叩たたくと、後ろにいた熊くまも前足で拍はく手しゆし、猪はくるくる回ってくれた。

　男は顔を赤らめ、照れたように笑った。

「あ、ありがとうございます。それで……実は、ここへ来たのは、ここに住んでいらっしゃるという『お薬様』に一言感謝の言葉を伝えるためなのです」

「感謝？」と、少女が首を傾かしげると、男は深く頷うなずいた。

「はい。あの方がいらっしゃらなかったら、私は好きな娘むすめと祝言を挙げることはできなかった。それに……私の未来の妻は、とても料理が得意な娘なのです。その娘の手料理が楽しめるのも、お薬様が白狼が食べられる食材を日々研究し続けてくださったおかげで……ちなみに、まだ研究を続けておられるのですか」

「はい。『食は生きる楽しみの一つだから、月白にはできるだけたくさんの食材が食べられるようになってほしい』と、十年前からずっと毎日……」

「月白っ？」

　少女の言葉に、男が声を上げた。熊たちは大声に驚おどろいて尻しり餅もちをついた。

「あ……月白とは、あの月白様でございますか。白狼の病解明のために、その身の全すべてを捧ささげられたというあの！」

「え？　ま、まあ……そうですわね。月白は己おのれの全てをお薬さんに捧げていますわ」

　少し考えるふうを見せてから、少女は満面の笑みで答えた。

「やっぱり！　素す晴ばらしいお方なのですね。新しい治ち療りよう法の実験台ともなれば、命の保証なんてないし、お辛つらいことも多かったでしょう。しかも、試ためす薬くす師しは人間ときている。それなのに……月白様が命を賭かけて、お薬様の治療法の効果を実証したことで、たくさんの命が救われました。しかも……まだ我々白狼のために、実験台を続けられておられるなんて！」

「……え？　あ……まあ、月白はお薬さんの治療なら何でも受け入れますから、そういう言い方もできないことは……」

　首を傾げつつも答える少女に、男はまた「素晴らしい！」と叫さけんで、月白を絶賛した。

　少女……朱音はその話を呆あつ気けに取られた顔で聞きつつ、男を弥一たちの許もとへ案内した。

　そして……月白はあいにく風か邪ぜを引いて寝ているからと一人で応対した弥一に対しても、男は月白の気高い自己犠ぎ牲せい精神や、十年も白狼のため研究を続ける弥一の奉ほう仕しの心を涙なみだながらに褒ほめ称たたえ、「あなた様は私の神様です！」とまで言って感謝した。

　弥一も朱音同様、その賛美を呆気に取られた顔で聞くことしかできなかった。







「……はあ。何とも居い心ごこ地ちの悪い客だった」

　男が帰った後、弥一が深い溜ため息いきを吐つくと、朱音が苦く笑しようした。

「……まあ、いいじゃないですか。褒めてもらえたことですし」

「そうは言っても……俺は、さっきの客が言うような上等な人間じゃありません。とにかく、月白を少しでも楽にしてやりたい、喜ばせたい。それだけでいっぱいいっぱいで」

「まあ。すごいお惚のろ気け」

「？　何がです」

　本気で意味が分からなくて訊きき返すと、朱音は熊と猪……金時とふう子と顔を見合わせ「やっぱり何でもありません」と肩かたを竦すくめる。だが、すぐに気を取り直すように咳せき払ばらいした。

「とにかく、お薬さんがしたことは、あの方がおっしゃるとおりすごいことですわ」

　弥一が考案した治療法は、多くの白狼の命を救っただけでなく、食材の毒から解放された白狼は、実は普通の神狼よりも腕わん力りよくが強く、頑がん強きようだったという事実をも明らかにして……病に苦しみ、すぐ死んでいくしかなかった白狼に、無限の可能性を示した。

　また、白狼が食しても大だい丈じよう夫ぶな食材を、こつこつと調べ続け、今では普通の神狼とあまり変わりない食生活を送れるようにまでしてしまった。

「ついでに、山の獣けものたちをいまだに診みてくださるし、久住の里と円満な関係を築けているのだって……月に一度の行商の時に、領主の義親様や、出家して義親様の補ほ佐さに回られた頼義様に助言なさっているからでしょう？」

「それは、月白の言こと伝づてをそのまま伝えているだけ……」

「たとえそうだとしても、人間と神の橋はし渡わたしなんて、お薬さん以外できません。だから……ね？　もっと自信を持ってください。私、自分のお師し匠しよう様にはもっとでんっと構えていてほしいです！」

「……朱音様。その件は何度もお断りしておりますが？」

　やんわりと訊き返すと、朱音は小首を傾げてみせた。

「あら。お薬さんは蒼夜兄様が怖こわいのですか？」

「そりゃあ、『月白だけでは飽あき足らず朱音まで誑たらし込んだら、その首ねじ切ってやる』と言われてはいますが、俺よりいい師匠は腐くさるほどいる……っ」

「お薬さんはこの世で一番の先生！　誰だれが何と言ってもそう」

　私、絶対諦あきらめませんから！　弥一が着ている着物の袖そでをちょっとだけ摘つまみ、高らかに宣言すると、朱音はにっこりと微笑ほほえんで出て行った。金時とふう子もその後に続く。

　弥一はその後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送ったが、しばらくして首を捻ひねった。

　妙みような塩あん梅ばいだ。自分のしてきたことが結果的に人助けになったことは、素す直なおに嬉うれしく思うが、崇すう高こうな方だの、神様だの……何とも据すわりが悪い。とはいえ。

（白はく狼ろうが……祝言なあ）

　その言葉には、感かん慨がい深いものを覚えずにはいられない。

　これまでは、二十歳を待たずに死んでしまう彼らが結けつ婚こんなど、考えられないことだったから。

　かく言う弥一も、自分の全てをかけて月白を幸せにしてやるという気き概がいはあれど、一生添そい遂とげるだとか、そういうことを考えたことがない。

　それどころではなかったのだ。

　十年前、白狼の病の原因を発見することはできたが、全てが解決したわけではなかった。

　危き惧ぐしていたとおり、二十二年間毒を摂せつ取しゆし続けた月白の体は、すでにぼろぼろだった。

　それなのに、月白の寿じゆ命みようを永らえさせてきた弥一からの信心がなくなった上に、薬草粥がゆしか食べられず、満足な栄養が摂取できなくなったものだから、月白は頻ひん繁ぱんに体を壊こわし、何度も生死の境を彷徨さまよった。

　月白は手て遅おくれだったのかと諦めそうになったこともある。食事療法を試した白狼のうち、十八を過ぎていた者はほぼ全員回復することなく死んでしまったと聞かされていたから。

　それでも、やっぱり諦めきれず、がむしゃらに治療し、月白が食べられる食材を一つでも増やそうと研究を続けてきた。

　ようやく状態が安定し、普通の生活を送れるようになったのは、つい最近のことだ。

　だから、これまで未来のことなんて考える余よ裕ゆうなどなかったが……。

　──年寄りになっても仲のいい夫ふう婦ふになってみせます！

（年寄りになっても……なあ）

　先ほどの男の言葉を思い返しつつ、月白の部屋に戻もどった。すると、

「おかえり」

　開け放たれた障子の端はしに寄りかかるようにして座った月白が、そう言って笑うものだから、弥一はぎょっと目を剝むいた。

「月白！　駄だ目めだろ、起きちゃっ。それにそんなところで、体が冷えたらどうする」

　体内から毒素が抜ぬけたおかげか、ここ二年状態が安定しているとはいえ、これまでのことを思うと、ただの風邪でも過か剰じように心配せずにはいられず怒ど鳴なるが、月白はどこ吹ふく風。それどころか、

「うん？　……ああ。確かに、ちょっと冷えてきたな。じゃあ」

　温めてくれ。そう言って、笑え顔がおで両りよう腕うでを広げる。

　彼はどんな時でもこうだ。薬草粥しか食えない寝たきりの生活を送ろうが、弥一から過か酷こくな治療法を宣告されようが、いつだって穏おだやかで、明朗で……蕩とろけるように優やさしく、甘い。

　十年前からずっと変わらない。そして自分は、十年経たってもそれに慣れなくて、いまだにどきどきしてしまう。

「な……何だ、いきなり……っ」

「お前、俺を喜ばせるのにいっぱいいっぱいなんだって？」

　抱だき寄せられ、囁ささやかれた言葉にはっとする。

「え……どうして、それ……」

「ついさっき、朱音に聞いた。真顔で惚気られたってな」

　いつの間にっ？　口をあんぐり開けている間に、いよいよ抱だき込まれてしまう。

「本当に、お前は可愛かわいい奴やつだよ。自分がどれだけすごいことしたか知りもしないでそんなこと」

「……そういう、お前はどうなんだ」

「うん？　俺？」

「ああ。さっきの男が言ってた。お前は白狼を救うためにその身を捧げた素晴らしいお方…」

「……なんでそうなる」

　俺の全部をやったのはお前だ。さらりとそう答える月白に、弥一は笑った。

「ほら、お前だって……はは、不思議だよな。俺たち、自分の好き勝手やってきただけなのに、とんでもなくすごいことをやったとか、そのせいで辛つらい思いや苦労をしているだろうとか」

「……本当に？」

　不意に、先ほどの明朗なそれとはうって変わった低い声が耳に届いた。

　顔を上げてみると、真顔の月白と目が合った。

「本当に、この十年辛い思いも苦労もしなかったのか？　こんなものまでできて」

「え？　……ぃっ！　何す……あ」

「ほら。白髪しらが」

　ぷちっと抜ぬいて、手て渡わたされた白髪に目を丸くする。

　冷静に考えれば、三十過ぎで白髪が生えるなんて、そう珍めずらしいことでもない。

　だが、自分に白髪が生えたと思うと、何とも衝しよう撃げき的だ。だって。

「噓うそ……みたいだ」

「……そうだな。お前、自分が苦労してることも気づかないくらい、一いつ生しよう懸けん命めいだった……」

「俺にこんなものができる歳になるまで、お前……俺と一いつ緒しよにいてくれた！」

　思わず大きな声が出る。月白の命はいつまでもってくれるのだろうとびくびくしていたこれまでを思うと、信じられないことだったから。

「……ごめんな？　俺が藪やぶなせいで、辛い治ち療りようばかり強いて。けど……耐たえてくれて、今日まで生きてくれてありがとう……んっ」

　己おのれの白髪を見つめながら感謝の気持ちを伝えていると、いきなり唇くちびるに嚙かみつかれた。

　驚おどろいたが、全身が蕩けるような甘美な口づけに、たちまち思考を搦からめ捕とられ、うっとりしていると、今度はきつく抱き締しめられた。

「礼を言うのは俺のほうだ。……ありがとう。俺みたいな虚きよ弱じやくにここまで付き合ってくれて。それに……俺は、辛いなんて思ったことは一度もないぞ。お前がずっといてくれたからな？」

「！　月白……」

「お前と初めて逢あったあの夜と同じだ。寒くて、腹が減って、どこへ行けばいいかも分からなければ、何もできない俺はお前に迷めい惑わくばっかりかけて……本当なら、辛いだけのはずなのに、楽しかった。お前の声を聴きいて、お前と抱き合って、それだけで……楽しくてしかたなかった。それは、今も変わらない」

「あ……」

　思わず声が漏もれる。

　同じだ。自分も、月白と全く同じことを考えていた。

　どんなに辛いことが起こっても、月白さえそばにいて笑っていてくれるなら、自分は辛くなかった。幸せだった。

「お前がいたから、ここまで楽しく来られた。これからも……きっと、楽しく歩いて行ける。だから」

　ずっと一緒にいてくれな？

　囁かれた言葉に、胸が燃えるように熱くなる。

　月白が自分と同じことを考えていてくれたこともそうだが、月白の口から「これからも」という言葉を聞くことができたのが、たまらなく嬉しかったのだ。

　──年寄りになっても仲のいい夫婦になってみせます！　>>>♥

　再び頭の中で響ひびく、その言葉。

　……いいのだろうか？　自分たちもそういうことを考えても……。そう思ったら、口が勝手に動いた。

「そ……そんなこと言うなら、一つ、俺の頼たのみを聞いてくれるか？」

「うん？　いいよ。可愛いお前の言うことなら何でも……」

「髪かみ……お前と、揃そろいになりたい！」

　月白のお決まりの台詞せりふを聞き終わる前に、弥一は上うわ擦ずった声でそう言った。

　月白は意味が分からなかったのか、体を離はなし、訝いぶかしげに顔を覗のぞき込んできたので、弥一は先ほど手渡された白髪をかざして見せた。

「この色……お前の髪の色に似てるだろ？　だから……俺がお前と揃いの……白髪のじじいになるまで、待っててくれ」

　弥一のその言葉に、月白は大きく目を見開いた。

　そのまま何も言わない。けれどふと、顔をくしゃりと破顔させたかと思うと、

「いいよ。二人で、格好よくて可愛い、似合いのじじいになろう」

　そう言って、顔中に口づけの雨を降らせてくれて……ああ。

　……幸せだ。老いることさえ楽しみだと思わせてくれるこの男とともにいられて、自分はどうしようもなく幸せだ！

　自分からも手を伸のばし、口づけに応こたえながら、弥一はその思いを嚙み締めた。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは。雨う月げつ夜や道どうと申します。このたびは、拙せつ作さく『白はく狼ろうさまの恋こいぐすり』をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　今回の話は「口説く攻せめ」をコンセプトに書きました。




　基本愛したがりが好きなので、いつも受攻ともに全身全ぜん霊れい相手を愛させてはいるのですが……そう言えば、あんまり口説いてはいないような？　と、思いましたので、月つき白しろにはなりふり構わず自分の全すべてを捧ささげて、弥や一いちを口説いてもらいました。

　で、それを突つき詰つめた結果、月明かりに溶とけてしまいそうな儚はかない攻になりましたが、そういう攻は大好物なので、楽しく書くことができました。




　対して、弥一。月白をあっさり受け入れては話にならないので、頑がん張ばってつんつん突っぱねまくっていただきました。本当は攻が大好きなくせに、攻のためにつれない態度を取る受も大好きなので、こちらも楽しく書けました。




　そんな今作にイラストをつけてくださったサマミヤアカザ先生。

　月白の儚い格好よさを描えがくならこの人！　と、編集様が選んでくださっただけあって、溜ため息いきが出るほど麗うるわしくて格好いい月白を描いてくださいました。

　弥一も、凜り々りしくて男前。でも、笑うととても愛らしい、魅み力りよく的な男に。

　狼型月白、頼より義よしたち脇わきキャラ、背景に至るまで、しっかりと描いていただいて……サマミヤ先生、素す敵てきなイラストをありがとうございました！




　担当様も……またもニッチなネタではありましたが、許してくださっただけでなく、この話を世に出せるよう色々尽じん力りよくしていただいてありがとうございました！　おかげさまで、こうして形にすることができました。

　やたらと蒼そう夜や兄を気に入ってくれた友人にも感謝感謝です。




　最後に、ここまで読んでくださった皆みなさま、ありがとうございました。

　暴君やらツンデレ兄貴やら病やら、色んなものに翻ほん弄ろうされながらも、互たがいに相手を神様と思い合う関係から、恋こい人びとへと変わっていく二人の恋模様を少しでも楽しんでいただけますと幸いです。

　それでは、またこのような形でお会いできることを祈いのって。





雨月　夜道


















電子書籍特典　書き下ろし短編

『知ってたよ』







　久住の神狼たちは、様々な方法で里人たちに恩寵を与える。

　里に厄災をもたらす悪霊や妖を討伐し、久住の地を護る者。得意の妖術で天候を操ったり、芽吹きの術で作物の成長を助けたりする者。

　各々の得意分野を駆使し、一人でも多くのものが幸せになれるよう苦心する。

『久住の地を守護し、かの地に住むものたちに恩寵を与えよ』

　神より与えられたこの使命を果たすために。

　しかし、腕力も妖術も持ち合わせぬ非力な白狼に生まれ落ちてしまった俺には、どれもこれも到底できぬ芸当だった。

　それどころか、何度も病に倒れ、迷惑をかけることしかできない厄介者。

　お前はなんで生きている？

　直接言われたことなんてないが、皆からそう思われている気がしてしかたなかった。

　息をするのさえ、辛い辛い日々。

　けれど、弥一と出会ったことで、そんな毎日が一変した。

　──お前でいいよ。

　何もできない、それどころか迷惑をかけるばかりの俺にそう言ってくれた弥一。

　体力が続かず、すぐにへたり込んでしまう俺に根気強く寄り添い、一緒に昏い山を抜けてくれた。

　その時、思ったのだ。

　多くの者を救える神になんて、なれなくていい。

　たった一人……弥一さえ幸せにできれば、それだけで俺は生まれてきた価値があったと。

　だから、その日からできるだけ毎日、俺は弥一の許に通うようにした。弥一をちょっとでもたくさん、幸せにしてやるために。

　とはいえ、人間には直接関わってはいけないという掟を守らなければならないのは勿論のこと、姿を消す術以外からきしの俺にできることなんて高が知れていた。

　なけなしの妖力を使い、弥一が住む庵の上にある、雲を動かして、日向や日蔭を作ってやったり、薬草採りについて行き、一生懸命勉強して得た知識で一緒に薬草を探したり、薬草採りや勉学に夢中で転びそうになる弥一を助けてやったり、弥一と獣たちの間に入って、意思疎通ができるようにしてやったり。

　本当にささやかなことばかりだったが、それでも俺は嬉しかった。

　何もできず、迷惑をかけるばかりだったあの頃を思えば……ほんのちょっとでも弥一の役に立てている自分が誇らしかったのだ。

　おまけに、俺の頑張りが届いたのか。弥一は毎日祠を綺麗に掃除して、俺への信心を惜しげもなく捧げてくれる。

　弥一からの信心が身の内を満たすたび、いまだかつて感じたことがない幸福感で、心が満たされ、息をするのも辛くなくなった。

　弥一のそばにいると、俺は生きていてもいいのだと思えた。幸せだった。

　しかし、ある日のこと。

『わあああ！　朱音……なにゆえじゃ。なにゆえ兄の心が分からぬのだああ』

　いつものように弥一の許へ行こうとした俺の耳に、何とも情けない泣き声が診療室のほうから聞こえてきた。あの声は、蒼夜兄上か。

　そう言えば、半刻ほど前、また朱音から傷つくことを言われ、泡を吹いて倒れたと診療室に運び込まれていたが、どうやら目が覚めたらしい。

　全く、今度は何をやらかしたのやら。と、思っていると、

『蒼夜、己が朱音にしたことをようよう考えてみよ』

　主治医の玄達の諭すような声が聞こえてきた。

『朱音は、ぬしに言うたな？　自分一人でしっかりできるから放っておいてほしいと。それだというに、ぬしは姿を消して朱音のそばに居座り続け、朱音が転びそうになったので思わず抱き留めたらばれてしまい、怒られたと』

『そうじゃ！　俺はな、ただ朱音のことを温かく見守っておっただけぞ。そばに寄るなと申すゆえ、姿まで消して！　健気であろう？　そして！　俺は朱音を危機から救ったのだ！　それだというに、朱音は……朱音は！』

『あーでは、こう考えてみよ』

　声高に主張する兄上に、玄達は宥めるように言う。

『ぬしの御父上が、ぬしのことが心許ないからと四六時中そばにおったら？　ぬしがいらぬことと訴えたら、姿を消してそばに潜んでおったら……』

『や、やめてくれ！　さようにおぞましい状況、想像したくもない……』

『そらみろ！　嫌であろうっ。よいか。ぬしが朱音にしたことはそういうことぞ。それが分かったら……』

　言い聞かせるが、兄上は納得できないようでことごとく口答えして……全く。

　兄上の朱音馬鹿っぷりには困ったものだ。相手が誰だろうと、姿を消してそばにいられたら気持ち悪いだろう。どう考えても……と、そこまで考えて、俺ははっとした。

　俺が弥一にしていること。これも、兄上が朱音にしたのと同じことでは……いや！

　……違う。兄上のは、単なる追い回し行為。俺のは、山神としての使命を果たしているだけ。全然違う。かすりもしていない！

　何度もそう結論付けた。けれど、いつものように弥一の庵に向かい、姿を消して弥一の様子を見ていると、胸がざわざわと騒ぎ始める。

　これは、あくまでも里人に恩寵をもたらすための行為。山神としての使命。だが、弥一がこのことを知ったらどう思うだろう？

　──や、やめてくれ！　さようにおぞましい状況、想像したくもない。

「……っ！」

　思わず、声が出そうになった。弥一が、先ほどの兄上と同じ言葉を俺に向かって吐き捨ててきたらと思うとたまらなくなったのだ。

　すんでのところで、踏みとどまったつもりだった。しかし、わずかながらに声が漏れてしまったようで──。

「……？」

　それまで一心に書物を読みふけっていた弥一が顔を上げ、あたりをきょろきょろと見回し始めた。

　全身が強張る。今すぐ逃げ出したい衝動に駆られたが、そんなことをしたら今度こそばれる。

　息を殺して身を固くする。すると、弥一は「気のせいか」と言わんばかりに首を傾げつつ、再び書物に目を落とすので、俺は胸を撫で下ろした。

　よかった。ばれなくてすんだ……と、そこまで考えたところで、俺は愕然とした。

　なんだ、この……兇徒のような考えは！

　……。……駄目だ。俺はもう、気がついてしまった。

　俺が弥一にしていることは、兄上が朱音にしているのと同じこと。

　このことを弥一が知ったら、朱音のように怒って、気味悪がる。

　今のように、信心を捧げたりしてくれなくなる。

　それを思うと、心が引き裂かれるように痛んだ。

　それなのに……俺はその後も、弥一の許に通い続けた。

　弥一の役に立つこと。それがただ唯一の、俺が息をする理由だったから。

　それがたとえ、弥一にとっては唾棄すべき、気持ち悪いやり方であったと気づいてもだ。何の力も持たない俺にはこの方法でしか、弥一に恩恵をもたらすことはできなくて──。

　ごめんな……ごめんな……。

　俺がどのようにして恩恵を授けているか知りもせず、毎日せっせと祠の掃除をする弥一を見るたび、罪悪感で心が痛んだ。

　それでも、弥一にはこのことを絶対知られたくないとも思った。弥一に、嫌われたくなかった。それなのに……だ。







　それは、弥一と身も心も結ばれ、しばらくしてのこと。

「……はは」

　今日は体の調子がよかったので、心ゆくまで弥一の世話を焼いていると、突然弥一が可笑しそうに笑い出した。どうしたのかと尋ねると、弥一はおどけたように首を傾げた。

　こんなに人懐こい仕草を見せるようになったのは、ごくごく最近のことだ。

　可愛いなあと、脂下がっていると、

「お前、よく十四年間も我慢できたな」

　不意に告げられたその言葉。

　何を言われたのか分からなかった。だが。

「物足りなくてしかたなかったろう？　『人間と直接関わってはいけない』って決まりを守りながら、俺の世話を焼くのは」

　続けて言われたその言葉に、全身の血の気が引いた。

「……は？　何のこと……」

「？　惚けるなよ。薬草採りや畑を手伝ってくれたり、薬草採りや勉学に夢中になり過ぎて、怪我をしそうになる俺をくれたり……それでも怪我した時なんて、傷口にふーふー息までかけてさ。本当に過保護だった……」

「知って……」

「うん？」

「知って、いたのか」

　掠れた声で呟くと、弥一はぎょっと目を剝いた。

「もしかしてばれてないと思っていたのか？　あれで？」

　隠す気がないんだと思ってた。と、呆れたように言われ、俺は耳の中まで赤くなった。

「……姿、消してたじゃないか」

「姿消せばいいってもんじゃない。これ見よがしに日差しで薬草照らしたり、抱き留めたり何だり、いくら何でも分かるだろ」

「そ、そうだけど……と言うか、気づいてるなら言えよ！　無視とかひでえ！」

　恥ずかしさのあまり逆切れして言い返すと、弥一は思い切り眉間に皺を寄せた。

「お前に『人間に直接関わってはいけない』って掟を破らせちゃ悪いって、気を遣ってやったんじゃないか。それに、ちゃんと心の中で礼を言ってた……」

「そんなの分かるわけないだろう！　お前、神様に夢見過ぎだっ」

「……いや、そんなことを言われても……うん」

　突然、弥一は口を閉じて俯いた。「何だ」と少々つっけんどんに尋ねると、弥一は明後日のほうに視線を投げつつぼそりとこう言った。

「気づいてもいないと思っている相手に、よく……あそこまで世話が焼けるなと」

「……っ」

「……お人好しだよな、ホント……っ」

　俯いたまま、早口でぼそぼそと呟く弥一の肩を摑んで、俺は畳の上に押し倒した。

　こちらに向いた顔は、ものの見事に真っ赤だ。その可愛さで、俺の機嫌はたちまち直ってしまった。

「分かってるくせに、惚けるのか？」

　赤く熟れた頰を軽く摘まんでやりながら尋ねると、弥一はまた逃げるように目を逸らした。

「お前も……分かってるくせに、訊くな」

「はは。そうだな。弥一は意地が悪い。俺の気持ちを分かってるくせに、わざと知らない振りをして、俺に言わせようとする」

「！　ちが……そうじゃないっ。俺は……その、恥ずかしくて……つい」

「嫌じゃなかったのか？」

　俺に組み敷かれ、恥ずかしそうに身を捩る弥一に、俺はぽつりと呟いた。

　弥一が、ずっと逸らし続けていた目を、不思議そうに向けてきた。その目を見つめ、俺はもう一度口を開く。

「あんな、世話の焼かれ方……嫌じゃ……」

　自分でも驚くほど、掠れた声だった。

　弥一も驚いたように目を見開く。それから少し思案するように瞳を揺らした後。

「……そう、だな。今は、嫌だ」

「？　今はって……っ」

「もう、お前が見えなきゃ嫌だ」

　俺の両頰を掌で包み込んで、弥一は切れ長の目を苦しげに細める。

「こうして……目を合わせなきゃ嫌だ。言葉を交わせなきゃ嫌だ。触れなきゃ嫌だ」

「……弥、一」

「俺は……あの頃よりずっと、欲張りになっちまった。もう、あんな……気配だけじゃ、全然足りない。我慢できないっ。……お前のせいだ。お前が馬鹿みたいに俺を大事にするから、俺はこんな……んんっ」

　我慢できなくなって、俺は弥一の唇に嚙みついた。

　普通は、嫌なはずだ。姿を消してそばに潜んでいるなんて、気味が悪いと。

　それなのに、嫌がるどころか……それではもう足りない。我慢できないだなんて。

「ああ……弥一。お前は……お前って奴は、どうして……そうっ」

　要領を得ない言葉を漏らしつつ、抱き締めて口づけを深くすると、弥一はそれに応えるように舌を差し出し、しがみついてきた。

「ぁ……ん、んっ。これ、から……ふ。いっぱい、くれ。今まで、我慢した分も……お前をいっぱい、俺にくれっ……ん、ぅ」

　合わさった唇と唇の間から零れるその言葉と、背中に食い込む爪の感触に、強烈な幸福感が全身を包む。十四年前、「お前でいいよ」と言われた時に感じたそれと同じ……いや、それ以上の……ああ。

　やっぱり、弥一といると、俺は幸せだ。……この世の誰よりも。

　その思いを嚙み締めながら、俺は弥一を深く深く抱き締めた。
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